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1 縛言

ケイ蔽謳岩石およびがラスの中のニッケルの光量子奴射寸1も分析

（東北大理） 0 加榛望J1月）訊英一鈴木信男

ケイ蔽瓶試料,;t化学令析研最 4 粒が l ヽ‘えのの一つ 1．．，とくに，徴蔓元素の存在度に I灸］

して 1ま今莉ク沙くや実験肴の、佐臭によ 7 1 , 士ガよ夕な姥采/)'i得ぅ,/'I. J :、とかクし，．ニッグ
ルは微量親妹元乗と 1 て兇茄 1t名的に重寺な元生1..ヽ，促来，フレーム羞 X 係、ケイ光沃，
比色広 rょ乙t'走董されてさた．放肘化今析 l こ 1 ょ舒Ni (n,r)65N i, 58Ni(-n,p )511Co, 、fN i

(p, n) 64Cu, s8Ni u, rt )57Niなどの萩反応 h\a#'1 片］ t`｀さる力I］冴、手炸法で lよ一般 I こ “Na 、

56 Mn, 6°Co なr." "lば、放射飩 nゞ誘導され複維な令錐と I必卓とする。光量手放射I,もな析で 1i
2 のような難戻 Iよなく／大f：，残＇紡該の萩デーク，感度，々う名と秀危 l て=Ii 58 Ni (r, れ）琳
t利 10 1 3 ̂  hI｀・笙よ l < 57Ni ( Ty2 = 36 hr) がウ"7 I 3 7 8, I 9 I 8 ke V などの n泉 1 tti見’J

すれ 1が正確な足曼法とな 3 と考へられ~.ニッケル含府をの多、、超低碁住岩石 (N,· > o. 27.) 
て→ li / 9/8 keV ヒ•~ 7 によ I) 非該虔走量 1 可能であるヵ＼．．、 一般に情i単な化学令離ti)後に I

/3 78 ke V ヒ° -Jを計到すi方 b＼゜鋭毎文て．．正確であ 3. 和去の正雄、キ、汎 1t1,r主と松討 1 3 日

約1.·, u SGS t?'Jケイ蔽溢牒準考石 8 佳とJG. -1 かよびJB- 1, NBS のケイ蔽温 1東牟
ガラス 5R M -6/4 および｀ S 'R M-bl6 の計 /2 粒の訊秤逗が、JO He V 剖動輻射 r、
よる光量紅紅寸,{t,分析t行な、、／，緒果 L 他のな和如：ょ；文献信と比教 l た．
2 爽験
採李考石，よそれそ·,11..約 400 切3 をア 11/ミニウム省 1: 乞殺 I てい→ I~ 戎-i§i l た．諷

訊粁 I女 1001'~ Niとなか落夜i'1 mm</ 口統iミ lH こえ也，裟煉＼ 1 911 い，為み拭料疇枕l

r: 並べて（d 玲 I：放村化した．ガ｀｀うス（／ 3 >"m If x 3 mm) ，，均令t:.:./. I；；1才条 rこ，打（到，：比萩紋叶

(/001'3 見/J.,.,,,,,り）と帆岳 I 1 J,;]吋 I: 江 l た．庄射，3 東北大核姪屈の I也ふうイナyク
によ'), .Jo Me V 砲ふヒ｀ームと／象ざ 2 mm の自企板 r刹勃卓れ寸y線 r: 峡ぇ， イれイ・れ 2 珀

内付な，た．線晋率は b x IO b'f<. /-,,,;n である．、照利孜，足玲凡'/0 m3 とがえ，彦石，大炭威

ナトリウムによ 5 融絣，IJ‘‘うスで 1まフッ化水条絃譴虚長蔽処投 I~ よ? 1 >/.J-\そ訊藩科 LI

ァンモニアアルカ•)怯t I 1 生 l..F、水蔽化 1勿と口剌 l, 口液かうニッケルージメケ Iレク｀・ 1)

オヤシム錯届い幻殺さt「こ．訊とみ輝、I: 訊 I'- 虚化剣スカベンジングと竹なっ 1 /J‘う

五 O' ジメケ Iレグ＇）オキシ＾錯虚~ l, a 牙＇I,乾 K桑，が積 l て力 1 り r 、保スペクト 1レのi'1 走と
竹な）た． 化芋収専！ま釦0~70% であ 7 た． なお‘, tt軟拭料 4 j且レ手と共 1: 疫枡 l, シ｀・メケ·

ルグリオキシム錯偽｀I'.. I 1.絆量 I, (係 7、ぺ 7 卜 1レと滉｀l 足 l f~・笈J足/: I 文， 33 cm3 Ge(Li) 

森以忍と 40 移チャン広，レ成あな祈緩胃と川、 ‘,13?8 ke V と゜ークの面社とボの、拭＇社臼
4判 l：試雹（た［浪拭＇料かりの手灼tt放身寸餞k, I月、、 1 ニッケ Iレ含有堂を牛出！た．

::::..1 ヶ，レ蚤と 1 ~/00刃にわた， 1 文化させ' ..t..すもti)，照射寸と令離と抱~ l て， ニッケ Iレ
曼l'..訂Ni生戒量と"> I月 r：た、 l rt倒，r生 hゞ成立？ ｀、ととrt I}'めた．

かとうとよあき・ざたっ．．めえ L ヽしヽぢ・すす＂ 3 のぶお
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3 f.も果お‘よび方祭
/2 逹遺‘科 I：っいて／ それそ‘~l 2 な莉 l t：終果と文献他．と共 1―．ー祐森ネ［た． 2 合祈他

,1: 1 れそ＂がよ兄J.火 l月の食、、一荻とネ 1 ておリオi主、の再見·住 Ii店足で、今ぅ． よた，和瀑と

紅履と比べると多く，iその範困内にあって牙jり｛也に血、、他＾ヽ·奇いが， G-1, G- SP-1 な

と｀ではや、あヽ、他ヵ＼·符りれて、｀る． NBS·SRM-614 ガ｀クスで 1 i l iぐ正碓/: 1 ppm 1" あ，

f: h\“S R M -6 / 6 1/｀・ラスで,i O. 2 2 Pf"'/J1· 得られた． これ lt.，ニッケルト••- 7万農戌紅

0.02 ppm とざれ 1 、 1 .i "'に対して 1 俎あヽ、他tみj.判 1:, (p, n) 反応と社 1 -f] l t,放射

4t今祈；広て｀． o ． 27 ffm 9ゞ紋告されてあ‘') ;) ＿‘")月ー 1'9 - /1\’’止し、｀オのと矛ぇうれう．
＂感度'l I' は、パ除知が，今青ff 1'-. I 8 対 161 (o. 5 Ty2) H荻 1, /J78keV "> 

ヒ° -7 面枝l'.. l 1/00 カウントt手えるニッグルそ;!:_ :/, ? 1 千ffくとすれ,1-·· o. o5 fa'J Niと
な~. また， JO fvfe V 多＇」劾桂牙寸11)ェネルキ．．一舒域 1 ・・は近ィ知衣ょ｀Jりviと生（•• 5 ↓J字反応・ 1 よ

起らず］か法，3 正揺 1奮々う名の少なし‘仕文そニッケルの定量刃、と l' ケ 4 蔽虚マ I-') ・ソ 7 ス））J、

外り広社な扶｀科/:.:i並 lf] 1• ？よう．

ケイ蔽届林埠佑石ぁ、よがかクスの中のニッグ Iレの定受、拷采

こ G -1 w-1 G -2. GSP-1 AGV-1 BCR-1 

本シ釘＇
8. 7 土 0.1 87 土 1 {,. 5 土 0.2 20. b 土 0.3 26. 8 士 0. 4 /8. 'I士 o. 6 

8. 6 さ 0. 1 94 :!. 1 6. q士 0. 1 11. o :!: o.4 28.6 :!: o.s 16-1 t o.6 

骨 2 1 - 14 1) 60~82 1) 2 ~14 2.) 3 ~25 2) II~2 7 l) 8 ~3  0 l) 

文角火｀位
(1~2) (7 8) (6. 4) (IO. 7) (17. 8) (/5. 0) 

こ pee-1 DT S-1 JG-l JB-J 
NBS N8S 

S'RM-614 SRM-616 

本法＊ 1 2360.!/20 2360t80 /1. 2 土 o. 5 JSb :! 3 o. りf土 o. O 4 o. 2 2 士 0. 02 

2510:!: /20 2640 士 80 JI. 8 t o. 5 176 :!. 4 1. 0 0 ミ o. 04 0. 2 2 ! o. o 2 

*2 17S0~ 34-002) 1770~3300;!) 3) 3) 4) 4 
文あだ他 ヽ． 1,7,0 137,/48 1. 0 :to. 2 0. 2 7 士 o. 05 

(2430) (2330) 

骨 1 2 分莉緒采，扶差屹 llll,i計数，： （祈なう統計採差i·よ II tt棘 I ：是っ. <.. 

"2 定曼他の存在範/4], ( ) I勾，iキj勺｛色よた 1 よ recom mended value 

1) M. Fleisher, Geochi'm. Co玩och/m. Acta:,拉， 65 (1969 J. 

2) F. J. FlaHaja>l, G-eoch,'n,. Cosmoch,'m. Acta, 毯， 81(/96'/).

3) A. Ando, H. Kurasa 囚a, T. Omori "nd E. Takeda, G-eochem, J.,凸 /51 (1971). 

4) D. L. S..,i'ndle and E. A. Sch 凶 e i' kert, Anal.Chem., 竺， 2111 (1"173). 
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3Q02 石灰岩中のフッ索の放射化分析

※※ 
（都立大理、立大原研•) 0 寺井 稔 戸村健児 太田直一

1. 第 17回放射化学討論会で戸村らは、 19F (n 、 r) 20F反応を利用した骨中のフッ索の
23 20 

放射化分析法について検討し報告した。この方法では、 Na (n、び） F 反応による妨害

を補正する必要があった。今凹は、種々の炭酸塩碓積物にこの方法を逸用してみた結果につ

いて報告する。

2. 実験

使用した試料は、鹿児島県の与論島および沖永良部島の海岸段丘を形成している石灰岩

（この石灰岩段丘は数万年～数十万年前くらいの間に難積されたと考えられる比較的新しい

サンゴ礁性の碓積物からなっている。）、現在のサンゴ礁から採取した生息中のサンゴおよ

び有孔虫の石灰質の殻、与諭島の古生層の石灰岩、株父山塊に発達している古生層の石灰岩

と同所に形成されている鐘乳洞中に二次的に生成したさまざまな形の炭駿塩の生成物、有孔

虫や貝殻の化るなどてあり、総試料数は 200個ほどである。

分析法は骨の場合と同ようにおこなった。すなわち、 0. I~0. 5gの試料をポリエチレン

の袋に入れて密封し、これを立教大学原子力研究所の TRIGA- II型原子炉の回転試料室No.
11, 2 

1 （熱中性子束 5X 10·'n/om~ • seo) で 15秒間照射し、照射後 15秒から 30秒までの 15秒間

の放射能の強さを Ge (Li)検出器と Ge08製波高分析器て測定した。 1627KeV を中心としたピ

ークの計数の和を求め、同じようにして測定した標準試料についての計数の和との比から

フッ索含猷を求めた。なお、標準試料としては caco 粉末中に o. 0 I~o. 1% の caF を加えた
3 2 

ものを使用した。

3. 結果

石灰岩中のフッ索の放射化分析の結果の一部を表 1 に示した。その他の炭酸塩維殺物の結果

を表 2 に示した。表中のナトリウムの含有遥は原子吸光法て定紋したものてある。

妨害すると考えられていたナトリウムは、このていどの含有誠てはほとんど影器がないこと

がわかった。

4. 考察

15秒間の計数時間にたいして Live Time が I 0秒前後とかなり少ないことが目立っが、これは

おそらく試料中に存在するアルミニウムやマンガンなどのため全体としての放射能が強〈な

るためと考えられる。このことは赤色土の測定が同条件ては不可能だったことからも知察さ

れる。

石灰岩中のフッ索の放射化分析の場合には、ナトリウム、アルミニウム、マンガンなどの

含有量が比較的少ないのてほとんど妨害を考えなくてもよいことがわかった。しかし、古い

地質時代の石灰岩ては、ナトリウムは減少するのて問紐ないがマンガンは岸縮される傾向が

てらいみのる・とむらけんじ•おおたなおいち
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あり、アルミニウムの混入する可能性もあるので注意する必要がある。

その他の炭酸塩雄秋物中のフッ索含有星をみると、

l) サンゴの石灰質脳（アラレ石型）ては 0, l 1~0. 13形と石灰岩の約 l 0倍量存在するこ

とがわかった。

2) 有孔虫の石灰質殻（方解石型）ては o. 02596 ていどで石灰岩よりいくぶん多量に存在

することがわかった° 型

これは、フッ索が炭酪カルシウムと共沈する場合方解合｛ものよりアラレ石型のものに

入りやすいということと符号して興味深い。

3) 鎚乳どう内のいろいろな炭酸塩の生成物はほとんどフッ索の存在を認めなかった。こ

れは再結晶作用によって生成された二次生成切（ほとんど方解石型）てあるためと考えら

れる。

石灰岩などのようにナトリウムなど妨害物質の少ない試料にたいしては、放射化分析は

非常に有効であることがわかった。

表 1 石

試科番号重怪全計数 (bg) L1V0T1me 比放射能 含希蓋 Na含有盤

(g) (c / l 5 s / g) (ppmF) (ppm) 

2

3

4

5

 

o. 5045 205 (145) 

0.5057 328(264) 

0.5J.18 277(118) 

0.5056 101(52) 

0.5028 128(84) 

I 0, 20 

9.86 

10.77 

175 

191 

432 

200 

460 

10. 94 133 

10.74 122 

78 

86 

190 

60 

55 

67 

460 

表 2

coral 1.3土0.12(mg)

coral 1.1土0.46(mg)

Nummulites 250 (ppm) 

Cave Products 0 

soil 
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3003 ぽ粁ならが白夜の非峨峨旅射,(t I介析

（サ廷1系研）戸村筵兇

豆沼知識釦貌1、は，徒束，環規犬気中配疇粒千択物哨に関する成分元素叶析
iよi、なり進い‘、1 るが，コ爪り＂ミバ桁生派に,...,'-} ~叫，まだ節哨知炉てqな）たが非常
にグ、l ．f9!1 え,t:·'畔吐って大僚中に放出されるこい） ＃此疇由がぷ立り平
ボt税浚中の元魚介枡につ、 I --z. Iも介村山 l紅人噴戸ボて、1 い。紅砂庄環吃”
叩1、[ < <IJ研虹網かりいが［肴が｀拳加し，知汀知況会を組縁＇［，石見原油，＂
なりが｀（ここれり固訊紅の主'L l -r..艮機元裸左移qの方ガ、tヽ｀定覺，比較する::...工な切
't-L t.絹査行’究の一環Y.. l 勺打7 ,/Lたもり-i•ある。二の程の試升,t,すダに、未l国瑣輝
遵心っバ仔われ，釈允たり戸雌をされた')0これ夕見9-'f_ I ,1J,“なりが｀に輝”
“のf-”f 4約よ非常 I二十、き\. I 娯炉介が1放 B 件を間祀 L なおさなtればなりな
遺に東かl がこ汀涌かる．本穀倍ふも非9和哀孜加均｝飢衣で・各釦虚紐粁なら祈I乙
沢をゲ麻 l 辺果Iこっし）這べi.

げが屈J
太外のもの 1い~ < iい合し，硬雙の 1万スがんにがI,1 採りi和釦たウの乞ゲ析 Iこが、 1 た．

戸項itする厄：雌、Iょ bo°C に加渥l' よく：昆台 l た 1 (/'Jえがラスがん l墓店 l, I訊｀
のものと幻テンレ這::t L" 召｀棉、1 名 l げした。困体該V厄尿＇）ウ V タンつーティバ·,し
□`―レい入爪応 l咬 Iレ士｀ 3 0"わ麟 l たをの左'LOO メッツュ翫～3ヽ~ L) 叶 I) たも
のな（バ閏炉 L た。

げ消放J
如訊~Iい 54 げ ’I エオレソ桔が‘知忍り、粁覺後｀キャf左 l め股射 l た。座計炊

新！ヽl 和‘ソ遺 l サtJKする。 l固釦哉粁 lよ o.;~1, O jを紆量し，記）ェチ V ン仇：入
爪，熱巧 Iレしで殷射する。

＂糾科 lも瓜， Gl,V, 7:九，芯， 恥，牡， A"-- (:. 7 り-'l. Iに二れり元界の
パ骨di 1K i危良を別いif歓片 1::.. yたみ込ま-f!:.,耗i菜 l たものた木•,}エf Vン保 Iこ封入した
↓のい用＼I f::.。~,:.'1 ¥ l'(_,i, 9-11'1..l C,~迂 3 'H'\. l 卜 Iレエンの渓¢巧夜を用ヽ｝た。その他の元

焦 I:.. つ心疇f輝和謬Ti/- 1 / <t-J_ I l➔ <tV-1 幻叩，従末パ丈飢｀値の T 内た元素
q令府嘔'L- Lた。

知広「R LqA M吐iり暉印訊料楕（Sメ /0“へ（ぷ／竹）召賛ヽ) I M 1 I Al, 
$, ら，tt. 1 V の＇賛,a:. {～ぅ釘間照針，：～6 付紋｀屈し， clock-ti”バ 5 町』計
赦した。なた， W＾, CL, N1  (t.11 z...(I.f間任手、 1→ (.::.5/1/‘~# {,o oo祝取t敷をffなった。

須賢土、府知祖釦t1'lo\(d) (re.(_Li)板謬(It'駕従： 2.̀1 （成，計幻評：双
3 ふ． M←I(TLl ti) l 0 %)と1-K p H A (.>O M H-z... ft D C.)這いた。と°- 7 祖呵噂
かり；ケヤンf、 Iレヴ‘ワのデ肉から 1\‘‘‘1 7 7｀｀アン／：＇のカウン／§文を計笥 l, t:! -1 の全カウ
パ孜卜り差t 1/ さ正味パウント数をit研 L ，ムve tim€ 勺・叩計赦革を求m, 4影累試｀

こtヽらけんじ
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和の比較心り定青左{f刃らなお，上記払外の長が命校程＂ ＼）る元系の定量に 1丸

杓 ')..O 叶間の新綺吸射をrf釘） I I 過悶応：：ぅ， 000~S,ooor(r罪数を行なった。" 1:.. 町）た紐なりが［こエネパ｀ー（力、．／っ内，＇ keV) 戸似 (l叩） I~別of'/:I), 
咽 (/778,7}, '3 1$ (J/02,'t)I 31CL( t偲0)/以（ぅ08).°), そ65c (m.3) i..tlTi（虹I},
呵 (l伶If.午），庫（う')..0./ } I.!,~叫伍6, ~) :喰（ l叩），伍Dも (II 1匁），乞（lll5、5),
覧（ l ぅ 6. 0) I a1.r,y"-(77 い）， 'J.'f5h (5統 0), (7gAq('tff、 8）士、あ多。

"ぽJ
畔り：：い，非尿唆旅似げ知り杜住幻[1‘‘/ 7 する 1二め，復に叩疇
“ー氏か訊成された丈鉦和彰精紐1 を組返 L I"‘析（た．広 1 1::.“"消がほ泉
量せて記載（た。 9、 1 心屎介 b“ りの M 'J-,恥， A u.. llJ位‘履 I::. つ…心麟心
咆があるが，肥り元象I二つ、1 -L I□ 1位釈）あ’Itる仕呆が＂符りれら二 X か孔期1芍される．

饗バ非紘でI-似Iかが1iiよる言＂湘條t~ Br Au 

t J.../oo 士t,soo I 1, 100均lJO SofoO:t300 }l2oot.lf00 (2.01:.D.2 1刀研 II元註 o.,四I

立大原研 1.r如1110 13(90士訟0 mo mo(J 虹/oO 土3300 /2,6ｱ.().( 2.3四 f}'totll o. Si、:t 0,03

l”"土l'i&O 11 .sf゜土lll66 6 （う oo巧0 砕0士3700 12.1却．ュ 2呻 /I鮫t1 0, 'tot.炉l
t't(OO 士 l} 't0 /bl001 {,80b 51ろ(JO 土300 3 't /eo切 }00 (0. 、土0.:/.. 滋虹 toぅotID o,)2士0.02
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3004 海水中の水鉄の放射化分祈

（東大理）疇鑓敬 麿野等 決口博

〔緒言）
海水の放射化I分析法による水録の足青においては、 0 海水中の水線合舟が極微董て、、ある

こヒ(< 1 pp b) 、®ナトリウム・臭東などの生成｀放射能の人体に対する危険性 rょ百閉
題、がある。このため、海水中の水銀と中性令放知嗅によりl，J'祈した例はいくつかみるが、
ぃすれも海水 I: 何らかの前処理（紅・抽出・イオン交換 rょビ） £加え、海水の釦麟よ
リ水銀と分離・渫備したのちに放射化と行なっている。 しかしこのような方法で｀ （ま、椅離
濃綿の過程での試蚤ぉよび洛器Iょピ‘からの方染の危険がっざよとい、かつ目的とする 1k録
が免／全 1：分紐されるとい）昴庫が「よい。これは他の 7k録分祈法としてのシ・・チ、J`’ン光度汰や
層、令成光汰 I: ついても古んる：とで、 このために分折位の正況さ/: /喝しては、席 I：みるあ
ぃiいさが我‘る。

放射i直和t，の利、紅生かすためには、ます．、海水そのもfl) I: 中性ふ照射ふJJIJえ、篠在す

る水かいのぷ色対世と放射性同位体として国足し、 しかるのちおももら 1: /jJ紘操作にかかるの
がよい。われわれの椅和知）主眼もここ I: ある。すなわら、 203 屯 I: 比較して 1 q7H各り方

か•紐‘度で測足できるこl::. ·および＇叫直I.序 Iレギー r楳測足に伴う困他も Ge(Li)
検出島が更用で肩和知··ざる：とに注目し、海水の崩処埋 r して、、水録の足邊と行 h う方シ広王
碑立した。

（中性令照射J
琉厳1：よりp H 的 o. 6 に調整：れた海水約 1 mi l 品失ァン 7° lレ I: 測りとり、真生デン
ケーター内に静星 L 、展生ホ°ンJo て祖雄して 2 ~ 3 日かげて乾固 3 せる。直ちにアン］o II/ 
の口と封じ‘、原紅戸（東海原研J R R -3 """熱沖性ナ東 3 X 10'2')t / Ci'Y12-sec I: z 23 
時闇連統照射、立孜原研 TRI G- A- .lL’"…熱中性ナ束1. 5 x 1012 n /cm2-sec l:Z 12~ 

28 時間呼株照射）へ送る。比較櫓卑拭料（約 o. o 5 l'>!.lでこれは液体のよよァン］•,v1: i寸
入）も同一条件で•照射する。アン 70 JI/および使用する駒込ピペット芯は、王水（超特数試‘
棄）かっ再魚留 7K によるた椅な洗浄復 lゞーナー I: よフて、熱処理と加え． 見／全に水錢IJJ汚
染t隙広してある。
（水鉄の化辱分肱］
午～ 5 日l1)ゾ料隕間ののち、水合艮のIJJ-離（＜図 1 〉参照）王開佗する。 アン加濯討と

同時に水銀ll)キャ）ヤー；加ん、拭料＆約 0.5 N 塩薮姦液とする。 これびいオソ交裂樹
脂 (DOW E: X f X- 4-、 50~100 メッゾュ）力ぅムに直す。水録は樹脂に保特される
が、土た碩名放射能核種の 24Na 、 B2 Br 等は乱止、怜主、 3 れる。樹脂 l o. 5 N 、 0.1 N 
塩酸水悉液かっ嵐留水にて喉如先浄したのち｀ 0.1 M チオ尿条（ 0. 0 1 N t羞威溶液）とカ
ぅムに通すと水銀が溶臨する。氣出液1こアン E ニア水と加 L. HgS の沈殿と作りこれと
炉~~ 1 る。

が‘もうとしたか・かんのひとし・はよく覧‘ちひらし
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〈図 1 〉水録の化偽妍雄
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Hg s と王如：浴絣し、石紀威t加ん｀臭化,kふ虹
和しつつ 1ヽ•'ーナーで加熊して水銀の点留げtう。
留出夜はアン王ニア 9/<.I= て中和、硫他アン€ニウム
洛液（点色）を加えて、再ひ• H料として炉別する。
この吋、を、で、放射化岸的に，飩弁な水穀長が得られら。
寺ャりヤーの回収辛（勾 80%) 測いも放射能測足
；行fょう。

比較椋卑拭料 l: ついて 1ふアンJoiレと開討して寺
ャりャーと加んた伐直ち I: H砕として炉別し~収
辛測走夜、同じく放双憶測足I: /Jヽげる。
〔放射応則足J

G-e (L i)検出品(a..dive volume !if/-. 5 cc) およ
び4- o q6 チャン序 Iレ；良ふんヽ祈品と用い、 門7 Hjによ
る r、f泉スベクト IV (.I._t Iレギ‘-6q, 78 /<eV) と測
足する。試料と謙将叫との検出器 I: 対するジオメ
ト）ーは同一 1：：する。

203 H3-の＂泉 (2竹 keV) を梗うこともできるが‘、
懃｀度ょ< !7J，祈値と得るという目的には 1 q 7 H各の方ぶ‘
適している。ただし、6-e (L i)検出器． o 遮蔽応ぷ
る蛉 I ：：よる X f泉が． 75 および 86 l<eV付血1:}免ぃピー
7 k.示すので、Jq'T H3-I~ よるヒ°ークとこれらとと分

Itること 1: 真It紐·みか検出昴ll)内側と飼板て••国ぅ
ことによ 9 、 ある程度）註文喜しつつある。
（結果と舟象J
現在のとこらいくつかの海水試印J月祈した結呆
では、オ侠出ネ紐～ o. 7 pp b位の水録位と得ており

（＜表 1 〉参照）、検出限界ははほ 0.1 pp h である。
今伎はさらにデータの集積；はかり、かっ葱危向上
ヘ努力と振りもヽ 1t r：：い。枝店のための一つの対築と
して、 ロー lゞッ 7 G-e(L;)検血器の 4史用ということ
があり、 この喝合にはか rょり検出限界と他められる
と丹える。
汚染とうげている水拭叶あるいは和本に限シす‘‘

広＜業虎吻賃の水銀足邊にも本法は応用可能であり、
克椅な正虚さと尿‘度とと与えるものである。
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3Q05 キしート樹睡前分離．（こよる 7卜試料中の徴量重金属元素および希9 :t..

類元累の放射化分祈
（名大工） 広渭昭天 0小塩健石井大道

1 緒言
キレート樹脂（市販の Chele.x 100 樹脂）は、重金属元素ゃ希工獲元襟など乞、ハロゲヽノ

元累、アルカリ金属、アルガリエ翔金属T炉ど｀より選択的に吸着するため、特に水試科杓
磁量重金属元繋がれ11!E手放肘化分析、原子吸光介祈、そ四他0\走曼法のための前分諫扉I l::. 

して古く利用芝軋ている。薄者冠、芍しート叩いを水試料（虹l1 水、地下水、温泉水な
ど）中叩徴量金属元慄の中I生み汰射化分祈用疇分雛シ農縮削として用いるだけて‘存‘<、そ
の子ま中性子照訂用の支持祁l として用い、さらにこの枡祖旨瓜）住噸を利用して｀鬼蔽がリ
ウム木洛液で希エ類元秦を、硝酸て‘他の重金属元亮乏それそれ洛囃し、族分雛したのち、
G-e(Li)羊導体検虚番を用いる X綿ズペ 7 トロメトりーによフて、今元業を同蒔楚世する

方法（：：ついて府討した。

2 分析方法
2-1 月を訂前の処理

キしート腐賭（市阪の Chelv< I 00樹脂・ナトリウム型） l ~ 2 9 を阻いて、イオン貸喚
打ヲムを作成し、 2N硝酸、 2N アンモニア水でくり返し泥浄して精俄し、叢後に、 o. I 
N アンモニア水でアンモニウム型に変換して水試科処理用カラムとする。＊試料 (0,5~
IL) ば、採水後直ちに 0,45µm メンブ‘ランフィルターを通して：：戸遁し、 pH が 1手 1手‘中性
である：：：とを確かめて、 3 叫／min以下0\流速で先に準廂したカラムを通し、微量金属元
索を吸着させる。そ贔麦、カラム 1ず 0,/ N 酢酸アンモニウム＊滞液で光浄し、卿目中のナ
卜りウムを除去すふ獨暗 1オイオン交換水包用いて応）エチレン袋中に移し、 80° C.で、
10~1 5 蒔園乾燦ざせた後、まわ入して照印困力7屯 1し中におさめる。なお、同峙に7，ラ
ンク用将捕i試料、免量用様導試料も1乍誤し同じ、力下セル中にお‘ざめる。

2-2 中I注子照訂

叩豆照的ず、日本原子刀研究所，東海研究所内、JRR-3 原子炉て｀＼熱中性子束 3
XIO心／c心 sec 、 1 時間知き喀照術を行なた。

2 -3 照印知処理
照射した相脂 1ず、 38⑫遣壌を待って、 2 吋間 1紅玲坪したのち、開到し、 I ~程煎0)

未照射樹脂をつめたカラムの勾こ イオン交換＊を用いて流しこみ、カラムを作戒する。
このカラムに 0, IN硝酸カリウム洛液80叫を通し、 24Na戸Brなどを陪云する。そ吼灸
カラムを採温しながら、熱じr:. I M 炭酸ナトリウム水落液 100叫を況し、希土類·元業を
溶訛ざせる。さらに、訂ラムをイオン交換水で光浄したa ち、 2N硝陵を通して、マンが
ン、銅、亜鉛などの重金属元兼を洛離する。
このようにして分販した各渇離液l"t、そ収そ‘札 26cc 手たぽ41 cc 6-e C. Ll) 乎専倅検

瓜番を I 024干ャンネルまたは 4oq6 チャンネ 1し波高分祈器と持貌して、 泊練スヘ°7 卜 1レ

ひろせあきお•こ 1ま｀りけん・いしいだいビ｀う
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直知、福導試料のそ収と比較して希遺元素及びそc7\他の重金属元景の同吋史僅を行

吋った。

3 結果及び｀考廉
3-l 妍認離法

Chele.x 100樹脂 I 9 に希エ類元累（ネオジウム、サマリウム、ユーロ己ウム、イッテ lレ
ビウム）を吸着させ、 IM~醸ナトリウム水滞液 I OO 叫で溶離した際の回収率をトレー
サ涙黎で求めたところ、 V呻れも四％以J:'._であった。この結果にもとが9 て｀サマリ
ウムを函看させた Chele.x 100樹廂を中性各照射したのち、 l M 炭酸ナトリウム滓液で洛謙
する実験を行なったと 2 ろ、回収穿Iす大芝く低下することが誤められた。このため、炭酸
ナトリウム溶液を熱し、保温しつつ渇雛する方法を検討した結果、q3%いいこの回収率を
得た。なお、恥過程で灯、マンガン、銅，亜鉛などは全勺渚離せず、この方法は、こ軋
叫亀金属元素と寿迂麹元素とを廊更l：：：旋分難する方法としてきわめて有初芍方法である
ことが碓かめられた。

3-2 ＊試料中町重金属元素及訳希土器元素の同蒔定量
以j::.のような方法を用いて、河川木、地下＊、温泉水、海＊など｀の中の重金属元秦及吠

希ェ翔元衷0)分祢這狂。む結果0 ー郡を丁abl e. I に示す。
、一般に、希工麹元秦を免量すが衆にぽ、 IOOkeV 程度叩区エネルやーを持っげに—ク
を用いて尭置するが、そ0\浣、マ＞ガン、銅、亜鉛芍どが茨存すると、これらの元景から
0)高エネルや一のげ線研が言が非悌に大きくなる。本法ては、希工獲元緊とこれら雹金属
元業が梱単芍陪離操作によって兒全に分離て｀＇き、それぞれが爺スペ？トロメトリーにより
より正確な史量がで｀さるという大きナ［特微がある。

Ta.ble. I 河川＊中の重金属元素及ひづヤ土装元泰の分祈結果

Sample No. Mn Cu Zn La Sm Eu Dy 

沃
(,u9/Q) （バg/i..) (Ag/L) (n~/.2.) (119 ／文） (ng/..e.) (I'\~は）

1-1 lO. I 01 13 3,3 7,4 9.9 0,45 3.9 

1-2 10. I 0.18 3,9 q, 3 l /、 6 054 4.0 

I-3 Q.O 0.18 ふ 7 8,3 7.5 0,55 3.6 

1-4 q,2 0, l8 t,q 10.8 q,5 0,39 5,3 

沃汁

2-1 I. 3 0.38 4.8 2/ 39 0.54 2,2 

2-2 I. 3 0,32 4.6 1q 4, l 048 2, I 

沃／母

$ample No.1 は矢作 l11 で採水， No.2 ほ偏騨Ill て‘‘採水

参考文献：広渭、小城石井）日化 円74 900 

広瀬、小琺石井） 井渋回分析化舜討訴険醗裏要旨集 SI (1973) 

97 



3Q06 梱直扉麒を用いる紐稲匂珈化分析
(APDC あよび'DDC 試莱の道用）
（町酎邊）日下譲Q辻玲雄．佐 111 直史．藁科京博百谷疇．
詞社三、（大阪府公衛祠）大森維与子（神戸市環翡栢）今井住錆

緒言：前報）にあ‘i.11. AP DC （如叩niumり祉畑叫i血如na.te)をキレート訣漢拉する
CH Ci3 神迅去を諾種の環境試料（生体試料および｀大気浮遊粒子状物噴)(J)放射化分析にあ‘
It這命霞讐 L 了，枢効 T`' みるこ L を報告 L T-:. 。すばわち、本法によリ，庄体決須元
奏あ‘よび環境汚染而棄'l L1 重要tょー群の翌移モ秦ボ‘、他の松宕強放射熊（吋Q ,42K,
虹， 8lBr および'32p)よリ分離さい料衷よく分析ずきる。特に Mh ガゞ，他の運肛燥
群渭tふフ 1, pH4 虞の塩基疇It"抽出さポるここほ，植物試渕tょど'(/)ように、 56Mn

豆嵌放鱈疇の大ぎい試淵の放射化分析に哨利ば：：：と 1"ある。今回 1ま、 APDC疇
Iミよる翻疇抽訪濯I：：：ぉ IするpH と抽疇心縣をさらに詳細＼塘討し、疇種のキし
ート彗嵌‘反応基 k tっ DDC (D1ethyhlithio碕a血ate) t.tt閾，これ 5 の広法を． NBS
梗準試料 (OrchD-rd. Leaves, Bovi11e Lever) および＇大気浮逹粒料犬物噌亙渡女射化分析に瘍丹＼
L に。

鶉侯： 1) 諌種金属イオン叫畔挙動一 Cr3仄 Cr5t, M茫I Fe3パ訊Cu.2.十五竺 Sb3十および＇繋
の各イオンについ了、 APDC ーし1-\は 3 および DDC-CHふの各抽出釈：：：あ‘げるpH -
拙比率1/)関係をトレーサー;,2\ (Ul Iこついては原子吸光分析 Iミよリ回収率を港l史 l t~)に

ょ lj測応にすなわち．各イオン喜にpH o~9 の節囲内の諸種のpH て＇抽疇作仝
炉ふて、抽血曲線を作爪‘l 、キしート試薬相互の有効'I生を比較ぽ。
2) 放靭崎枡一分析醗，中性う照射時間放射―ィヒ芹介悴操作および｀測定器など＇釦

前報□恥‘。
兌果： APDC- C,H山および DDC-CH山各抽出兎 l:::. ょける詞種金属イオン叫由
疇線を図． 1 および‘2 にい。 APD e,去 1"1i, Fe3+,Co2+、加および＇＠竺がpH 2 以上て｀＇
ほぼ定量的に和盟げり。 M奇証I~ pH 5 以上．．（｀｀史量的 l直出むれ、pH 2~3 で叫由
比は少量に上まる。 Sb ぁ、よび｀ Cr IJ:. 1 り酸化伏態によリ抽出寺動J区奨にすみので，放
射化分前にお戸諏杓鯰 l揺時 1ここれらの元集が如何rよる酸化4だ態にある力＼の検訂ガ＼•I
籾要乙でよう。 一方 DDC 芸は APDC 去に比 L て、 Mn 力＼91 よリ伶いpH 域百紅汀＇ぎる。
L に力＼．，って Mh -~,r四透移元素よリ選択約に分離いうこと）ゞ困難と「よる。こハように l -( 

放的ヒ分村の際，恨｝Jは涙叩□主ずる Mn を仕り遇喝元妻群ょ兄述尭l崎揺豆 l遺
APDC 去加絨加＇‘b る：：と幻暉I―くはっf，。
諸種環境試科の放知l分村にお’し'1 、 1 月間賑射試料1;.: APDC-CHふ柚麟離去t
直即、 r繰訳クトロメトリーし了、条属 l慕盟けれ直種ぷ‘よび｀吃が分髯も長 1 疇
i。まに、 5疇声誤料h約 1週閏崎 L f叶後、本玄によ＇）属分岸しf嘉見、長 1 ド示
ロミ長毒儲核狸に加え1. pH 3 抽出分に喩戸5陀Co および‘IIOYrlA戸、 pH 7 抽出応 IJ
叩げ、jに水層に 1A- 47Q• 4'lSc, 36 貼、 \31 松およし＜陪Cs h渭訊（＇I~ に本玄の過悧 Iミよ

リ、 1 時間照扉幻＇＇は、表． 1 に示しi-: 22 元県のう 5 、 No...、 K, Cd..を除く l9 元素ガ＼｀＇定

くさかゆずる、つし‘‘はるお，さが‘にt：：：‘し、わらしば｛、松ひろ．ふるやしらう，にま＇）ゅ·ン

ぞ｀う•おお‘t I) すよこ、い立し9 tぎんご｀
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表．1

ヽ｀｀晏b3t

` 、ヘ\A, 

橙でき、 5時間照射如＇1\玄長寿命根種を用
可 13 元素を定量刃うことガ＼｀＇で＇ぎ瓦こ

水らり危果を合せ1報告する。

APDG抽比風分離去にあヽ l謬検出核種
乙その分配（％） （ 1 時間照射法）

゜ O 1234:5 6 

図． I APDC法柚叫謳＊
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心b3+
｀｀ム→と｀―今

ーー公•一△·

3 4 5 

図2 DDC 法袖叫蘇酎
2
 

7 8 
pH 

椋程 留出分 畠羞 畠羞 水層

庶Cl ~100 * 

82ar -100 * 

劣Fe 100 ** 

6o Co 100 ** 
64Cu 100 * 
65Zn 100 ** 
69mZn 100 * 

72Ga 100 * 

76紐 ~ 5 * >95 ** 

99Mo-99111-rc 100 ** 
115Cd 100 *** 
115Cd_ 115mrn 100 ** 
116~n 100 * 

122Sb く 68 * > 32
124Sb ** *** 

187w 100 * 

198Au 100 ** 

56Mn < o.95 <1 )97 * 

24 Na 100 • 

42K 100 * 

46 Sc 100 *** 

51cr 100 *** 

87msr 100 * 
1401..a 100 * 

152mEu 100 ** 
* 

6
 

, 
：分難直後に検出

** ：分蘊後1~3B経過 L1検比

＊＊＊臼璃峨 10 B 以上経過じ（検品

* 
鎮付喝： 50心溶謹： so 成
1 回目梱出： 1 ％持し一卜試‘蓑 5 成C.H匈0砥
2回目抽出： 1 ％ぎし一卜-誠操 1 叫う CH屯 10咸

文献： 1) B 下 譲他第 17 回放射化酌討
諭会要旨寮p ~~ (I哨 3年東京）
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3Q07 毛覧試料の非破懐放射化介枡

（甲南大・理）日下醸辻沿雄 0店叫盈史己器史郎王利祐三
（大阪蔚公衛柄）三車武夫大森佐与子

麟．•As. Cd, H~. Pbなどのような生体にとって有害な話元素ば生体組織mうち毛髪
，つわ，骨などの硯組織に邊据固定これる煩旬ガゞある。したがっご）これう根岨犠中げ蚊
量詰元素乞分析することば環t彰斗学およ次裁判化学などの諸分野で最近と叶に重要視さ
代てきた。半毎体検土器と用いる1胚影襄タタ元素放射4に分析広1j:こ札らの分野で最つも有用
な方広であ 1), こり種0研究1応芭思的にもか＼尽 l) 発展してきた。
詞究Ii,叫などの環境汚菱による生材湯り響と明らが（こすること芝目的こし、その基礎

研究乙して，比較的汚乗り少応ヽ把区住民の毛髪約60検体を分析試料‘乙し，非級蔑倉元
素放卸以介析匹試みた。短晒閲照射およぴ‘長皓問照射（こふ l) 約2. 0趣の元柔が定量でき，
こ乳ら元素の正常人毛髪試岸における分布およ伏‘元柔閻の柏関注ど柏関係数にぷ l)検討し
た。

実験方広：毛髪試杵は非汚菜把区の主として農業従畢考およ伏‘その家族ら（年令中 10
~60 オ)(J)毛愛（頭T負部，創頭部，俊歪部はど‘2, 3 ヶ所の毛髪ど毛様近くよ）採望し
，合せて伺一人試料とした。）ど用，、た。これらり毛愛芝 0.01闊F イオン良面恣性脊j―純
水ーア巳トンーエタ）ー／しの項で免浄後，原虞さ亡た。妓荏濯諷吋：：：あ‘いて 1よ毛愛試料
(/)0.05~0.2g 芝精秤しポリエチレン袋に入几立奴文学原子力研究所丁RIGA 匝炉
F· 幻4 （熱中性子束： I.7X l 0'ユ冗／伍1 / sec) で 1 試料づ｀っ疇問照射四謬り 2
分闇命却後， 40昨必災高分析器付属 50 cc&妖 L`l)検出器で計成1 した。長皓眉要討に
あ‘いては短晒闇照射で使用した毛愛も低羞反犯装置 C I. P. C. I I o I B 翌， R f Powサ
200 W, 01 flow 100 以／'W\.M'\,, o. 3 - H~にて石英管中で｀ 24 時閤灰彪し，灰化試計た
ポリエチレン袋'::.鉤し，全試料同缶 1 こ 1 日 5時固 3 日閻断饒照討芝行なった。酌当な冷
評時閉（ 1 日～2, 0 日） 4支 40 砂ふ褒高分析屋付属牛0 cc&e.C Lし）梗出席で叶剰した。
疇：短時攣飩去によって麟できた桟襖IJ，吋（ 442.7 k~V)1 80Bャ (665.7))
叩~ (g 44. 0) J 56 贔 (846. 9)) 66 Cu(1 0 39. 0)) ュ4N,:,.c 13£3.4)) ぬ V(i 434.4)
，叫 (1(:,42.0) J戎 A1 (I吋 8. q)) 4q Ca. (3 0 8 3) J 37S (3 IO 2 、 4) である。
長時間照射広では， 5l Cr (320̀ 0)) lq関 (41| 、 8)) 6q円zl)'l (438. 7) J I40La (4 了 6.3)

, vr, As C 55 り． 2 ） /'嗅(564.0)) 110<W¥Ag (657. 8)) 吹s(7 9 5. 3) 1 4i; Sc (8''8'9. 1./-) 
'_sq長(l o qふ 6) l 65111.CI I I S:4-)) 60 Co (I I 7 j、し 1332. 4-), 42k(152.4.7)) 

叫b(l690.7) などである。
現丘まで（こえられた府析狛足区表l に示す。さらに復度分布t.. 7、卜う｀ラムの択翌府）と
して Cu) M札） s ， Bャ左図 1 に示す。
元素鱈量 1喝習する箆因ふとして，現たまでに暇らかに 2れにも n 互下記に示す。
l＼゜ーマうr ントウェーフ‘: Br) M守， C c,.,＇お曾1J且し，伐 Iさ：応する。
詞：闊，は 1さ男性に恥ヽ。

くさかゆづゐ・つじはるお‘•さがわただし｀ふゐゼしろう・だふ l) ゆうそう・みうらに I J
お•おおし l) さふ――
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年令：叫 V ）閲誌年（ユ〇オ以下）に脅ヽヽ。

衷1 分析値げ戸単位）
元素 検体数 独小値~ 極丈』直 中央信l 平均値
I 60 0.054 - 8.13 0.415 0.635 

Br 59 1.52 - 425 17.7 39.0 

池 61 11.4 ー 310 55.1 81.5 

Mn 61 0.102 - 32.4 1.21 2.15 

Cu 61 1. 8 
一 68.5 10.2 ll.4 

Na 59 7.36 - 481 32.1 65.7 

V 45 0.0037- 0.0928 0.0242 0.0297 

Cl 61 16.5 -3100 1080 1230 

Al 61 0.19 - 44.1 7.88 8.78 

Ca 61 116 -3360 476 770 

s 61 11700 -54800 43900 42300 

30 

こコ＇：o：ロ. =j 漏塁15 」］
o l,  I = 

゜
10 20 30 

゜
2. 5 5.0 7. 5 

Cu(ppm) l'in(ppm) 

40 40 

<20 <20

゜ ゜゜
2.0 4.0 6.0 

゜
100 200 300 

S(%) Br(ppm) 

図ー 1 濃度有布にストグラム
火•な犠線祁 Iさ l\° ーマ庁ントウ 1 ープ‘
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3008 疑彗p以が中性子杖射化による定量

叙大原研 詞太？藤原一料麟信嗣麟跨文

I, 1ー Iしトニウ凸 l麟元素組成1本一瑕 Iこは惰覺／分析 I：：ぷつて定められる。 しい競照射
心つて知された1・ルトニウム中に 1さユ午2 Pu_が含有量は非腐汀戸',痩党 I；；祈 IL よ
謬も ‘4 ぅ嗜易ではい。 まぃ·，しl--- ::.ウムが喧竜I汀枡 2行ミるような註備は現在のと
ミろ浪＼かt嘉い遠靡すふのみ疇憶叶麟に應1 ホち、現躾/,:_い。一方 7°ルト
二（うl，しな凶／包辱 li cl 放知和ぷ線、スベ 7 トパ卦1定＼万 同住丈桑の存在号てさパ
ミt屯ずさるヵミ I 2-'f-)_凡<f)場合は2.39 pc.,l 1 呼0 pし＼の江うな主猷クぷ＼）屯吠練りェネし舟＇
ー這(§-_、ので‘；紅量雌嗜，‘｀, 1か＼、さヽ喝合はサ応如邊『足ヵ：疇心 3。とミ謬‘‘
砕2 pぃ墨臼豆攣、↑守れば‘2'{-2.凡（'\,\ I (J)砕3 PIA 及応‘‘.2午 3 『ぃ乃‘ヽ、生じこれま紅汎Y‘

の印璽尋罰で合、う炉碍社戸中＼目い疇道、バ鱈翫濯も可久
這渇 l兼釦糧できふ屯パい差えう叩。{ 2 で名の履濯みた緒昂い、，て赫条す
丸
名．試料l. L c は長悲I勺うン［計4 丁 R 訊腿射し（ 4\咬 I謬＇i\て製造しt,. 7゜ルト:::.う鱈
町た。韮射該科 I璃代1゜ルトこ 1ラヘをア）Vミ第.t. 1点磯させた豆這ヽたo ヽ旺紅はK
URのは送管て‘l 時）‘恥疇由迂。中杜汀東のモ：： ？ーtし直）騎虞蘊 l罪ぇ
素組戒）か）キ旦徴竜の天然ヽう可ンtl司暗吋囮柘瓦迎卸饂料l社顧友Iこ（麟い＇
Ce3十t Bむ坦体を加えヒドロ方キシy i｀バ曇酸権を加えてp"'- -r.'IV ｛西に達戸あ
パ）ウムに拓‘ださ灼攣麟喜紅］了ニオン知饂，g砂紐鹸諷戸疇｀
(I、口MHl 1-（叫叫）で'PC,\, -r_四価I'.: l て＼容訊させた。 り遠製た再度くり返して
後 PU- I古心 (OH)3 l2灼如せて回り女し！う駅）瞑釦＼た。瑚l史しま鐸 cc..函（L＼)麟
裏L4k PHA 這ヽ＼て 2四p(),,の ~3、? K.e応虐濯定した。 片0)祈で伊Lのスヘ° ？ト

只脅 I 図 11..寺、す。和遠訊
科ぃ填謬鱈物以い輝
はほとんが見られなかっ＃ぶ。

代恙蒻に I l亘幻片い止め 3 こ
↑5刈）の汽染揺恥られ，叫
は非代物沈激逗記‘'f料去び1
マ＼＼7i,手た以担応這l学り
4ャ吟／洩恥'9 回牧して 1:  

這む最初il)い旱を｀
噂鵡敗バtさめた。池I'足
試料沢詞知、油諷恥‘
知炉逮射して＇／唸逗測定
L て土ぃ麟。冷ホ．らパ認た
守［表l2 寺、主

1.5x 10' 
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11 表平松譴t1蒻枡の＄諄、

虔験食 言式和品量愕） 代I苦収父年 試命的呵渥（戸~) 平pし／／訊p\A.

/ /o 、 6 1 0. 4件 8 3. S-3xlOもr;. 37 メ／0方?4J 
ん l5ｷ 03 o.4-q 5 s.27 XIO-3 7 牛／ X / o 乎

平均 7、 3？土 O.Ol'/-. I 
- -- - -

3・砕2.. Pu が含有量飲知囀詞謬t::.ナJ--ヽ＼ので＇／毛ニダー 1しよつて中性子庄繹l虞
豆滴麟這ヽ9 て生麟町碍1>‘ミ以'I-2 pはの社在骨戸いパ方法をい尻碍
｀セニりーも＼／て 1建租弔旦詞碕疇改遇駅憧冠虚｀てヽ＼亙央のから
輝叡値のふさないの＼口咬仇之／笈也請／う値パ3 、ヽ屯＾ tして2.吋這目
l旦謬：叩元麦麟弘豆疇〗 20ぃ ~c, 和庄らうン這恥勃約り這麒1 2.
LK 豆t叩戸亜足．二り一't.. \...1 犀ヽ，た。｛吏町 □お蔚＇ーり這ミホた臼叫紅戸
恥示す。

む表使叩主祓デーり鱈中杓戸吏
搾抒 e成 (b) Ic 
糾z仇 0、 82 I. 4-3 
耳町丁 み 7る ぇq 3 

呵秘（抜傭紗 ~ 00  んえ 70
砕布 zo I I S-0 

Cb) 厨叩麟、」叩IO13`庄
焚鳴吋的哀虹炉知び／ぬ／伝行巳

2る｀以外 l'J匂遭獲新加見
ぶ国遭I践裟噸吃 l砂這釦疇
ｧ ｢. 6 °/。たし斐

叩且は斐屯性子の柚獲新面藷ヵ嘉頑＝ぇob て‘'か 3 し？に対 L 斐鳴讀り 1<..= /I 夕Db て‘‘
坊鳴叶生ぅぅ影響の方が‘文きくもつて 測定 L t7-繹竹で｀は 3 た 8 b l直差戸。徒って笈
嗅守性二まのイ釘正確ざぶ結果どがなり左もす 3 ミi I<- い。方踵択違腱噌渇、しま玖8
に］大き（家）／ユ'/-2.Ptの (0り遭誼量違恥＂さ s,::. IOー／ 13 拉認丘遺
恥‘l叶 C 方はで可袋t}いのじ差ミけれるり しかしュ豆pkの窪ゃ Ill) it疇叫鱈‘ぷ玄
I) Cl)許覧次‘あヽて 1 あまし）信樗疇ても‘＇む麦 2 5 か 3 戸‘ヽ ｛オL らガ、う手る危愛知として
！叫認峰翡豆旦知浪戸ふい。毛ぢろメしュ4;).. 麟燻準斌和を使恥樗1ま‘‘
いのよう万＼屯舷、は全く箆`(_寸い万 上靡切柑凋い骨夏斥免令兒貴り：正確に行え瓦
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3 0 0 9 韓褪仰に口召ヶ直諺心 lヽ＼叶追皇
（日和會，ナガ両•も詞） 日村和J

麟心燻碍怜釦鱈増が、， 9 ;::::;.｀｀／仰麟鯰 4 コ 1 ぃ叶直量p渭必要し
tf-1[:::..。;::::.-、1 ゲ Iレ差居牟和応 lレ 1ー I} ふっヶ吸光克虔放(JIS GI2 『I-I叩，定量下
吸 0.[% Co) 嗅重孔t l13 ．フ/\、 Iレい町o （1<1 『）乞麟·l2” 平 1吃チ荻仰玲
釦広く“コ 1`<Iレト違量叶I~王れい I }が二、汀 lレ h澤竜紆わす｝し咄(,}l}p)
呪o 和応t｀町。f.'tじコ l\、 Iレい彗t贔＇すかり砂：：：召ゲ Iレh｀汀＂巧 ’T
lv差筍叩訳 lレ卜d) I1杓＇匂手叔卸麿屈膚1 I砂書的。このニヽ’/'「 I~渇培も方胤凶
瓶手 1、f、『i屯け雉旗瑾しルニ、汀 Iv差侶俎杓コ l<、 Iレい也壷を試屁。足患瑾砒

`11,J p) tio C_o 麟；“
巧ケ lVI}直砂りI2戌猷叫，化叩（れJp)窃（疇i’究o 認
ず｀｝，訊究o し ‘°Co の鱈雌疇叩現』 V, ;::..、、1 ゲ Iレ叱ハコ l\‘ 叶綽叫’しt
西，;I 卜此もtf)も日． 1 l::. 印す。 Flg. 1 の O.8 p四LCo の測釦直直遥紅追吋展
像を窯（仇Jp)叱訊叫の直れ丸免如り°炉しo かりが゜じ
の 9 外に加すi。;::..,yゲIV和 IO fPれj.火□コ／z',レト追正：91む揺応 I::.. f濠
知 10 松以下り廷社1

tt，りのリ

104 



IX 1D0 

5XIO 
;~ Fi3.1 ℃心注雌麟比

と：：：：：吋1V和訴叶

飢と直1fポt
1
0
ぶ
1
0

ド
”

心
ぷ
＼
）
。
、

凶了
5,c.16 

-3 函応 o. 5" I 

T-1翌ー、
Co，印 Nふ＆鰻値，印
o o.8f（鑓） 0.96b
5.0 0.10 t.l/i.6 
JO. 0 0. 05()_ /1.0/ I. _0 
100 0.010 9 7.、.JIOL

｀即／叫5祉絲崎
5 90 So 900 500 bィゎ煉滋•DDTC痴玖

Com Nl, Fi戸t ~広 •O 。r 和
諏戸lr,企わ叫囀
派粁 Co 紅値グ 膨如：：
紐知砧鯰 囀値

JA改[RI o.o,8 卿位。．060, 0,06ら和1位 a 
, 0.062 

JA図餃 o.02~ _ o.o筑 0.02釘 q 

0.023 0.023 0.0翫 O.D2f 0. 024-0. 015' 
JA朕I侶 0.013 0,01%0.D15J a 

0.013 0.013 0.01~0、 DIS 0. OJ5 0.014-2 
JA球I 貯 0. 4-2 0.升 .,0,31, A. 

o. 4-0 0、 41 0．甜， 0.31" 0. 31 0.39/ 
JA印応 O.IS- _ 0, 13 -, 0.1化 a 

0.l50.l50.I4 : 0」4'o.14-0./36 
茄欧I%o.090 0.olI] 0.012, a 

o.oo?'i 0.0/0 o,01i,O.Ol2 0.012 O.Ot I 
NBSl2040,0柘 0、 04{o.0ft

邸仔 0,0柘 0、 041 -'o.ot~ -
A 0.0039 0.0040 

0、 0040 0.004--_2 b 
o.003q o.oosf 0.0031 0.00+1 o.oo(I. 

c o.0050 0、 00切
o. oo~ o. 001-8 
O.OO!il 0,004-~ 
o.oo# 0.o附 0、 004-? 0.oof10.o必

a 暉輝珈頃嗣嗽研衿頑認祠佐
b碍悩狐珈11-11‘ 暉碍鑓騎郭知Al0（屯）
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3 QI 0 錨体中のロジウム、パラジウムの放射化小析

（青山尊花丈痙エ）木村幹〇枝村ふみう 平尾良光

I. 原子炉紬が生手による放射此分析去t o ジ｀ウムおよが l\° ラジ｀ウムの有機鈍·体に通目 V
函企属の定量屯拭ヶた。締体ししては、近年研廃の追んで、いる了と千 1レ了セトンおよがジ｀
ア也チ lレアセトンのイオウ枝導体．屯紀位手とする錯体．屯中心（：： ｀杖ポち行った。國 l に全
な配位子屯示す。
ジ、ナオアセ和レアセトン

(DTAA t-略す）

冒も
CH3 

トリ千オジ｀アセf- 1レアセトン
(TTDAA t.略す）

厨；
図 1 酋己位子

1,8 ーナ 7 タリンジ｀千オー 1レ
(ND 丁と略す）

孵
s s 

この種心ィオウ錯体叫の金居か分＼析lょ，3、っぅ錯体も竣Iゴリ温式分絣綬Pl1..光光度か祈
するオ放か凋いられるが、完全分解l二比較的長時間と芽レ、かっ X の綬の定量操作びず
しも簡単て寸応。従 7 て非該凍て消該よくか析できれ 1ぶ直持的であ＇）、新しぃ錯仕辺紐成｀
衣‘祀成1こ従立っ凶肴えられる。また一釦錯体1む塩素t含t、が｀、二の史量も企属し同時1::
放Atか析でき，かか批袋物費の虚化物痰入0)項無も哨らかに 19・きるし労えられる。t)シ‘’
ウム， I\゜ラシいウム17)非磁痰か析知して 1i岐光 x 線分析法，亮光か光分析殊な区溶Ifら
れ、いくつかの報告がある。分放射it.分析l二ついても隕石が極紋．量の：：：れら企知史
量 I：：ついての萩告t,rl::.ふガリ，また He i nke らによ1)低束が生手によ? ma レヘ"IVo 定
量も萩告されている。しかし純粋な焦榛化合物へ 9通目 1”’l か‘‘か l o 

rr. 哭験：
純体の総：此‘ウム I Iヽ°ぅシ‘•ウムtJJ D1 A A 錯体は M().rti n らのオ去によリ、また T

丁DAA 錯祖註楠らの::=-ッケ 1レ等に対するオ放t o ラ‘•ウム古よひ｀｀l＼゜ラシ｀・ウム 1：：造用して
狂ぞい蜆猥しに。 /\0 ラシ‘'ウム0) ND T錯’体 Ii!杉本，も椿ら a 方法によリ，日シ｀ウムq錯
組むれにがらって茨qようtば衣で北破した。tj古乍H恥ー祁 1.t古柊らq合成‘したも0)
屯用いた。 0 9‘・訂ム ND 丁錯,f$-II)合成却堪化日ジウムば）とエタ）- Iレに藩僻し， ;; 4 ；磨

液/C:.毛ル比で約 3、夕釦 NDT~ X-タ）一 1レ援友t加んるヒ茶褐色P)物質しして生成‘す

る。ー及放置し、生衣した錯体t服 ~l ，ヂ過 v, ヵ直しte :r:クJールで洸争俊，真皮デざ‘

ヶータヰ〔吋敗除した。一般にごの種の伶イオ乃錯体に対してよぃ滋媒か滉っからす‘'l 従

って再綽晶ぁ "'II Iむ喝雌悛q液の分双とい？ t:.操作 la さわめて困粒である・
錯体0)一椒麟：ロシ｀・ウム 11 塩4t., 1 スス砥， Iヽ°乃‘・ウムは/\゜ぅニl-日ゾジメチ 1レアニ
リン去て況れぞれ吸光光度足量も行なった。棺準1.t放知譴析り場合と同様 s pecpu匹拭
荼這いた。炭素ぉ、よ吠水素ば一般熔紐，ィが叫酸素フラスコて繹煉．検lやりウム痛足

きむらかん・えたもらふみこ・ひらおよしみつ
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末で定量しt::.o
中性み放船t分析：表 1 1-: 0 シ｀仇ムかよが lfぅジウムの着目しf填維が核デ‘ータ，が生

繹射化による生成放射能磨を示す。屯性み照射1こ It豆敷大営原、令力研爽f紅 TRI G: A
JI型炉這転既棚狂い，未知骸料遺痺骸料と一租として照射しに放朝能測足l"t、
訊導 翡磨ー 4o%今ャ弁 l滋妬勿 悌と用い 6 バ泉則定によった。
元素咬 存在度⑦ 虹皇放射限悪曲 半痰期全”"駈s T線(MeV) (%) (dps) 

lo'! Pd I I ユ士 3 3.6 h ふ OX IO' 。 l l 29: O 、 0131 I,占 )(/0
l""'Pd I o...l紐m 7、 5 X 104 。、 1 88 } 584.4 X IO4 

13 、 5 I 111 Pd I o. 3 土 o.1 1.22. 1YI I I 、 7 X 104 。、 38 i 5 g、 5X 10.2 

100 咋hl 40 土 30 I 44.s 14,l X 10'I 0 、 556 1.2 8 、 0 X 106 

104"Rh l 2 :t 2 -4.4ml 3 、t X 10,, o 、 051 l 4.7 I 、'1 X IO6 

Pd,Rh —各 lmg 照射時岡ー 1 時肉 中性う束蔚度ー 5XIO'’%Ill也（国転拭料梱）
照射試料0) 1乍製：ロジウム錨体は約 l 呵， I9゜ラジ｀ウム錯体は約 1m8 とそれそ咄．討リエt
しン製 allヽカアセルに精秤し、ヒ＂二 1レ了セテート系の根脂て・・固足レポリエチレンの応：：封
じた。標準試料1 ;t a o/‘・ウム企属約 0、6 1"8/ /1°うジ｀ウム企屠翫ぺと秤取し．“塩素t同時
心量する時は更に堆召tカリウム約0るIll8 t添如，秤量し、未知拭料と同様に作僣いt:..
隼：照射時即幻分尚とした。翌ほ：賑射終3 後直ちに記）エ十レンq袋‘t取りかえ
速やかに哨l足と伽しt. •和1定時間 I ii I 6:,-、梢弗試料改互に唄’1足~した。堪素＾須り足/J金
ふ瑚1足h＼｀釦して俊根l定時周 5分ヌ 1よ IO 11)-で行かた。 堡並：表 l q計算純果の通り
冦ウム匹叫~h からll/ 0、夕S{,MeV 、 I＼゜ラジ｀ウムでは＇叫dからの 0、 I~&" He-Vにかけるヒ. -クカ1·
力収兄ポ爾枡 1こ用いられるニヒカ＼＂わかった。ヒ0 -'l位置 I:::. /i 1 I•J.1 I\ヘックグランド｀値 11-ピー
”前後0),{直と取った．
皿．姉果 弗l定結果の一松l として日ジウムの場合のI:::゜ーク面積俎が瓜衰曲翁ぱ図ぶこ示 V
t::."咋h 畔瓜‘扉：：徒，｝て或衰して II~ 。：：：の面精低．の統計誤差i12 ％以内であった。か

日―賣□□三；’o'+ : 

:::A: ：口:：］l：:]];1:考みイ／：：］至：：：；：：三
表入に示す。
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麟磯材料中の鰤雌恥の磁訛疇（第3祝）
ソータがラズ印の不純物のが線ズベクトロメトリィ

（電叡記囀鰺） 0閲影エ巖渕粒柏愛易叩

3 QI I 

肛〗 光逍i詞高純褒、Jーダガラズ中の超厳量成分の定量を、非薇格放射花内柏およ
びサブストイギオメトリィ一放射牝笏柏によリ行なった。名の持果につし）て述べる。

堕瓢 ガラズとしてば、高紆虔ヽ／ーダガラス（組成 SJ...02 72 Q尤7., Na2022呟， CaO
6屯）および NB5の猿壌ガ1ラズ（版量戒今環夏0.02,1. 50 -ppm) を使用した。
彗手、疇 短疇麒種を定量ずる場合にば、鷹3 (_f =3>(10'臨．sec) てヽ95分間照

射し、長半版期腋種1こついて 1忠、 2qo 峙靡珈した。迂た、定量元素の既知量を棺靡約丹
として、分柏誤料と同一のポ゜リエナしン、訂：：： I訂石英管に多寸入した。
~ .!線パクト 0メトリィば、伝（Li)和佑秘貼器— 4o96ch疇今将装置を用

けて行ない、濃隻沢定ぱ常成に従った。
短半顧麟（Mn,Cl/. ,5b) お叩頌半鑓膿種（ 16 元素）の定量’ 高純慶ゾーダが

ラズにおいて I~ 、 24Na (JJ妨苓り吠さ\,)ため、短半戚期枝種の定量1t分離去）ばらねばなら
なり羞釦）頒麒に』濃討しt滋渫、不純叡して Mn，砿珈涙広され、これら 3
縫訊量l点、つき＇、の棟作によリ行なった。一方、長辛成瓢種ば、 24Na..の戚餐後、f線
パ 7 トロメトリィを行なうことによリ、定量可能である。殷臭諄約付を／夕～25日間冷却レ
た後、通常の I線パ 7 トロメトリィ）こよ＇）、爽量した。

Mn,CI). ,Sb の定量桃肝 卓I生功謝化した高純夏ヽ｝ーダガラス lぷ (I: /0) 鞘巌食
今間光浄レ、表面汚榮を除〈。 Cu)5b,Mn のオ旦体の一定量を加え、 60％逸虚素蔽ーフ、')1じ
水素縦lCふ出窟孔、菟輝l目を行なう。残漬を 12N遍酸に落筋し、誤料を HA+> （咆臨te~
鱗en／高加砿）カラムに加える。全窓痕 (20砿）を／5分間ぐ鯰レ、落·広没を惹疇因
する。 IN麟 /0心霊、以蒻ジ今ゾ,ン-l.i1J羞疇素て、、以を抽武する。
塩肩囀lば，硫蔚硝酸IC，，J 1) 逗疇祀し、 0./N麟瓢した綬、ジナ‘J‘‘

ど四温化炭寮lば＇）サブストィキオメトリッ 71、べ抽出する。
三嶋{f)ジチゾン→四犯繹素召助広し匂靭釦埒日に、 3 ゥ化切刀

/30勿9 を初え、魚も、冷却する。アスコルじ濃げ 40 1TJfを加え-pH= 3 噂整する。ク
ぺ 0 ンーグロロホルム (3></0芍ツ）にふリサブストオ午牙メトリヅIJ Iこ釉出する。
~-?ペロンーグロロホ lレムて＇、オ紐した残）0)水相につ＼ l て、／0始酋石麟3戒

填酸ヒド 0 沢シ）レアミン /OmJをガ訊、切：：：8.5にする。丁丁A—酋病綬エ和レ1:Jリサフスト
ィ沢］メトリックにi紐し、初：：：8.5 の緩衝慈夜て沙も；争の巖、莉篠渇の譴獨を測定する。
続泉おJぴ羞寮
Table-1 Iこば、島純夏）ーダガラス中の Mn, C以， 5昴）定量結県を示ず。 Mn, Cu,Sb玲れ

ぞれ 0.7, O.!S, 13 PP況の植を得た。これらの結果 1J、サブストイえオメトリ‘ゾりな拮諏ぐ
侵れた方法であることを宗している。

こばやしげんじ・〈どうきよし•し）孔委つこしを·し）そひうし
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なお、ガうズの落緋に朋しては、過ゾ畠素緞ーフ、‘)化水素上幽主土
巌（ I :3) を少量和、〈リ返し力0える方恥長良てあリ、 Determination otmanqanese, 

これにふれば約 /00勿9 (J)ガ｀ラスを／聴間で溶緋てきた。よ匹=s
た、 HAP に』る 24他の院去について稼討した訳、 24Na の完
全謬邸輝であリ、 64Cu の定董 l3げ疇膚（ Er
511 KeV) 磯方署となる。応素では HAP を前処理祀紅して
翫たIJ(、薔虹謬 I玲］：討し、 2切a (J)収季 lJ 2 ％以下、
虞 CLL,5b の収磨謬幻辺こと胴箕滋県を得た。

Table-2 に 1奇、麟復ゾーダガラス中(j) 3元景（ Co,Cr
疇n, E以， Sc)Ir,A9) の定量結県を示す。光の吸収損失 1 こ
着しい影薯をおふぼす遷約金属元奏（ Co,Cr, Fe) の他）こ、
5 つの元素 (ZnIEu,5這r屈）創定量紅｀｀きた。ごら］ご、
5んn砂 c珈pa叫T 碗t~o{Iこぶる結果を Ta~le-3 IC 示す。

Table-4 ば、 NBS貌嘩ガラス中の知土叡元素 (5這，

Sample 
number 

Mn 

Cu-I 

Cu-2 

Sb-I 

Sb-2 

Concentration 
(ppm) 

0.693 

0.480 

0.520 

12.93 

12.73 

耐恥）あ‘ふび Co,Cr, Fe の定量続果であリ、いずれも NB5)、:Jる認定値と、かなリ哀ロ
一致を示した。
紅の結果から、 HAPーサプスト」キオメト 1りによる放謝化分的斌あ‘ふび麻環スペク
トロメトリィにふる非薇救放約り令桁法爪、島純夏ゾーダガラズ中の徽量成今の定量法と
して肩用であること力＼示された、）
Table-2 

DeterminohOn of tro｢e elemenh in sodg 

glass by_ the relative me•hod 

Element Co Cr Fe Zn Eu Sc Ir Ag 
Concentrat~ 
(ppm) 0.01 06'-に50£ 165 Q04 0.01 0.002 Q 

Tob|e-3 

Determina•ion of tra ce elementS in soda 

gloss by the single compator method 

Element iSb ITa I W IRbl丁blCs IZr IHf 

四面bn
(ppm) lrr.o 10.02(631)IQ03I0.02IQOI [9.6~0.91 

Toble-4 Elementalqbqndgnces of NBS 

glass(-
(PPm) 
、．

glass Sc Tb Yb Eu Co Cr Fe 

SRM 
-617 

0.025 0.017 0.013 0.0 18 0.032 Ii.I -616 
0.02PPm 

c.v. ,.Ol!O.C( 1 は 2)

SRM 
-615 0.87) 0.54 
!ppm 

0.84 0.92 0.68 Q85 

c.v. 0．叩o.~ 0邪o.~ 0.71:to.笠 (o.qq) 13.5:!: l 

SRM 
-613 52.'3 44.3 
50PDm 

36.9 38,9 34.8 38,0 

c.v. (42) 36 !5.5il.2) 38.5) 5は 2

c.v.: certified value of NBS 

・1- F. G-i四rd i et凶 Anal. Chem 四， 1085 (1q65) 
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3 QI 2 高麟犀神攣謹底罰揺崎枡（第4報）
『プストイキオメド）ィによる白金の定量

電叶蒻樋研 0墾訟侵男 ェ籐列 ）］淋健ニ
威届

口／言□言言言□9]
万ぅ恥陀哀
ア、＇レ、りリ愁忍： がう又賃鰭、とさげ、加工注と農くし仁，匂eーしi宕肛ソーグかプスは
賛ーフ、ソ酸，過塩素祓ーフッ認喝吃全に溶配、狂入）。主の「：り麟ぞ．）ー：臼）月，）
て了＇）レ万、＇）容認ヽ’よる慰彗知シfこ。
0、i ·-0.2'.J,..r）冷；；97 1.ば、和 5疇燻話：J -＇グ→‘‘で ，）、灯）ンヅ爪詞1 l; 10、か）訂密然すること
｝しこ「吃合三輝：1 弘麟麟‘物亨り即、囁7K処ぎによっては溶允さいず（鯰率
2 —鱈）， lレツボの競炸粕幻評に残なしかじ、 6N掲殿での溶広処阻によ）て、
'JOグ。以上の日が訓奴］なー方、照紺料半化が悼，中もJ)大船分は最初0)温繹翌
によって 7悶聯加巧濯、‘k,、屈餡暉によ紐恥＼の汚染は 2幻認ぐ｀あぷ。
馴疇による麟： ft 100吋と、通賃‘、ゲ）＇、‘で‘/ 2 N枷認叡＼ゥ麟‘しfこ。
こり｝騎、日， Hi l00 吼， A□ 400 尺J, G I ;m~, Ni lO呵JJ：｀共店しても仕は克董翫
拙広、、:}し合J
ワプス日＼•オメトリiによる）饂： 1.02 、\ia6M のジナゾンと比鱈（滋、恥蒻）と
印） （、屁心比U)影拉行rJ；に担体屹(/')変化に対する附広の再現性贋謬と日 1 に
示す｀，図よリ、厨慇誓房、、ー唸7が］よでは也比謬応してv) るこしか：わかな
r」>ら、国刃鱈、と、より、ジナソンし且J)、1も芯応ヵ；、 2 ： I であることが、知らJ Uこ。

しげよつししお くどつきよし こばやレけんじ‘ v l そ Uらし

110 



さ兄麟麒の依呑羞つ 習
信梃九fぶ、 1.0- 2.3N の ^‘ 

麟虞度にあいてすブ叉トイ舟 且

｀□9広の可茫fjこ t10 

疇麟イオンの影算1刃し、 柊

ど雷雷、ー賢1;9]筐： 0ー 8 |6 24 32 40 

やの結果J_ 10~吼輝疇騎 謬応 24.6yg／祉）扉植 (ml)
亭、 Mn,(;, 函， Niでは 図 1 反応比の梗討結果

｀3, 厄，c_:,叩疇ロ，政では］冴ヵ渇在しても認勘項叫いことJJ·.：、しJJいに。
定量胴
疇闘靡寸ともとにI Bの足鯰として冗疇屁確立し「こ。
2x lO知雌詞鯰訊i)レッ喜とり、蒸懸ど囮する。照、射試料麟ツばに入れ，尻料
閲譴量の虔薩）ーグと加え静炉に磨融すなをか磨融匂行応f渡、羨望木虹謬ーノ
評認厄羞愛可落成分紅鯰する。残·古と砂慮殿で熔よしJ .1尋られf二娼愛序叡素外
うンアで羨愁乾回1ゐ。さらに王本で 2 回翌鍔四召シに投、 2)．．i虚酸訊叫乃魯、咬；こする d
瞑少ースズの 35¾, 6 N疇麟f. l 心訊肛 2詞藁訪。 2-5危聾l J)ジ
豆‘/—詞砒炭素象疲紅訊且を饂麟。肩裁将は 2N、喝酸， 0、 |N アンも二了米で‘そ
れぞれ2回戎浄しに使脅かに菱舷国すな濃荀簸—研殿で1ジ•ケゾ｀ンと令簡謬虚
珀「我麟に2N蜆通諄夜にすな翡涙才キスズ房浚疇碍を 2叡こ星元レ「浚
1x101iのジケゾンで｀サブストイ守オメトリヽ・ノ 7 悶鯰する。
藝星ゐよび危繋
がラス幻秤の恥定量£上記罰 2. ‘―ス（吋牛｀ + リ の初）伊，邑

により行か「こ。訊‘約訂筐 3, J r::: 窒量 笈．．附評
けJR[-4 (f = 3 ¥ l'”]eツ）ご、 シ、ミ ？比‘·試‘ ，ビ炉＇
!O-20か囀叩ら桃嘩試杵として vi (n喝） （見） CC聞） （c✓pm) 

麟如狐

□言；ヽ9~；ロ＇｀f口誓、口／□□□j言印‘、ラ又椒紐で‘は、 I -i O pp m のPtヵ‘: ?-2 ク ク '3c.0 公泣こ
約、す翼いわ必·してい似得ら）仁結 ＿＿＿＿壬立し~ l0．累i.:t玉邑
果 (l0. '60PPm) しJこのことも裏子、3 し くナ窓絨土芯i49芯，溶臨吋祗；均r訊．）
こおり、即）尼世戌としてすぐれでいることが泳されに
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4 Q O I 荷電紅預謀X線測虎によバ散t躙（ 2)
町牒射線による II`` 、ックゲラウヽ／ド‘

（要itt·理九大•f) 塩111孝信，°銅謹沿森囲危石井廣造，
振博ど

緒言
1JO豆荷電対子這 U 豆りーロン励g::.よ 3 イオヽ／．1ヒの反庇断面拷かー大き l) の口年暉孔、
之の微昔分枡への応用が立年盛んになってきた。 昨年<7) ;f I '7回本討翰釘：：於て衣々 IJ
V砂ム缶心｛ャ這\j'<:.の 35Mev ェ 4MeV 叶＆子 □ He 這 UT：：際の主 z
レて mm.,.J'l'・を中 1ゞヱレ r：：：甚租輝厄発表 v r.:.. c pxE}ま（⑪吋込／訟甚知
x一心庭心よが決） 1/)もう一つ碍特徴パ埓衡緊が：・ 1こ戟べ‘て 1りか遭闘
財様によ 311'’ ック'l’、ラ 9 、／ドボ,Jヽ之ぃ亭て｀、あ苓。 しづし CPXEぅ玄t目\Jて／測定 X線
d)エネ 1レギ｀一領城が制前放紆後と盲さなる§酎恥冗棄 o栓出底哀をよ 9 古くす'J I泣輝
放灯様によ 3(\`‘ 、y')'J万うンドこ可iE なかぎ｀‘)ヤくす 3 む••ある。 しオし索悌の今菰こ
於 z IJ測戻物頂叶侑県揺豫尽生の一固江もな 3 なんらかの I\‘‘ 、yキ、／グ窃頂につけて叩j烏
す 3 ミ℃が炒 U 。 11’` 、パ ‘/1`' 物頂ヱレては不純物の少な U 肝冗景て底拭的に丈夫遺伝
埠のよ\.)ものかなく，一組店純食の蔚ぃ炭表傾が·｀もっ℃もよIJ'(..さ小てし I '3。 U オ V
l\‘` 、ァキア‘i t使用す 3 かぎ‘t)削t1)放箭殺によ 311‘｀ックグラうヽ／ド屯ある程度望 lj ;3ミてガ＼＂
z．．きな ll o 辺：：て‘｀簡勤枚肘様によ;;3 I\‘''7 クグラうンド't詳f0 直前す 3 1必そが巧｀l /)'f.. 

下の息骰2 あ｀こなっ↑：：・
宛隙
本而忠し渭 u r：：：装迂の概訴回t FLi• iに未す． no 豆翠ヱレ,: l;t屈tt穴埠の 5MV の
V砂ム缶た喝直 l} 、訂肘苅戸レて 13 し 2 / 3 / 3.5 / 4MeV 濯子己He
這 u た。 ビ｀ーム Id 韮径 3 れルの 1’｀ラファイトス）ットここおレて X1息灰従•籍 I：：入中ん
• X 往反応箱叶輪製,· b m 氾のアクリラ A 卜て‘'訊． 'I~ レて用 II t;::.。 クーゲ‘ット la
ビーム方向t: 4 5 腹遠岳亡してお｀l /ターデ、アトがぅ祭生す ~x 籍 IJ i o ド砂のマイラ
遠· / 2.2 c叩の空笥万／ぇ 5 匹如の Be 窓屯とお·レて年（ Lし）検鐸（叩E : 205 
e. V 必土 6.4 Ke-V)て棺凪レ··, 4 k の多t汲布今枯俎慣栢 v て測定した。 なあ値紺・ 1こ
際~.: ll 忍呼遺く'•培にビーム喝寃心i o W A にレて輝とも、こなっん。
結段
鐸遭t令枡｀こもこもった 3. s MeV "-4 MeV パ＆子-.: 3 He 1c.照射 L T偲のスヘ°ク

ト IV を F しi. 2 に了、す。 ~ 3 kg•以下'?.'. 1iｷ. !,:::.んz.·· ll ~の l;t喝限の為て＂万苓・

門• 2 からわも‘るこ X Iifも｝ょ｀！ ~He ·dl．射し T：：方が 1\'ヽックグラうヽ／ド況1、つく 1 } r:: 4 
ト1eV ょ 'l 3 MeY 濯．肘した方が lI‘‘ ックグラうヽ／ドが4、之 II ここて'`i)~. ミの渇合If)
怜jin 放附戟ヽムして ll

① 2 冗兎 3 r-S 3 桐t謹財粒
ｮ >v紅対的： S 3 閲ihi"、す猿

しお 75'·J') r：：か d) ぶ｀ ／ガじは 3 社／も 9 T：：すす屯｀, ll ll LI lj D をう／ r:. わ 5 ひろゆき
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刃元ら.iv I 輝放財註の母t·誼 (MeV) 'Eは吹式て• 5 カ 5 れ 3 。

4 訊M 巳二土Eし
(M  +叩）2 -v  M 

[ ~:毎ぅ遁t I M ：刈肘粒戸Iii, Eし：刈射粒戸ェネ IV ギー (MeV) ] 

L菊から刈射柑子“"：力I•• 穴さく，入射粒子の I ネ Iレギーポ ,I、さ U 荏 1 "h放紆手&/J)怠ふ
が1、さ u ：：てが記iされ 3 。 3 rこ凡9 ・ 2 のエネ Iv ギー o ぶ⑬計H111 ，こ釦祈レて年3 と
入財粒｝による制fn放射録 o 専ふて，万 3 ：：とが謀め 5 ふた。 従って観測之小 Tc t1....., ？グ‘
ラう 1ヽ 1-.. 1J 2 双祖｝ヱ M枯柑子によ 3 制’""”息からなって I\ ";3こ℃かわすった。
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4Q02 荀砲粒ふ励起灯泉痢定に□る微量分枯 (3)
コッ 7 日フト・ウォ叫ン型7]0菌后 l：：よる茎礎検討
知ヒ大理 0 恥＼忍倍，彦原買二／大舷鉱，鍍治東躙

陀壕絣嶽呼蔓正え，床田荷手，中紐撻
彗賜謬虚愛粒今を照身長 Uしにダーケ’'、外尿丘贋讀恥tクーロン励起 1; ょ')疇
され空孔り＼生じる。弓I 親く光子放射 Iくよる励起解哨を行応 L) ターゲット元表に特有な特性
灯礎を発生する。祈電粒手による桁l似様登生濶鋲加 X 線ゃ電手 I辻る特性＼緑杞生莉
面積に比べ‘て大き人、絣l1助紅直 I＜よるパッ 7 ゲランド妍低い利反があ ll ，これをヵl 刑し
た叙量元素の分杓定曼 h汀可能であな也坪高分解貶の SL(Li)半導砕板戯悉、の導入と共に街
喫粒汀寧X 喩樅を利用した微量元素分恥潟各展し 1主｝本試料，公将憫熔算連ての誅料の分対
詞「jわれている。秩‘々 lユすでに先 17日孜射化学討言爾会るぴ本討詭食、にあ｀ I I て東北大rnv
珈比 G叫を用いR. 3. S-Me.V, 4-MeV m 町手及び｀3He を用い「：：：研究叩果げ韓しに本
秘で 1叶1eV程度rJ) 1易手に比べてメ線免生曲面精li伶＜惑度 I J.切るが‘洛易に診足ヒ‘‘ームり＼褐
られ且っ，勝1)船放射榔r5 どにとる）＼ヅ 7 ゲフンドがオ祖めて｛きい zoo ke.V 賜すヒこームを）廿
いて祈輝チ励起X競削定による分析1去の基礎机計を行はった。

紅祠知用Il 「こ装置道靡翫 l図 1 に示す。伍kro廿ー叫如型加曲悉 lこよる
200 KeV に加曲立れに腸今 Iiグ｀ラファイトのコ I) メーダーにj:_ 1) のち m9IL のビ＇ームヒして
麟箱に入リ拭料を痙射する。発士しkX線Jjビ｀ーム直向汀句の炉双訊が裕コリメータ
- J IOµm わてイラ一月度を直） 25ド1rtの厨慈の Sし (Li)検誌でぅ局l定される。反充箱 11ニ
讀手 1 瞑乱四トン1ミi豆腺の企庄を抑制するためA叫qc 杞をっヤ<%m喜のア 1 l) 

ル板で＇内張しに。 X旅疇I定に用い ksL(L0施戯忍I J. OfZ1EC製&) lfJ絹距 205 e V (5. 9 KeV) 

である。 ヒ＂ーム重免値 l註試料匂体をヽ毬氣的に終縁し 1 ァラデ‘'ーガ、ソ 7。とし c“”｀切りか
乞叶 I て損’I定しに，

パッキン 7'材オ 談料のうちで自己支怜1住のない椋1 之＼ょ泉外、試料賓 I;). バッキン＇］＇材J::..に黄煉
して賜ふ賠射をしば 1tればならない。 Me.V程度の，~エネルキ｀‘-賜｝で/.1/J.~/O f{ WL マイラ
→衷を用いて ‘lf枷巧£t ＂をi昧しf瑾，加aoKeV 絹I}本で I;l:｀そ疇粍がマイラー H炭中でも
印00閃 I心（ l ド川似下）と非常に戻豆‘< "f恥巧et"を用いられ［JV\。本索酸で Ii熱1広
導料電各性，高純度ぶ叫られ尉11硫、今番号元奉、であることを芳逗してア Iレミニヽ冗釦
誼乍稼に｀9::. ール虔膜きぅ堡っ 1 バッキン 7｀がにしに戎外亭淋斗1 l.マイ 7 ロヒ＇ペットを）刊いて
この上に</) 3加礼If)大きさに気麟囮し，ビ｀ームスポットで試料全砕を包ん応バ'‘7 キン
利＜ょう l ゞ ‘‘I 17 7‘｀ラントは非嘉：：：｛包＜呉親しう々ものてあ？「：： 0 1 「可瘍うビ＇ーム稔度 1J'.2,
り 1 ℃‘1j液体を乾固した診料でも分刷泊いられb こと埒認めら礼に。

入牒を生勤面嶺 却o Kev 桃ふを用いに鳩合のイオン化爵直讀を伽r出の理諏＜よる
Btna.ry Enco u..vi砂 AprYox i maiion で K } L, M-X 翼：：：つ＼ l て求め lfil'Z, I ：：：示し旦疇

しお b‘ わ「こかのぶ，よしはら lt k じ，ち‘あ‘t l) 「心し，ゥ‘じ‘Id る)t I いさわぐんそう，ぴ
らがまtゆ芝， L1ぶE 巾ぅこ， rふうじ｀含汁をお
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讀粒註虞燻麟＼：：用いらいMeV柱度碍手に比べてイオン4 1::.“OO楠は約 2加ち<
，原｝番号疇くなるに従帆、滸麟疇知］ヽさくはる。本装置にiり汀材に用いうる

燻!) I ネルギ｀ーの低誤靡＼じ召ラー朕と Be応喝収から，嵩限犀,;t X絲、祀生歯面積ヵ叫ヽ
さ＼＼ r：：：め／． 2 ~ 8,0 keV の範囲l5) x闊浪られク，この「3めに例えばZn., Ga, G-e 等這l定
疇難であ l), MeV程度吋易今の様 I召、全元羨 l命紆介旅に）3 やゃ困掬ぷ手想さ小似

俎立直礎枝約墨芝実際紅厄及のように訊‘Jr r:.. 本号合研で作収しに N 1, I
CA 合登虚麟杓を行応「:.. X 紺江芥）しギー I I N1‘ko\ 7.47 keV 似 kぺg.o l/- Kev
ぃ『い裔屯めX叩出麟滋如lヽさく輝II定誤界の元素をいか合會1であ 1），店装置噂
厨印い r.,: る乙角えら収る。診沫虹麿さ l -mrn.の合金を研危も森 l て剤I定＼t~.樵年試料
しな N;S04, (AA SC4, Iiぅ昆合7k餐式を前託バッキン T材J::_ I 囁下穀困し K。検竜線老用いて
求めた合釣麟I1 図うにネ l rミぶうに哀＜ー玖しに。ここて用 I IR標中試料量は数門
であリ，別 I~ 求め疇濃ぶ祗摩114n'} てあ l) 末肛麟,j蠍Jいい試料硬衷炉紐和
ぃいとこと 1孔寺長 b＼認められに

図i碕厖粒う励起W泉瑣Il良晶苅装置
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賛町麟燻疇這疲的麟(]J)
プロトン以粒戸比較

億疇噂） 0度虞』足葛和久
（広島ェ大） 島町

雙釦麟X線知lすエネ lレギー介敬叡、線検恥鑓讐疇上とあいわで述
巳知這鐸芦以ての弓なりず、重イオン荀専贅信疇麟話嗜fl片といク
｀問的濃和あ？て、応砺知れてい汀，え、東今府と＼ヽ）史1月上灯舷から，いく
つかの桧対すべ？問題バぁが
すなりち，戻用J:._~門題として、甘殊な粒｝と初迭する加建器忍便用すること疇詞
｀化‘、あウクまた、ぞ 9 加退器、ク規梗豆脊げ\"1-くなみとづ疇ゲ災用に支唐ジ）→日な
”吋爪乃＼＂ある、そ汀｀、現在比較的広くイ灯月りれて、，紐麟、たとしずコッククロフ
トークオルト｀／望加速路ぺ、バ＇ンデ｀ク｀、テフ咀珈邁羞ヽて"、従沫、よくjJII見していた粒｝、五
ド／、デューすロシ、ア）レフア粒子げを比較的低エネ lレギー（数Me7 以下）心逢
いターグ‘7 卜に差て、発池すみ X線を碍走すみクが常滋になみ，そこて＇‘l こりよ）這
麦からい lレヤークプ0-トンとダ粒丑フを、市房p火竺□旦9轄澤クコ、77 クロ
ブt -ウオ Iレトン輩置ぉ、いが、そィ 1 ン加逹用バン”"う 用いて史糀幻げヽ
＼ヽヽりり疇にフいて投術的な栓甜をしム。

4Q03 

1. 加釘認のエ尤 Iしや一にフ、，て）
免叡蒻疇＼＝創沼｝汀湿e殷tlJイガン化町m 釦比較する”‘為表、ずあみが、爽月

上叱軟翌ノ団ヽヽ｝ーゲ 'l }-が—使用をれる 9 --e'□ 塚ク揺’ck 百rg誌、（以4 て＂叱較する方疇
炉｀あら扇もクーゲ＇7 /-ぅ万凶T4村泌釦疇汲釉汀ふ（I」,鵡1を昇危
叩り迂 lレや一 (E) ℃し虹易令、よ吋つん了？ワフ上て"k-X線、サ汁 l てm這岱
に Vr いしる、よ1/'~M-x慕 Iべす［て IJ箇豆 Iしヤー測でふ1-／勺亙緑り叡奴Jj\~
欧ず和炉匂弓囁かいすかに（ても， I以し E?)狐庄知ょ）ゎ慮わうれるJ.)

I瓜-ctざ(|＋プ（ E)］亨Eb
炉表 b碍L

厖応必s
炉 d.. 冴び 砂ナ

“#,¢ q、夕 免士
b，ウt， 1
g,06,/ 
. 3, 0 2, 1 3, 0 

ぶ／名f ｢,3 

3,6 ],了 r,r

ここ 7‘' 久わ丘加刈疇叩七
ダーゲ＇＼7 卜物）炉靡ぼ逆応｀、あJ,
:f(E)Ii入舟砕 lしやー白翫、し囁‘
王如｀ぁる（ a に対して／0～Jo芦）
繹？ターゲ ‘7 卜物危か ~-9 X祝，に

7‘＼て、違記遠：いによる b り'i邑
？皮化汀／忍バ示すb
こ・｝）多、ク‘う）．）かうよ） 1; K-X緑f

測之L t)とするえ素（鯰素） l＝つ
‘l て 1ず．同一刈吐 Iレやーか1 フ゜ロ

y
s
k
k
｀
ハ
ム
ム

H

X
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在
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犀
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‘‘~)たしう 7. -'1. -1..し｀ iがす‘びセ、 し 1 くにひラ
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ド／戸方ぶ履丑＜シ心麟疇＜砂バ鯰暴心恥麟江戸 liM工
設和漢癖のある 和がヽし重ぇ素)<'-つ、べ叩幻サ3＼猷戎疇＜ケク。しがし、
叩幻りエネ Iレヤーを一知／輝かりにすると\M-KX幻鹸、 (1/,I蒻公
ふシ炒臼J凶粒り知嘴叩‘‘ぁみ．

言虞芦9冒
鑓船〈約｀あ力，＂り
：：：：フり邊彰嗜衿れみ，すヽ
ン喝疏釦賃足唆げて放遇；
虚知‘}鵡いむ心
知輯勾い入騎仰
ぅ般燻 11 Fe, ma.X今止互

月-,·,っ

詞凶虚和ヰ Iレやー）疇いれる。 E,、11 c... 1Mダ＇叙粒狂 l1 己，祖x 'c. (て～
紅rkぶげ'?，コいtる疇碍蝸＜叩霞い‘‘。プ＼2 トンり 2,2 厄元＇｀
嘱碕駁巧知．したがつて入鱈籾｝つ‘ぅ汀慟碍が五疇脅虹
マ：： f‘，ぷt戸の Af }ーゲ、7 /-- 1こ、プロトンし遠｝のエネパ三釦句 0, チ
加叫叩パて蛋わ、 Af-KX 炉し炉ねて発‘'Lするや）I勅芯麻掘のスペ 7 I汎や叱杖し
t畔｀下図逗ぅいい、八丙茄,y._屈吐 Iレヤースで）トル•＼訂盆エネ！しヤー4ゆ|9" iず
口墨口元 7゜レトン？鯰、高ェネ lしヤー仮'1 に Ta麦Jかある上ぃ逗めり紅
。こ嘉l目 1こ？‘‘て lf tくわかジぢ、”‘ミ如＜、 7。\2--トンりす：ーターゲ'、l I-中 9 罵影—
ふ、石茄果，ダーゲ？卜t \,疇嘉在するオ尋がら 9 X 吼J\1り）戸ウンド l 一
ぷ俗（て、、るものし芳之ウれる．

t
又
＄
、
か
芳
4
0
令

似xi`V 3心） X揺堺試届
じ［み Af X‘ぷ直ll之

ピ~;-f Xr叩

1) パ、 5ん刀＆必凡 Jvane5e J砂叫（イかパら乃炉｀Cら 2 (/'I7ー) I:z.77 
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4004 （ n,, ）反跳粒知覚極心釘爾集

（応ェ，鵡這朋*)0鯨易以森匠茅祀菓水炭灯
松嗚‘辰ず品）Il 睦8月

1. 前国の祓射認討論姿：：おvヽで，JI切In(n, 1)“‘`I九反応の際に反跳知••ある“‘,.IJI.
珊っ運勧立）レギー頃湧如っ viてぅ則定し報塔しに。 1 ：でもふれたように，反跳逍
釦肛レギー,J:鵡片碍磯る距離輝叩,ff_Iなよいので•わっ1. I 鵡疇和韮..
きうか．，紺紐狂碓 lこ茶め狂め Iこ由鑓心磯恥·I又‘紫であり，廉紅蒻狂
印以碍彰邸但輝狐を痰砂nt心'1~ ~応I.
｀比瑾儲紐直心tて，正荷祀反跳印畔狂耕tの比t砂1<

枷輝が')／碍 l：：： Yoslm むょi11··~~塚：：： Tho況isoぃ等によ伽心1C。：む '1~
一種の吋寃極真空管を原お和ヤ性子で•照射し，固休 釦·惰，ウ）反応をし芍釦＇瓦 1こ
反記株を含街東釦·心，｛の合屁庁の Act、'v;tyを｛釈•れシンチレよ／っ｀／計荻瑶·及び
噂雌．M．計敦愚邊l充 L T(ものである。持記して， (n, ?-）反跳により 1ま lま｀‘半数tJ)反
”“、し＜荷危して V1 る 2 h 噸和礼て\J'?。さ 5,< P^w's 知，鐸訊知＂蔽雌1
虹につ V‘ て｝正紅誼坊とが生妃撓知池IC 羨が＇ TJいとミう b＼ぅ， (n, 1')反氏鳩
合這，最初T媒の反葛ばよって固体麦面がら離礼，反跳許と固体素面に空間的fi距維か‘`
で3 1 ら，阿祁紐によりイオン 1い刈含まういう魯柑釦級塔している． 2 れらの虹倹
畔扇和切こっ 1非彰饂り和紅1.\J'いにもが心）らず，駅‘的にも咋船藷」
和iじ Iこ 1炉‘すがしも這t 1臼和島虹＇ある．
郎中で起こる（n,?") 反応が与える疇劾果を，反跳疇果しして n運動1--ｽ-Iしや
足ば翫屈籟滋窪で＇ 3 カ‘の Iま••，，て逸求する虹，さ 5 に多くのデーグーと詳しぃ作
果か＇＇崩侍それる。エネルギー令陥能の役 vIGe（し）椀武滸か＇•使用できう
殺衝•前私のよう 1J扉虹緯詔加える 1Jめに以下のようfふ寝騎七
行如た。

2. 図のように五郎饂凜料含属瑾ク 2個の円麒C()11ect()y
がある。一すの C()“cct()r （國の.):i) I：：：正竜圧をか ,1, 正 ,c荷寛 LTこ
反跳わが‘う翫追いとら叩， C‘“ectoy l：：：到達し 1ふ＾ようにする．
他籾 CoU叫q'f/t松‘と同意圧で，運ェ沿レギーを担に反爵耕 Iま
すべて到着する。締果,t面 Collecわy(J) Acti vity (/)比を求める:.じこよ
り，荷雹鴎い雌反跳恥池を求‘めることで·件遠う。
闘として，含如ヽノジウム如冷這いた。約 1”れ外径の石英噌
にインジ、ウム及び合をj x)0ず 1orr. 以下で真空蕊着して丹fくも叩·'固
のか濃虚l吋星”‘礼る。 C()“ect。いま 0ふmむ紺註円筒応ふ
噴う。沿滋ぱ峰的純度の島叶）のf,麦面乱誠的遣房して靖
浄ィb屯 IiIJ‘っ 1-::.。一和の C。U砧oYI⑰/J乾危光で約如07d)釈圧をか 1j

にしざわn＼ずし,f,もりたよしみつ・北んす vlよしひう•まっううたっお・
しfi 9‘l わむつあき
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た。この危紅（ n,Y) 反応のう夕で最丸げ微雌記•も脳滋、ぃ返し得るもrf)と告え
5 れ．る。：のようt~紐構造のものをガ＇ラス魯：：：勘0-5 °{qrr:．の直空度1..9·封じた。
：の真空暦を立紅這拉 (TR i lrA)の F-24照印認•イ｀ノジか心蛉IO鐸9，合の
麟20紅瞑射した。がりナ心の照肘孔？.. d.）然守杜各束戻度はI.ふ 1011/c'lll切c であう。
照射伎真を管叶印，凶ect/)r だけを取t)公滋輝和し濯竪した。
ざ 5 k2 の C。,if.ec枷は麟輝釦翌レ， e、1似{)r 碕心叩叩叫し 1紐
雌：射影濱度したと 2 うで，函 a・・萩卸諺析し，鈴屯の不純物の影平，診冶乍褪叱の不
複 Iこよう CPn-t心らふ返 1iど＇を瀦べfこ。

3. インジウムについて 1 J,“‘"'I'JI, (T½心ん叫．）の I.ofクMe7 足{).,.J.2/3品7(J)r
応っ vヽで伽（L;) 椀公和·須II定し， Co“ecわr についた量：と求め 1こ。 1 (f)絡果と泰1. I：：：示
す．
表 1 ． 反趾インジ｀ウム研H量（紐•tyaゥル、も） 麦 1. (f) 1直l訊叩·礼再祓射

和謡厨 荷危反跳片競砂研 似：：よって記如：：： “‘”Iパ）
虐燐VI，如ク土 rI I,””炒 ノ．3 A必'ui力を Bock J”“”4 t iで
/.27訊eV I,7り直 l.,Z j'f:tク6 /.3 差し 51 いたものである。す 1J

-----------―かも再迫抗 lこよっで得5

幻：：： A戊ivity，よ真を管嬰作中 1く叫ec加合属を祇粋合属疇如セたものとして処理し
fく。 （しかしiのよう 1項いをするの l訊，9題があって，辟註り弘lこよる IIb“I九叫松 I:::, ;t
もっヒ注意を町 1ふ I} れ lぶ 1J.ら 1い。仇述する） “SI九 (”’Y)“‘`1,t反跳によって合属麦
面か 5 篠¢幻和 Ij，党億約吋牲であるものと比乾し 1., 荷危して、） 3 もののクかわ
ゎヽに多\,/\ことヵ＼•B月う力‘に 1も 1こ、 • 
心っ v て炉紐締策,J,加（n,r)丸弘反応•で，イ｀ノジウムの湯合•同じ麦初し力を
すると，中住反跳片： I,訂が町，荷危仄跳肪： 2,217 り'/，所雹先／中牲片：J.2, い
ぅ 2 tで•あっ 1：：：。インジウムの為合と文差の 1ふ湘梁爪＃得ら如こ。
肛瞑 lこよって，インジ加ムの毒合にd”‘慨I孔，令碕釦lが'iAu mr練ピ—'lヵ＼｀｀

液なさ如：：：。 2 1t 1 :t 11月ぅ N\ IC鵡 lこよって Co“ec t()y I＜酎着したも叩•13ない。さう lC 2 

“J,全くランダムfi似うをするわれ·,~1[く，桁麦直 I輝．、同じようば頌叩もってい
る。仮Iこ束のよう 1滋m/中A坊しいう｝直を知りるし“‘噂In で•/./しか 1こ。 2 れらのミ
と-ii\ら，紐即 lくよる，乃れらの Aぷv屯 IJ皐げ Con t＾加＇n＾ti；汀•ない 2 ヒば晰ら h\
＂汐．虹•和灼線・雌這・康痰彗1iとり知，合和叫訪：しか 1 釦..
叙しJ Co““”k到着す~ 2 ヒぱ祀令秀えら礼み。 r 縣 1<: よる効果fiとを沖IVlこして板
甘と加えていう。
参考文献

イ） 5． h叫←4 TH. Dり心，石． P今4.. CJ,ら~,函（イq奴）
2 ）ず．ム、加呼”“知4 W.w./1Jダ，j． Cんen.P伍該，呼ヌメ（ク四）
3) 品）,1 睦明，面禾和寿秋，子）7囮泣和以苓討藷な粒爾卑旨集J RI2 
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4Q05 咋屈穀1バt名もう Aわ沼じ

黎 0経鱈・釦係

※如碍知 X ゐ鯰おぷが‘滋滋’万怠オのバ叫 lク困ず絨復の贅tレ--(.,租
叫炎 Iシともいパ‘凰 Iクつパ，嵩“"今祈材げパ絣況し杉。後返ずな卵

1::::: ぷヽ），祖綬移（おいんげ、鳩）ジしぐa, ケタy玖f l叶貌祀ざれゃ固屁沃tlJもパ
咀心。夭ざ-:t I-! 10 ,m,呪 Xl5mm ，汲笈 11 1 00 m C.:. / e, m2.,哨効舷虚修輝川 ¢1` が。

3囮貞凌 1:::: t,もいク A か汲口咽応し--t ¥l I I)反跳 3He. A -1‘パ多成，ii)p、応ょ
紀直釦t7) A イ汎い嗜孔われね。逝4発黎令＼~,心灸疹ィ）”y，口）知環友の判，
ハ）水弟固紗係 (1 H ノ以~H~ ずi,),乏）中祁レゃ判e, --tある。ゃr；レケダン＼iJ:, ~燦
幻紐膚炎オいい逍動紅 1パシぶ務屁ネルぐ咬叱し澤知冷わ在め，伶外
し 1 よふ。競如いげ汲咽重んべ1},v ia, i)乙ii)とり誓鯰必；特孔りれ，イく
ィヽ< tもい".1J‘／知クヽ、イ＼遺、な',f/ 1愈町か諄がある。以ゎtf)ぷう“"”‘ら，ま
ず＾，刀況課綬 1::: よい＜和ぉ¥がヘリツムのi瞑如 1ハ暉1争，娑移乙゜／グのがズ印鰭
荘1),2)' 紐げグ心紅鑓釦虹‘xダが1紐麟I::;. がいて霞臼炉浪。
拭料氣釦して水名ぞ Ii H~ ＾どIょ勺以項へ伝。クれら＼よツ）ゎ‘ぴ‘‘~シ）の1灼和＊
ぁゎ。 3 Hの““”“とふ1紐もずわ,:;.と 1~ 1道り鴫洛ゎ 3)~5)杉
め，ぃ， 3He. t知との同糾庄知，~--::;.心疇遣咽1J‘ら児ィ副滋叩猾えら札
わたかぶ b 。祇‘料呟炉捩即 6x 10―叉、 2 X 10叫。ャパあゐ。
慕釦，クれま尤印てぎ佐知り-1,"肛），"t, <. I召幻臼かげゾ，測定虹砂 l辺
多から，逝雑亥躇乎釦疇叶紅りつがや。まず‘, 3 い紺怠口和翻 1::;. t,りの寸
て，含萎もい鉛紅炭遼まam ，如，須峠僚c噴紺噂ジし，括魯内 lぷ封靡
も八音｛z導入し，§ヽ¢¢ぶ耕峨t ＼るじめ，沢＊ I.:; ff:-ガが潤定妥 I,;近、ずりくり lシず力。ク／
ドIVべIV 心｀嘩釦り鱈軋裟患如ク｀咳ぷ炭疇りt知しt篠憾してから，
＂スベバ 1v-'i-卿をずゎ。
昭‘11~10-5To l"r -t"",刃 IV形煮催が‘オれそWt M/e2, W’e 1, We1/31咋も訂遣

祖屁゜ノクぷ孔り丘。～ 10―'9To げ1i M/e 2, We 1/3 疇矢し， M/e 1 の力となる。
唸 2 と M/e 1/3 の乙グ 1i, ~10-5~ lO-6丁orャの痴釦‘,、Jj;. 1:::::-・沼しイ／攻切菌店；
尋‘ず知ぃ鯰ぴ伝。以j::.の~りヽら， M/e2 は H計， M/e 1/31ま HJ＊→也十 H呈
”多じ‘杉計在知痛紋辻る。 M/e 3 (JJ~覆 1:::::.1i.，洛免し化製着屁°／グ＼ょ見られ烙
込 o し杉ぶっイ，クラ尤疹じ‘1o Hf凡n 身命孤，裟•證切ジイメトり／這促茶平ク‘ら 2g x
10ー窪如 4巨 XIO-7妙‘乙の町淑ゎ~と俎‘"材蔦孔ゐ。 We 1/3 乙゜_.,.クが消戻ずわが店
の役免\a .3 .6 X 10-6To t-rふ幻，紗彩崎輝蹟径2lOOOA 叶珍し 4 、ヽる。一祈，緻蹂
釦 l召少＼””[1.5人1.`“~り清虚□ れね。パり‘1:7, H？心疇衷⑥戸‘約釦
札杉紅乙蒋ぇゥ礼力。 M/e 2 ~゜／ク乙｀が初凍釆f,f:.¥if. I. g X 10-e; To 斤て鴻J,気柑孔ヵ
和り今手直繕釦6000公，綬派泉印以パ如 I A I咽彦い~とぶ莉出．い。

あら 18 l：：：：冴ぢ• 5 vヽもうのぶふさ
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M/e 1 Iか H十信五，釦¢／クと拳1J'`,
匁いゆ，むが滋豹璃各性をしらべ伝。
戴、括東鯰疇レf~。紅双叫，、紅ぷ，
痛這む5 ゎぷ，洲匂 I謬\ofあまり移ふぷうて｀
ぁる。鰭，狼悦 Ii 5 kV ふら‘バ多っそい知ぷ，
屈k"(/)知い炉厄 0 _,..ヅ‘いれ＼£,か
”立うりイン1a, 4,5k心以ばわ＾｀-1,,
パ依ざれイヽ、知◇ククと-t冴りり，碕¢゜／ク

ぷ，砂”/')屁いgバ核和椒釈げ<J)\4',炉
魏臼魏lクぷわ如＂＂の公：ぷ，糸＂
乞如速吼低以．5K和臼ヵ吼知釦 ld,H+ ク‘a
IOA移勧ず加の Iク 2 X IO窃ヽ”‘ね”“る。 Fig. l. Change in the H+ ion 

“亀印が双足乙｀ぃ五，虹坂し匂んインか伍 countingrate observed (O), and 

I迂リ涵バね。 3kわ‘“5% / 2kむそ、か70％が correc ted (•) vs. accel. voltage 

”"凶く名る。そが，窪乙／クのガ、丸紐釦虹和嗜くれ直I ✓z.湖ii. :;祠釦
幻iグ対し-t 1／か知帥多4ゞ切，他のとシクがし汲の~.~,t｀~ 1-l(介に比レイ，稔防 4蒋
齢虹｀ある。幻の公： 4‘ ら，嗜ごク谷導入レ伝比l咄力名のふ4 俗<, H 幻ヽくむ3
危砂汗1:::. J:'~砂そ冷知りぐ多ざれゎ。 10丸乞 10'行’0バ‘えられやガ‘丸印約鎚碩
釦刃ど） A各庇9沃稲召がリクっ乙”凡言 3 

匁）ピ゜ノクW: 10―qイorr ぶ¥ 7 ャ濯天ずもクと g lo 
lり俗わ。 ~ 300 

He-i"'ら 10合。rr ふ‘M/e 4 ，峰 1, ゎ‘X かビ
M/e 1/2“虹t戸゜バグがえ刃厖。 M/e4 乙 習 102
M/e 1/2 のビ゜ノク＼丸庄ガ I兌対しイ一次の抑名 •5

c: 

鵡‘ゲし， 9x 10-..fJ面バいずれ初哨矢し 4 g 

‘‘ね。在ウば Heキ幻幻ぎ(He，キ＊紅） ; 
項釦れる。 M/e 1 & ~゜／ク 1ょ，圧ガる 1多くー
レ伝斎必，偲の小ガ‘移 3 沙ノク C H1,~涛ぅ、しや
劾らもふい炉） tもクパパ，ゑ対14む＼
仕。加とる力 1 のへ＾やぷクiク， HIe 1 ピ゜／
グば，茅入し~ H1,幻れ釦狛麟移 03 癌手介手
“浮し4 、 IO.,. qイorr ま 1頂，ゎ矛ガ‘fも久免□から 1 H屁ば仕も＇＜汲戎レてい碕
釦疹かグ／ク 1くも／いいイパ］」孔りい。レク‘レ疹．がら，羽1久ずも祈坊泣， HeA
が‘／のギ如レ俗→囃条ぷ， A多厖ら冑メ、ず力乙頓炊なぎ年 3Heンの困遂ふ移澄註試‘分抄。

1) 紅・和浴·輝，虹が臼騎冠公＊22虹紅今，釘．叫（呼恥5 月）虹
2) 系広・羨沿麟，冴雌囃碍勺裕‘\f狂l4比毛硲澤表会，わ．1 (I停手
り）免活

3) 塩）ll ，私億
4) 島討・斧役・汲ぷ斑野，啄讃該，牲， 6q（団2)
5) 坂ぷ，珀滋移，牲，% (I竹2)
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4006 シュウ酸溢＝対戸反跳粒｝引燐的効果

静這霜拠研 。賛'|国方菅謬尺

豆 党疇わ｀げ詞瞑切り分野にあ‘いて，シュウ酷釦l司祖ぁ‘よび水祖
子にあ｀ぃ疇IJゞ‘なされてい 3.
ここ z‘‘ ぁ•もに）、母切灼 z‘’ 勺Liっ寸厖｝哺殷 I＝ともなぅ鵡担粒｝ぁ＇ぷ疇践 3H1::.$
ぅ戸疇げ炉杓シ這知＇オンり磁屈騎舷和誼年。碍ぅ豆珂柘恥
砂Co r t泉によ 3鑓翼和し比較しノ LE丁効果り話樟拉行なフ厄。
1 図也っシュウ酸t盆（シュゥ醍シュウ酸カリウム／シュウI装アンモニウム）とり水

化吻 l::. 7 \I て屯）平和江餞拉あわ辻て行な...,v"'-.

守験方法 印ヰ照射煎射に l司ヽ｝仄訊科 (H2 c...20 'fJ L i 2 ら O,;., K2.C.204-

あ‘さが‘(NH少 C2 伽 l さそれぞれ守販特籾品屯そゥ 1 手 1月 I J Z.行な？ち。叩号照射 I J
KUR 0 No. z あばび｀ ND. 3 "J)王気葬送ほ~ぽ｝‘/.f出力： 5 M W) と 1月い之序｝か譴て‘
行な 7 ら
錆袢応吻戎瑾奴煤：：よるシュウ酉笈イオン 1 枚身蒋昆釦罪生戎均厄，It 2./ co べふ．

がスあ‘よび‘c..oJ→イオンであ 3 か｀‘/ 2 れぞれり7J`‘ス這骨弓 3 こ以なく，未分1奇和シュウ
較ィォンと COfイオン＂定景珂応た。ナ令哨ゥシュゥ酸イオンり定暑11, 銅べン
ジジ沙去 I) (1.:2S-H =-じ認べ‘ンジジンと 3. '7S-H 酢酸銅 9 ぅ昆合苓凌）によリ Z 午 7~
2)0.,__兄 9 吸収ぅ及長こ洸渡、宅号と行なフr"-。 3 た生戎レた使酵イオンにフ｀＇てほ， 0.01
N Hc.t苓表によふ中秒麟1J'ういがいた。これう得シれVI.-定景直刀｀砂ュゥ酸t品
切布繹紐粋和涼＇めらなおこれシぅ定昔l:::. f守赤屑知へ゜クト IVう去て‘t検訂し灰．
吸収線和箪ね ‘Li（汎，d.)泊反応汲跳粒｝ 9 シェウ函 I二吸収され玲籍渭武

I さ2.) 1 D (eV- 以o 『) ＝紐・七 r研 NA·h- !Sl·f·t.. によ？庇。 1 丘， 14N (YL,~ 

) 14c 反応の反琥7゜ロトン，忘屯が巧
および｀項｀｝隻パ泉っそれ乏淑‘の口及収線 り卜 0 •. l-i z C20q. 

骨直戯し厄。
話 里 U) 図 1 に見シ収 3 ょシ（讀
々ゥシェゥ酸溢 1-::. フ＂てシュウ 1設イオ

ン，軒骨予蒻i二あ‘り 3照詞叫即 2
）匂り l匂｛うこ示し厄。国から明らか 研
なよう L:::. 上 1＝凸な 3 分I袢曲手累とし 四

て示さい．
令 1

3 因特に注目さ収~ ~ (1: I シエウ

装ァンt＝ゥ A溢這．射し厄 F易匂令｀
軒量 I 吝シュウ醇乃ゥムに七t--ベ‘又丈
ざあフ互，こ，，：：'i.. f本／原紅f I刃 C‘` 9 

3
 

{
l
I
O
｣
w
)
 

• :(NH~)2ら04

口：出C204

ご

゜0 2 斗 6 l:t 10 12. 1if 

懇身1 時国 (mi n)

図 1 序戸厄 l：：あ‘lJJシュウ酸逗臼軒
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水索あ‘よひ｀、殴告呵サ（＝汀す

ふ恥邑平匡｝ゥ非3彰主噴戌
叩が簿江直茂 l二よるも？
l'... 14 N. (凡f)叱反応ゥ反跳
西卜、／にょ謬1J男があ） ／ま
戸 N H4 y品に見シれJょうに
NH4;- イオン 9枚射1稟沢祁 l::.
汀す）幕恥生叶もかシ中J。
紅ゥ酸達届ィオ‘／炉叶号

豆 IV や｀ー~ -, I月ほにフ｀｀てt

輝こ汀な）。
竺0 ·y令累て｀‘シュゥ琴リケウ
ム這射し Z 喝ーシ礼仄杖射
樟分哨収年よリも，如｀ a , 
4)3H 反応りi}.跳粒J- 1 ：： J3 

うれば 0．牛で令勺 4 （告程度
LE T が応‘‘易元o
炊射うむ＇生，穴‘し匠 cof可
丁ン 1克セれを‘水ゥシュが酸 9
鐸糟l::.9す応すJ 1面か‘得う紅＝。
シュウ酸ー水｛心勿 17:.フ 91 て 11，無水シェゥ戟の弗合よりもたきな分奸量が得
五に。 これ 1び，租噸してい 5 木か｝ゥ奴身寸令泉て｀｀荏 A‘ し在ラジ‘力IV Ti乙‘`9

景戸臀之＇、あ砂。
(2) シュウ詰リケウムヰ 1-::. I あらかじ‘め幾l較リクウムいを々 9 遡度（全市

昔とし互 2 ~20"/o)［知しし，考加し r之るにあ9 ,J 3 それぞれゥ分1柑争皆と
叩巧照射B寺 l吉］と 9 園（石と図2. 1::: 手レた。 I図ゥ‘) B f-/らかなように，党装
リJウムゥ遷度が‘'噌加］.} ~ l::. f走フて シュウ酸イオン 9 分1抒骨1J‘‘'顆号に
璃少 1 3 峠昂と得た。 こうこと，丸杖身汁泉みJ I ヽ/cf,反ほ｝t木え｝によ 3 シュウ岐

1 希終枚射手泉分肖予晶荘，す．）

Li (Coo) ュ

3.0 

゜(

g

l

pw
w

)

 

2.0 

亨
忠
ー
令

1.0 

゜ ゜

o:  

• .• 

口：

• : 

Li2.C2.0q. -2. % Li 2C03 

Li2C2011--10沈 Li 2C0 :1

Li2 ら o4-lt;. Li..C.03 

L ia らOr2o% らCo3

2“ 
照的時

）免｝炉内にあ＇げjシュウ較）ケウムー敷 I穀け炉
子が今向f

6 

園（ m i n)
8
 

10 

図2

ヘ—., LI、 2 c_o 3 十 c.o 

のよ 7\：：オ佳定て‘‘ざ 3 が 1` 分1軒生パ｀年勿て｀、おふ舟醇イオ‘/ 9 漆1JtJ I ：：よっ之
り分 1句午ウ‘‘}且止され；音果に渭「2 。

Q) 豆ゥ醇リ戸々と伶;;-- I句叩'.;t:}照妬しいも"I l:::. フ 11 て，耳遥戸—
りング｀ ＼由令象がシ， B寺 1訂 60分 Lヽ俎支 1 す一定3分 l袢昔た得たこ ~I：：フ II 乙万荏い四足。

1) z. D. DYCl.j/)..I'll.(_ I AV¥0-I. Chi'"-ｷ A吐Q 1 辺 39 2. (1q 6)). 

2) 合． E ． Bo yd. ,T．白． W^ 叫，丁Y.) ]. p hys.Che氾·)経1 3 8 13 (19 6 4). 

豆ウ l哀

l3 せがわくにびこ すが｀ぬすひt'‘あ‘
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4007 反跳イソ 7ワンデーショゾ 9：：よるテクネチウム，フクロシアニソ

が含成

(~rnfors如＂四己rLLm Ko.r Ls r-1-'-he) O 吉原臀二 G. K.Wo舒

F. Ba血1ふ,-tner

I. 反跳ィン 7゜ランデーションはイオン・イジ 7万ゾテーシコプと同才衷1 立ち 3 杓笈系(1刃

担） I：：祖匠‘が運動吐召｀ーを持 7 吋距戸打込んて｀｀ぜ 4杓変系炉＂化学反応を起させ
るわ知おり， イオン加速装置 l→~らず核反応のざいの反跳ェネ！レギーt和）用す 3. So“rce 

”ateri4 と r生心江と，，年、純な混合粉末系 l二古｀‘`ても戻f「 1丸＃的玲釦合翫
紅 7‘• 5 る．杓炉吠知籾·ざヤてし\ t;j:かったイと合藷r•あ 3 テクネ4ウム・フタロジ
ァ;:::ソの合成/=-ミのオ法恥直用 I -z_戊功ジオ‘ざめたつて釈告する．

2. す法とし?.. Iす乏‘)フ｀デン合属湘未と銅 7 ク P ジア;;:.ン 1 混令し／真空下―て｀・サイクロ
トロン叫好oMeV(7)重隔戸叩序す~. このざい Ho(cl, xn)*Tc 反応 l:.. よって生成し戸Tc.

1 す銅 7 タロジアニン紗末中 1 ：：入り：：：んで反応. 1iオ‘::..ないテクネチウム・フタロシア＝ン名

生成す 3 ものと札硝ざ戸． Mo粉末．I-河均直径 I, Iド這滋度製晃釦 7 タロシアニンも乎
雌径灼o,3µ 以下＂精製品t（吏用レf:;_.

3. 寸イクロ r c 噂射1知鯰輝§の化学叫巧 l 六‘げ可• 2 に示すよぅ心
.::: riつだ．丙• I I1 昇苛知主体とすげ葬釦••9 .::.れにわり 7 タロジア：：：：ンの性知示
す Tc.">化学種9バ得ら幻rz..ことf7ゞ哨りか l＝なった．わ炉わち ll)昇笥王 7 タロシアニジ
は明りか 1::.Teの放H知知，し）ミっ辱 lよオう 1汲疇因詞し9 (3)濃猛咬瓢叩：：
うがあてフタロシア＝ン錯体む杞殿ざ七るすい l:. 下の杖対能が｀知わする二とかがとめられ
る． 7 タロジア＝ン飼中が厄＂こ..,戊グIナ（l) ，（2-）, (3) の品程 m互 L"?.. 7 夕 \2 シアニン錯
ィキとまっ名 <I司→行動臼示す．（1）碍苛蛉かウ出磋レ9 --z. (3) IコEmmfて了込収年 I虐
各tこえ｝． この史破亨度 1＃テJ)f-4-クム・フ 7 P シアニンが生戌［ ＃ヒ考之る必外l=-合も

res iJ~e 

fi l伍te

|Mo 十伽Pc | 
4 0 M el/ deutron 、亀ャra 4以：i伍
s吐 L,·M ii.tion

P°“r in 1とe w t̂er t。炉
filter 

可、 I. Cheが伍l froce4町€S ね sefarよ
花-fh如ふ c斤‘＇心 C 叫I、9,.,4;,.n)

よしばら寸んじ｀・G-.K、 WP仔• F. Ba必／西tneY
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9月不可能て••あ}.

勺、 21 ：：示す分筵紅 7 タロシアニン年1 中り Tc 濯寡効卑名和る七必心魯••おると

詞 Iぅ昇筍知•l喝tられないアニーリング l= t 3 牧女字変化立よ‘ざえるために必要はも
が、あ乞こ叶わ法 1ユより得）紅移屎f Ta-仏 I I二示す。表戸tcher yiel4 とおる今

吋楳枷亨を柔すか1 30窪直疇豆-Z..1.,1 る。＆丑り‘.-e ld.とおるのが綜体となっ
て 7 タロシア:::.ンt呼 l存在す 3 テ 7 ネチウムのハ°ーセンテージて＇ このィ直はァ＝ーリン
グ｀I: ょフ "L 増加す 3 二とがわかる．平第棧（いにオ‘.::.なうとまも Co.... flLX yiei4 っ噌い沖‘・ゲ
られうヤ‘9； コ臼珀ft1)ざいのアニー＇）ンク 1 ：：上うも＾と思わ<ft- ~. 

戸し l. Yi elんs of Tc- & Re-p叫ocy ^";nes by re.co i l 勺心心叫

N-u_cl必 Mix t1,1.re Pmceメµre ら出y`el人（メ）らl“.yie(4(/)0心er^ll yfe /d.{j.)
,夕Te Mo +&Pe 出SO4 cl;ssol“r,bn 27. 、土/, J /~.,士 0,7 4.2 

s叫，·m＾柘m 320°ム
“出SO4 み;;;iぃr、 bn (27. i) （バ． l) f, ／土 0,r

II /, ann叫ふJ (9叫//,~) じ刀） 723虹ぷ 2.(), l 

1"Re WOけ＆rc.. 出玲必叫扁~ 9-2 ．廷／， 7 J7.o 士 I. I ! Iず

”IRe W+@PC. ’’7 f土 l. o 34.¢ 士 I•() み 7

：：：の知法 1すデ 7 え千ウム・アクロシアニンの合成 1嘴知 7`•ある 1ダかりて｀’びく I '可 3 ，耗＾

蛉杓レ←•ウム・フタロジアニンの合成‘l二も滋、悧四つ。 ミ＾ざいに 1;J:クーゲットと L て
タ：グステン企年末 3 し‘\t wo沖令末心1 フタロジアニ：．＇の濃砂を用い すイク C 卜
ロ：の重陽3•l＝上 9 w( d.，ぇn.） *Re.の反応ぺ足 LJ i<'Re. t 7 ク P シア＝、村 l屠心
i辻孔こっ渇合にもレ＝ウム｀アグ P シア＝ンがなベマ北 下以し［ ／ご示すような吠年
叫·られる．像和斥 Wo3 のすかべ？や弟吠甘v./d)喝令k りも高ぃ柑瑣改砕t＃えるミとがわ
かる，

レニウム・ 7 夕 P シアニンは\I t,ヽ圧刃歪ナ価状態のレ＝ウム化合物いウ出硝しても Re(99

フ 9 ロシアニンが得ら十る：：とが報倍J卜て大‘り／ こ孔 1よレ＝ウムりば今乎f至と 7タロジ

ア＝ンつ守 Iじスペースしの間'11i l:.考え狂る。 レニウムと日族．尤予つテ 7オチウム Iこつ II
てもた (I \I)フク P シアニンp,.. -fi·つとも牛定心る:..とか；桔令半ィ呈と 7クロシア＝ンウオ
lじ・ス 9\° ースとの叩ぃ遺7釦丸本珂究て｀｀如戌し仁テクネケウム・フがやァ＝ン 1江
{IV) フクロシアニシと考えるがブ淫名でJi 3. 

またテJ和ウム｀フタ P シアニン佳戊のさ \I I ：：＼｀わ中ら司｛叫効果が朴右オるかとう
’'t渕ぺ｀ •I;- t?J p‘←ね b、~ 2.である． 9“7-e ヒ弘，―C Ii 

19 江んヒ湛l- のィ直ヒな砂ヽ． 9S--/c.，オやや（庄 191直ヒなり

がらが1=1し1叫紅心;~ ~とがわかる．り伍冗 I オ
叫い）元邸·弓 1 "Jク、 Mo （凸）戸”YMo • Tc 
道移の寄与も考えらゎずっと小ざ 11 ィ且ほして＇’

ぅ．
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4008 フ｀、ロモベンゼ｀シ寿夜知：：：れ 1tる 82 n-i Br (l. T.) 82Br過程

（熊本大・エ） 岸 ll1俊 e月

1, 2 ージフ＇｀ロモエチしン (DBE) 1這｝北息桑t 0)間遠やかな同位（本支拾反応·が記
き 3 こヒ1J‘ら，原目直素のスカベンジャーと 1 ? 1吏印され 1 ，，る。 1, 2 J L かし：：＾
6l1::1 DBE ぅ容冷にあ').,....3 "土7 卜 7,... ムデー？直 l 2 再現但：：乏 L I':::. と€栢珈
れて I'l.

3) 

本研知..は 7"ロモベンビン落和：：わ’,,て~2....Br(I. T.) nBt品角：：~')生内｀ L た 82Br危i
“t_労的苓勤'E. DBE"' 行在下て•L ~べ‘E 。中i•生｝ ！珈した怠1t r::... チモ:;.., (II[) c. a2"'8r 

＾さ彰原令 3 とした。
［磨捨］ 奥化？注モン(·JI)は祠臨直緒晶声：： ｝り翔製 L <使用 L た。 7`‘口もや
セ｀ン 1な市殿品遭充'::.ふリ請愁して使印 L た． （、 2 -ジフ｀、ロモエチ L ン 1ま市殿品じ¥廿ィヒ
校） t, t 0\ままイ詞 l r.-_。 中‘mm.m KUR ^ 気迄管（勤m•生J束 2.34 >(ID12 nlcら）
により 2 分瞑．卸とした。座射した息{t. r 、--今モン（皿） [ 82mBr] tあらがし＂折準涌 L '2.あ'’’
た 5 応•~,::mo L たのち枡定＾時間笙釦•保存 (El約） L た。 （ l ． T) 町砂党）後，抽出
法 1：：より有磯柱a·ケい合維 L J その一郎t令取 n" :Z 7 ロマトゲ＇う 7 i乞 1：：よ’J伶tぶ功,~分
湖 L た． 82Br 放り濯0\滉,1定，：： I不 NaI(TL) 柁出器否た 1コ CTe(Li)柑炉翠っぎ沌恙令叩器
"'t...f-fJいた。

（さ謙］
中国幽3 した創t ?‘-4 もン (.m) c.. DBE 

に輝 L た＾瓦さ鑓袖出し E際の有揖咋0\
桂(t.直 1 I：：：示す。貝1J`’↑ ^i叫~ I滋 L て，匪
妬、終 3 !J‘9 厄に応罪煎（枡和暉叫まで認・ 100
1：：由し E(l.T。) 323Br わ‘J u•\tP内1・せ吹｀ l T:o. 碧

> 

(n, I') n,Br 速＇年I\がい違.iE. L た有知 ｰ 
甲吾は， l I古'•L Iさ‘•100 冗 h< .l::q値ヒ栢ること

か観熱 a れt-::....::れ lu 恥•系詞梨';}. ?ｷｷ,::&I B,,--

(n, r)823 Br あ、ふ u··8113r(n,r + I.T.)li'29 Br 舶知••

紅r シ千モ-:..., (Ill.）を謡汽，逍 IT L, 鯰叫
お,,て魚辻｀奥舎 [_8 7..9 BrJ c. I Z 保互された
t ̂ n，．）さ誌＇臼り輝へ惰：息運同（碑匂舷応

':: J ,)DBE 臼知J I:'て国定ざれ，：：：れ1J'• 国 I DBE::溶牽での店裳収来
布揖•展，翡砒iざ""'- r"'" たあいえぇ口 K る。
bBE ＾プ｀口もベンセつぶよ 0しt\｀｀ーゼンぅ茎魚：： h、 I↑る全府混収年とぷと＾肉係 E図 21=

示オ。国中＾数含が相対希往茂 (D8E) を示可。 いが•./1. 0\否，：： d1'1•2 t DBE I:: J-3 炉
杖‘自角び2.13.,, Jの同町拉1知 DBE "'tt戟的高濃炉渦令に入｀ 11 追籍口いた。

l 50i-• 

M 31 sec-.->--
ー ・一

ー·-----
y 

,.'APP  

゜ 10 20 60< 

time ·aft ~r p.•rocessi ng, min 

きしかわと L あさ
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図 2 f,i応•系錮製と令届楳叔孝と＾ 1匂i民
MF(DBE)""'C。"3 -(N-1) 

—— ｀
口

o l l 

iう。
log MF吋 DBE

図 3 DBE スか＼｀｀ :`:.,;;·11- 曲線

プロモヘこンセ‘`ン- DBE 奈にお,;i 82唸r( I. T、 )82Br 過程 1：：ょ遠ほ訊｀均碕布t
碑E モ Iしが知叩女と l て図3 ，＝示す。 DBE為惹輝叩 11·'t 6'全和塩紅0) 70~75 

o/。追和蛉加•あり，主と l 2 DBE 7 う 7 琴ヨン 1：：：見恥むた。またそO\ d砕，ま
DBE モ IL分革0\痰加：：っゎ辺這遺‘戸直向亘 L E. 吉た，：：：＾ （疇丘領成
報浪｀サに対応 L て 7 ｀｀ロモヘ‘ンビン［印2Br] 収年0\魂加力＇租澄ていたサ＇） こつ＂ロモヘ｀｀ンセ‘’
ン［82.Br]ooー， m- およじゃ雙性fむ dむ年<.^わに 1不 OBE 潔應佑町丘認以いれ店 b`
っ E。さらに DB~ 寇肩い約ヒtt l：：尉峠出吠｀物奴｀阜LD`.、改加可るとい這柔が得しれ
た。

ニれらの祖兒t: /\口へ‘‘~ t!."ン -DBE 系的よ(J'• 7" ロモペ｀ンセ＂ン一冷．nb月りー DBE 柔叶托t!: 7. 

舟廃ォる．

I) W.H. H<lmill et c.l. J. Amer. Ch~m. Soc..,互， 2 8'13 (l'l SO) 

2) S.C:roldho.b-er C¥rid J.E.Willa,-d, i b i d.、71.,31%(1 叱 52)

3) M.Mil,.,,,on et e1.l., J.Ch•n1. 'Soc.., 1'310(_i q 57) 
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4Q09 
究紅跳原ふ直磯イ虚物切厄和

妃里文忍 0新渇和祷 滝年

ダイうジ｀ P lレ1J c-H 栢合に挿入巧 3 二とり’’`t"ぎるがc-c.茶舌合に l;f挿入 l n V)ヒこ中［し）
る。杓t:/. 11 知 (7l、p)ぅ'5麟によフて庄欲ずる 955繹頃う毛ダ‘‘イうう‘'1J Iレであることに着日
し，校反¢じに；って庄あ巧る反衷内I豆｝のベン‘)"手マ｀｝＂ー Iレ (G:>H ：以下ン H と略す）
お’H)＇・ 2- メテルベン ‘l" 子ア｀J｀'- Iレ（愈恥曲：以下ン地と略ず）心 C-H 而＇すぴ c-c 甜玲への
挿入反応 I：：っq t報告 l て巧た。茶舌男の柑兄略I;)汲の‘息l t'•ある。
(I) : 凶遥醸遥滋渥1:'.. l t塾叩戸鱈酋う心S-H0ぼ量元農知枷 T-aる~J(t_ 7 

直1]() i ;ガ｀＂，崎枷疇心鑓鳴合にり＞這の柑知滉度が変化にi 3 影貿紅 3
濃笈範国内で Id う Ir r1 り。
(2): LI I の希にスサベンら‘'ヤーとして一痰化望尻又 la 祓后で加乏 3 と ~H がらの }s-H注汲

遠ャするが＇｀凶如喝釦 I~ 文を匂虔忙 1拉駈らいね勺‘った。
ll) h, 1 (}"(2)の粍果 I') 研福蔽虚氷党衰の喝合-,濃度の妾ィt:.するこヒヒ I’I 払的加紐揺
惰 5 が認めら札、低濃知所 C` tk“洲山1反応ウ｀＇ラ扱ヤし，叫石応の嗜 5 1J"'大を（百 3 Jう
t.思わ"r::スtJベ＼ンう＇ャーを加i K.死につり［釦べ＇ると匹汲裕訊琵の＞H 甜合·心訟
反応に I 迂挿入町e,し比 0、 015~0必S7 <1l疵遥比‘I3 収量は 0、2メ乙＇、あった．了た＞叶，の綿合への
挿入 IJも 1レ比()、01う～四如範m•Qうか収督さ示 l..:. 。このことから＞H 石‘{ U``>鳴柘合
への 39滋跳原｝の畑t反たr.: 5 る挿入ヒ雌遺，ヴ頂ぃ叶甜釘た。
(3):)-H Jiヽtひ＂凶叩麟坦峰につぃ直業終直訳石'3 (}`'液休碍を匹呵凶勺饂1
臼子 7 k.とこう研嘔蔽姦訊芳滋い鳩合にスカベンジ＂ャーの府竪ょ拘ら巧｀’~5-H速景勺｀咽枷
り 3 Jう匂瑶象かみら 4 ，特にスカベ｀ンジ｀ヤーの有在に 1,1 しの効果 l3縣若にぢちわいた
ザ＇沿1 嘔酸堀固体ぷ‘子ひ＇‘凶鳴頃哉堀固仇籾各応 1;:r:::.0)効界 Iず槃められ目かったっこの嶺

昂から＞遥醸k充痣i c‘` I3 ス1Jベ＇ン'::-,'ヤーの布在，：：;J- 1) Q;訊凶勺効里疇めら41. 3 ：：ヒカ｀
らスカベ‘ン'::-''ヤーが加叶反応 1：：チ 1) 宝 ~l た中痢材を祀のうら｀｀7J ll/から仔護するたり

砂砂芍知誼 1-=- 1-? t.この町翡tJ``>s-H ℃ r3 ｝と畔 l~ 。
鍔り凶H ぷ'1 び＇紅如究謹頃令の挿入豆 Iこ 9 りて氷喀麦枕‘わ 1) に有機紅這

u a 柄思に？り1..報告可 3 。
暉活］べ‘ン｀）＇’子ア‘}`'- Iレ名｀ 3 ()" 2- メテ）レベ‘ノ｀｝＂子マ、）‘‘- /V "1精製口以下の迫）行った。

tl] 麟H~ ［哨注）氏温厨塁豆羞>-H 

⑤詮叶止［唸心鵡塁戸バ愈詮叫
(2) 落哨t l てべ‘＞て｀｀ンど用りこ 41'~ 夏店差活；百行.., 1::。
図 慮系源t l て訊—ラ｀勺11 Iレベ‘ンも｀ンを用ぷ如石翌 I t用りた。
(4] 祇科ぃ中詣紅竺射ふ＇すび分雖輝製 I峠とま過 I} 乙｀あう。

にし）とわ 7J‘茄｀｀ひう ｀
つ

`) 

をた
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澤毘］ に塩酸慮と 1紅その放靭t.咋的収辛

芭船堺 ~H 塩酸謳 臼3v品顔t極
むし必 1,000 0,015 0,117 o辺7 0,0lS o 、((7 1,000 0,0/3 0,107 〇`266 D、 107

NOC頂叫 I I /2 /2 8 

沢H 0ふ
I 

2ぶ 1,0 3.3! O、2 0.2 
(I ・ 5) (DA) (Z,7) (3.3) I (2,Q) （み0)

〉苅3
I 0.3 0,/ 0,3 o,3 0,3 l 
I (0,3) 90,4) 

表I[麻祗寿叫這りt函祓即ば的峰
頸岬 )-H 十淡沿十® ?>,-CH戸翁以十◎
も1頃 {, 0 00 0.060 Oん97 a497 0，妨97 1,000 o,o!so o、 353 〇,571- 0355 

t{LO 訊1fl軒＇ I~ 50 52 

>SH ふ3 3,7 名 8 l、2
(.o(,'9 i.) (2,0) (3.3) (3、3) (Ò8) 

＞匁ぅ 0,7 0,5 0 、3 か3 o,z. 

野詞如諏2ぷ和｀魯3 ． * ：ふ門＇：；咀ぷ;レ+ H西I3釦砂・9 ()如牧C~10l)°c. \~2切
↑乎収 7巫‘丸 3XIO'3 7t/c,ma,,ec か咄勺＼召鰈

凶似＼＇ンセ’‘ン念愛の石 1しct: o,o応 0、574 の節困囚匹哀孔辺疇、Jの〉淵への挿入り曲濯
紐繹疲t疇n 蒻果と Ta- 1), "1. 17 ベンぅ‘’?- t加えを牙、乙＇も収~ v..もC.'f'/''認められ r3 V) 

こヒが 5 〉鳴への究；繹胡i ~{})挿入 13 0、0応o、514-のも 1レa::.の瘤l t"\3 t叶厄応 I::. 子 3 挿入だ‘
虹｀あ｝ヒ思かい。うt >H ベンむン寿茨から0)芦如圧滋 I3 狂福酸福考夜tに報·ず
るヒも 1しct O,ol,o~o俎7滋渾Q t‘‘Ig愛定にj I渇渇厄ぅ n n のQ毛にこの奇、に7,. 1Jベ｀> e;• 

ャ— e 加える't:. >SH の庄加Iげ‘t 2 豆砕 l;J I fo台と右}.こ墳乎、rJ ~Iげ釦痰盆店各
如＇のスウベ｀ンO::'1'- f印元t tをの収手 0勾（ヒ下をゎ差 9``' t l`’ てV., 3 ．このこ'c., l3 考連
としこ日しI i:,如i• } ?}'・ベ‘‘,,,. C`’ ンの｛小し‘'小の厄応系 1＝浜V)て栽’料との何らか0\才目 5 f輝v.:

i 3 祁迅と足心小る 9｀二直し'1vi l 1a 現在のヒこう琲雌 r6 和知習られて\.I Ta,りウ｀“,
も紅ーダ- " l て牙ぇと氷今 3 か＇戻常 9乙＼すもデ＇しーダ-'c. I て SF 用刃 3 qで 13 T3 くある中
印の狂似e即甚 l C i) } ｝うに恥収 3 。ンt v..ベ‘ン炒ン苓哨斤｀ 1::. 1 りt t ①幻1CA.ら和沸、
慣祠げV)、t謬⑮，這表奇、の；ぅ r3 現玖バいめら小戸｀も叶知 l V-。況H) 系に 1 り
t l3 泥の涵酸旬現浚慣眠からも加H 01 渇令，，，矛う＠切蘭伴からの >5叫3 の圧沿 11 T立
ヽう想 I れ得 3 cl) Z｀｀こ心1科 lC '1りて 13 切me.ふ冴秒昂で行れ町)`')-v:.. ?>-,H べ‘‘/ t‘‘ン系に
”9頃岨這知同様に砂砥碑臼') t紅知嗜ベィc 疇の 5 れ r3 9` ？乞
このこ℃ ？｀ち ow双4勺現象 l'J晒今の｀W窪 L 1.し I ~'(_を 1二如毘があ 1）會7,.. 1Jべ｀ンううー(J')
麻邑項らず‘ンHJ比0 1'1 J 0'岱s 反跳兎、 3 ワ｀＇叩訊臼住し、二中が加墾に r って》5廿t
「3 } 1)`’’厄Y..平f邸が" h吋乃応 Iご 1 3 ものであるが知｀豆饂乃;} T-c.-lll v_スウベンプ＇ヤー e 加
i叶召子フv.:紅 l戸、ガベ＇ンラ、ヤーの店在しl;} 1/)'c.毛； l) も応H"'‘収局ウ｀d釦n iる：： t -f}` 

祝厄認 C`' を、 更にヘヽン C‘ ン垢で 13 この［ぅ r1 甲蘭店の庄茄か‘'向 V1 こヒからこ中らの桂釜渾
亙埓1. <l-¥ ~ }うに思もれる。
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4 0 I 0 “雌騎I~-~蒻ぅ麟疇屎一 H咋r- C由および｀汁唸r
C山全に和頂添叫珈屎
（東北碩1知町 9/\水羞易並臼燭

グ｀う 7 印｀ぶこなった。
う、杖叫 H叫い］：：：和う讀ゆ呻和知た．
四＄r-国永 l＝り這疇糾屎 (Ht.z鴫＆／c. H'1ｷ = o. I) 

知判バI{L逢和＂＂ほ紐牧身'(H］吟ir--t”'{折吃戌糾和紗
(O1日） ( gn_̀ -•--•一・ーば ) (%) ( 佐L__im_ ¥%) _4泳’i6Y_

知紅0 ，，,10 ―ーィ肛

(, Oz, I伍 0 -4. IO O I~ D 7 ¥ i夕 01 g 4月
0;z_ 1 2,g o ィ｀成。＼tt今 00 0 、J. o う、虹
Kr-* I 和1 0 4夕 I o, $'0 3 ヽ 11 -f、 69
CO I L\-、 I òq, i z 、 bo o 咄 1ヽ的 I 1” 

一叫＿•一•-」今、 8 」、 0 t _403 0,6し3 \、 K夕 2、乳！ー一
･ Kr : 0`2k 心i z:..`、直

い炉rd-よう Iシ11呵ももfシ紆＼ヽ Co2 、 01, Kr i『\,h！知｀＼瑾碕虹瑶し
心社り‘つやが 1”"し只もの闊叫ふ遺〗行爵濯叩課臼 v f=, 2 

的惇繹がい紐叩卿 I冷わ分濯． C出巧やt．添枷拘ンが｀ 4 介ンりラス
午心祁沃v ，しHA叩じ渭Y”“し｀の正和<“iちいい｝とが乞ろrJ,I.令. ::.ｭ

磁和tいIこししや位叫森9＝かれ 1司森叫L湛｀ V·"ベレf=c

や＆‘‘手イお•こいどうけ人じ・ろう
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4 QI I 環板如ば素ヒ反記Brの反死

り原碕） 0 佐伯正を・ 立）IIOO造

（繕言］ 繹梼吟の反応時のエネ,1...ギー厖叫に対すか知見を思る力私のーフ（~,―文励

起生成物の分解遺ぺうンとである。 瑣糸ら l'J:,乞 K 反固色Br と C-§H庄よが c-C3 杓Br
の反免て庄了｀う励起 c-Q H詞遠角過程 I二つりで葬昔しで。 今回 1か c-9Htあ•Jが吟H,o
の反すI:: K つヽ？ての綿果を殺、訂ぅ。
［史康］ 臭素源 I：：：は主に C 叩冦用、1 T::。 反応体の忍辰広次上の互力での突殴這ノ
ら出さ一定の割合で加えた。 分却定董ぽうジオガ｀スクロマトグうオーで竹った。 主
放勅疇定 1古町応洟光物 1:: よ丸矛麦と保持弔直の廂の直媒関件によった。 さら K 不
飩和9以杓は I2.スか＼ーン右ー't. 0)試料に，照射悛恥紐える::...ヒ K より，ラジオ炉 7
ロて卜 9‘・ウムのヒ’ークか封痰す 3 ンとで刃虚し K 。 芝の他の方伝 lょ従来の方広Jo 従じた。

（蛉果J l1) c.-Gi. H8 系 ：土生戎物ば Brz 以外のスカ、ーンジャー系てば c凸励Br, CH,CHBr, 

CH3 Br, i.so-C4出 Br あよび’丈”ゅ心出 Br であり，そのク芭 K C2H5 砧，函心出 Br 石•“”2-[3H7Bi-
などと生すう。 Brえスが＼ーンデr 毛て 1な上就主武灼のうちc'.H2CH 13r とJ:rM1.s 心H沿）填ム
之れな豆Y, CHふ•CH, L3., I CHふえ和よが CHB巧なぐの多躾死物を主ずう。

スカ、ーンジr t末加しな｀ vヽ系での収学と未加した手．での収争t.l:t.藪9 うと表のようにな

')I 2 つの 7`.,L ー 7° l：：尺別される::..とが分う。 オーの 7―,Lーフ°)まスカヘいンう｝ーでナ分加

えても、老奔加り砕り瑾の知9 立てみ＇），高エ:?f- 1L ギー反応て生じて、）ると考之ら

れる。 このグ、L - 7`K ば CHュ CH B. I 丸匹s- e社17 Br I iso-yrl，品ぷ·ょが c- 4吻らか必 L I 

叫CH＆以外／古反凡系の圧力ととも K 収李が増加すう。 CHュCH Br ほ嘉湛復りで尤 r 力｀ k 収
卑疇‘ナが認められろが顕素で l':J:~へ Hュ3-,.0みス 1 ヘーンラオー乎ての CH2CHらすよが
c心出らの元刀効果を図 I二示す。

オニの 7^ ,L - 7゜に属すう生放物はc'..Ha 氏， Cサ蒻r ，函o心 H,,Br すよがれ心H惇r てみう。

ーも広収、争涜 •I' さく，令圧ヵ借必でほぶ「・定の収享モ示すンとガら，鳴エキ，し令・一反克以外

表 スカベンジャーと奔加しば、l 手の収年と
和P しで手の収卑Lの比車支

の過洒で生じて V) ると誰定されう。これらの

訊物の恥スカベン：｝ー守ての恥環襄炊

耳咋功や和

CH_CHBr 
2 

t-C.H_Br 
4 7 

i-C4H9Br 

竺Br

CH-Br 
3 

c2H5Br 

i-C H Br 
3 7 

n-C H Br 
3 7 

（なJi.. : &oo'llvm.Ha) 布狂 1ざ非席に頸蒼であう。 さらに叫知函
free H2S H2s+02 I2 も同様 E著しし、スカベン各ー効果を示すt t 
1.00 0.55 0.41 0.40 

1.00 0.46 0.52 0.30 もに／照印皓角豆長くする．とこの生A 灼卜醗
1.00 0.53 0.39 0.50 すう惰竜~ビークモ王ずう。
1.00 0.45 0.36 

1.00 0.36 0.16 

1.00 0.17 0.10 

1.00 0.26 0.26 

1.00 0.23 0.08 

0.42 

0.16 

0.09 

C.2.) c-C汎。条 : H姦十 0る豆力ヘーこ守

としモ手での主庄六物 1-a:- CH, CH 氏， CHュ C/-/CH,Br

いが c-C5 H，昂て、あり，その他に少量の

C叶Is B, などを生すう。 C2成を一定叶炒
て加之下反充そて，万力,,,対す 3 註A’ 物l1)収

さえ芝・柔 2 カ‘つ たち1J‘わ·えんそう
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率IT)変先を楓べた括茶C. -C5Hq Br)i圧力とと令に収学が増加すうが， CH2CH屁バが

CH2 C.HC比Br ぽ全圧刃筆国で ll ゞ一淀の収学と示した。

3
 

C—｀。二←---戸対―
1 l ¢/¢--戸

1 ｢/  

`―.―•一●＿•一蝙二2；ど゜ら

^ 訣
V 2 

゜ 。
I 

1000 2000 3000 

7o虚 Press. Cm叫が
C.一ら Ht +90松示にiii・ヴる C-C4H780& i·よが

CH ュC. H町出の圧刃効果

（活茸J C心H8 あ・いが知の姥

専外の光窃•よが終分解ぐ匹環
の尼製か起うンヒ允今パ｀‘う。
c-C研祁しの翌分解につ 11 て）1,

H ⑪の疱蘊豆わ足こるン e が叙旨
でかて、沼。 これらの専祀ガらノ
一次励起註渾（ C-口7加＆）＋）ま
次の 2 つの｀過程の Vヽすれ力‘またば

面方て分解戸むえられう。

CH,CH屯r+c計4 U) 

(c.-C叫゜Brf<
C出6（ハ）十 H気 l2)

一方反固茫Br と c-C3H6 古よが

c-C3 出 B『の及淀て生すう(c.- C3Hげ怜Jぢ励起エネ、しぎーヒンれまて l：：瓶弔でれて Vl 冠岳果
tともに考寮するヒJ生瓜物の助起エキ IL ギーと友祀に莉与する虫茸官の娃希エ矛，し打ヨーと

疇 K, い複の相間扉が認められる。 シの姉要ヵ‘ラ c心H8 子．ての一＞欠庄衣物直起
工子，レギー）i約 5 e7T と註定でれか ン(1') 4直と分箭濁液疋 l1) の呼t尿定しての合t算締是
と，梗験経果l;J:一致し符．v')． c心H缶Jl 然圧倒l て力‘な｀）癖斉ロヵ劾果を示す1t/ 

cH,CH 氏の収宇I J: ~ 1}L 1° 対たすらもtそ示さず，店圧惧1 でんず力‘K 収孝の 9区下で示す。
したがって，一次励起主式物の麻起エキ，し寺'- li的 5 elT ~中 Iに 1＝広，、てろガ＇）で詩フ

て和り、及充 l1) あ•J- ii l2) の邁程で歿争的に分解して n ると予租され， 1厄測での CーCi. H虚
の圧力劾畏,i 1,. b に及 F喝）／こi 3 ものと寿之られろ。

長がオニの7" IL - 7゜に属すう生 A 物店及泥 4c心H8 の放射線分所に起因 L 、 &2 スカベン
シi -f1 (/)C l-I函 CH2 かの生成J;J:次の状梢て冷免眠されう。

c-C4H11 ぶし――→ •CH式H2CHよ比一旦ヒ→ •C H2 C.H,c.Hュ屈ーー一→
らH4 -t ·C.比 CH,Br J • C H,C.比 BY Br,. `CH忍叫BY

c-C訊 IO0)煎い：かー光分解の主過程;;):店の晩蘊反応であるか、 C心よがらへの分翔·か蓋褪
しえな、し裾度に起 3 こt力吟パ‘）つ。 一方 C-C研社み 11菜加解して hBr さ廃滋する,:. t 

灯板冶されて〇る。 シれらの事史と逆．険結果とガら(c.-C研f 30砧）＋の分解過務Jむ，（C｀,If?gr
の喝合と周1i.k知ニフの謬直争反たで丞いと品読できる。

Cc. -C叫゜糾ー＝二 CHぷH80Br: or 訊4 十応CHCHユ80Br G) 

CsH8C0) + H邸Br (4) 

さら K 王式曲の教がナ芍ヽヽのほ， cべはH,o が c- C4出 K 比底し汝射線分解 K Jる用環ま

1. 11.朋梨 E起し難n 事実ヒー致しての弓。
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4 QI 2 反誂トリナウムと水~ 0\反応

（原扉・吏落） 立）Il 罰逸 0 荒殿倍幸

反応リチウ知り有携化合物との亙充． Iす主としこ｀気相で凩浅さ収た。主亙応． Iさ水養引
知応＊角盪嗅反応である。疑麟ては一次反応過釦紐」鳩合研1 じ＇であ＂が．町
突積度が周、た(?").景径旬約·柘分布は匁少変化する。他す登祷礼食物と汀応 4バ例
日井かヽ)f tJ II 。慕K炉重幻応卜り今ゥム疇lて朋ふ．）か令却＊和·主成しモト”. ryム叫営的手動を理得するため｀亙跳トリチウムと＊とり吠迂釦瓦
先 F 応恥o... 5'}す． I M 叫また内国紐の中虹町恥より H訊TO == 0.10 士 0.0|

を得て＼l ろ。：の直。｀為ェえ 1\/ ギ｀ー互た． a みでぢ＜．把ラジカ叫直紅応． 1こよる全肘●
結異廷も含んで 11 ~。今回両豆紐1-::.. よ I) 生ずる全威量 a恥·ぅ紅知恩水，直＊
ーアセトン混令尻t棚ぺるとと屯［て、軽＊ー重水系での同住休効晃さ誰レベた。
［喫験）雌積～I~~ ~石葵アン 7' ル 1：： .o.o可 M Li N03 喀液 l~10叫頃封入し．
JRR-4-Z" I~60令閤輝這免する．儘中印束：か 1013.,,,kl11.そ瓜C，澤骨転o囁）
韮後．紅印輝tテア 9 —木•ンフ°で捕専；し・ 7 ジオずズクロマI-グラアィ-'"よリ｀
令離定量する．紐鐸知．英．習．再締晶去を用 II て精製 L たのち．森体ぅン 4 L ーシ
ョンカウこqーで泣射能涸定する．

ラジオ方ヌク D マトゲラフ：生紐碕島．紐伸暉，名さ 6 氾のア 1しミt 1.J？ム
＂ヽヽ汽温で行う。討射能潤定 1.t.内窟棧 l5d 0)ヌ了ンしス製ヵ｀ヌフローカウこ 3 -
1-=- よ 1) が（あるヽ, r.J He) -ら H8 ；昆倉ヵベてき計敬か｀ズと 1 て行う。
／＼゜ーセント収幸~:.::.種措い放射能測定法ぷ率の達、 I "I補正定敬註のるたの、海知
~+しーションカウこ? -tｷ8.<i3 J(/0;, co疇／m3 q如瞑tもっトリチウム水.'T.5～恥3
を． 1100°c ,, 110熱した黒會恥- Iして迅元し・全じ~ HT 遺射能セうジオカ疇7 ク D マト
7"7 7 己直tた．図 I, 末す）、°ーセこ卜収率.r.個々のアンフ• 11,,“全1-')チがム放佑知
打する生釦わ Iヽ。＿t ;..ト収率である．
（結畏湿廃］ 爵、重水からの HT/HTャt\TO), PT ICDT-t-l>TO) /cf. t -k. e,1,<. o. flｱ o.o I, 

0.13l: o.o I である。：札らの値は原 3 ttドよる中性這射蔚閾さらに（J.原紅炉照知徳の
パ繹射（<C. 3X/0叶），てよサ渤果きネざぢヽ 1. したか＇って．竪射中まr- I迂盤射知＊汲
射堤紅解遠与 1迂視できるも＾と考えら札る。'0)こtiす伺ー朱件下て駐＊＾放射禽分
得 Iこより生す"aH2 ＾訊‘が 3 時間照紅まで直繰応増加し． OH 9 ジカ 1し吋g,＝ょ逗
註｀の舟消；は Tよヽ＼ ::: C e -m る。
駐，K, 重水ーアセトン茶 目 1 に登＊ー了セI-ンから0\盆如知屈率t牙、す。 目中 X 印

ば、 T* 十了ヒトンの亙応，により生す~ ~-T似冷衿遠率t束レ` J.oJ,.J.o. -T／砥CO暉
這ぇす＇ーか 1夏定 L 遠｀のたも 0 である。熱水素原~ Id アセトこから磨局に北養き弓l ぎ
寂き (hme由co~3""咄x tO, r.{1. Seさ）．放射練化営t" Iさしぽしは苔紐食原各のラジ＇力 Iレスカベ＇
）ジャーとして用いられる。 した nぐって図 I Z." ttT "'危．救叩釦n 吋下＋叫co叫→ HT.,.

たちかわえんと＂り•あらとのやすゆき
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如CO⑮• 反応．によるも 0 であ 1J. T• -t H 2. 0 —➔ HTO ;- H・反応 I：：J ~ HTO が直と

精争釘涌謬。 L たがってttT 版率曲線祁¢直縫祁が外そう 1：：よリ、 Hz.. O 中で 1さ 32-1.2
= 2.0い T は．燕亙応． I：：よリ焉終的（：： HTO t:生a''るも＾と結論エれる。一方鞄＊からの市
辻率は 1品減／fのエ2 ")が加 1：：：よ 1) 0.11 士 O.OIF ふクする。ミ収 5 違い澤＊中IC
おけ a HT, tiTO 11\生載過経 c l て

慈I え 1しギー万応• 高ェネ 1しヤー反応 釦畔率
HT > f % < II % 121/. 

HT O 20 1/. 6 6 1/. 

と荏定す 3 ：とができる。
qo 

紅ク

50 

］。

12. 

lo r ヽ
ヽ H1/  

ヱ 8

6
 

3
]
L
 

一方．重＊ーアセI-ン，そか 5 の切3COCH汀紋
率と．烏k ーマヒトンをか 5 0\そ<I-\ c"' 如鞍
から．匿＊—重＊閤 0 モデしーター同位体勃
見は約 1, 4-と推定ェれる。 I Ti:が.,て．酷＊
，直k から"" HT, DT °'収率が 13 ぐんと考レ
ヽ 9.:: とGt.心とつには．万応ほ凩位件初果と

モ 7＂し＿ 1 -同往体助果が相浚I て 19 3 ため
とも序えら山る。
屈 2., 結果g．軽＊一重水混合系かりの、

HT, l>T(}) 収率さ柔す。あ魂から．恩力•け上
0 0.2 •O.4 0.6 0.9 1.。 思k よりも重＊q （百うが．租ぃモ 7" し一 1 -
比0 1'11.f. o-f CH血Cti3 CH3COtH3 

薗 l. Hzo-CH3Co疇 z••(/) サ·令加斜5 3n 界を有す 3 と締諭さJる o 魚梵，＝ （3. 出o-
HDo ー恥0 17'う応｀介の混倉免こ•あり．隼，：：．
避木，重＊のエ｝ ＂．．ーオ貞知加率と（て比鼓
するミと（すできで；； ｀｀と思われろ． しかし．）R

率曲線はなあらか↑d吉化さえ（ておリ．定•）全
的（：：g臣0ー柘0衝吏によるエえ 1い乎ー領”
率は Hl>O- HOO 衝央効率とほぼ同 l" ℃•あ a e 
足えら収る。 1ヽt· ill r-l ろ．：昆合条からっ
HT/DT "'脱幸比，さ・ セの与if D-H, 0-D 0)反
紐輝砕果t示芍屯っ→あり．厚均

一亀,
L
 g

ね

I
o

o

g
昇F
g
g

4

2

 

ツ
『
差
をa
d

‘ ヽ
ヽ

‘° ヽヽ
ヽヽ

. 
‘o ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

‘'o. DT 
、

、

`‘゜ヽ /,'ii'工 0. 2 とtJる。

0 0.2 0．午 0.6 0.'e 1,0 

'DzO 憫．-f.叶 H20 HzO 

競． 1,2)(I呑叫／hl辻年、似0如0

混令糸がらの HT, DT贔年

た庶
I) T. l'o.袖a叫， R.M. \il)hift恥d F. S. Rcwlo.-nd, 

::r. I` 叶J• N叫． Che"') 且 210((q61).
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4 QI 3 浮紅ょか鱈鵡 lこガ 11 l,i爪ットアトム化学（オ 6 殺）叫紆
`!l£91 したトリスアセチルアセトナトプ／i｀ルト (IlI）の A‘‘ ンゼ、ン孔濠
守にが1 み 60co 反躁化学種バi知直匙

（凍ズ理） 0 冨，K i建・西保天•本括苑子

われわれば金属釦わ麟麟和臼 lづ汁r み反跳化名稽//)反応ぐついての系絃的遣
究がらノ、11印射した藷彼中t｀も翌射した固ィオt f各御；しf'ti店牙中i‘も，反沼t,fと冴翡のサーマル／
fd 紅 lが含烏虚fJ £、(/)スガ入、フグ‘ヤーのう和fJP It J ? t 1輝Jプれみが｀，不名走fJ金届即（旺
9j鋒釦知迎の貌1立J t含る） E 矮tJりすみピ釦促進 1 れみ z ピ E 見少した。 1-3) トリス
アセチルア1! /-ナトコバルト(JI[), Co (a. c a.c)ゎの入、ンゼ｀ン藷系渇？ 1こぶげ h 6°Co 反別紐矛遭
の z のよう 1J豹加，（／）酌幻履の反跳化学糟［ 6°Co(aca. c)3_n Jピ面維のアゼオ lレ
アセトフピ(/)函締令口含烏瑾(スカ心え)じJゐ姐誰のアセチルァゼト?の稲浪
幻i、 (3) 和狂fJ金属ァセチルアゼトナト鋒係1J’ら〔‘°Co (acac)3-n ] ＾の位ti} }"IJ 

I) 3 釦鯰I),r,Jl.~せによフて投雌i‘弓み z 't 1:すi` I1 弟及各し石がI 3) 反広のしくみを乞
釦叩孔するため 1< /1 反部化呑穫[‘゜Co (ac~c)3_n] ri町雌 E り月 5 が［こする必要が
ある。最近，心ど噂知 l1.ガげる 6oco （亙）（'a. c a. c)z 旦竺立＞ヽ{)Co (JJI.)(ac a. c)3 反応 I こ
11 呑祇中の碁笈老が｀臼X i‘b み z どか｀わがリJ

IOU 
？ら［1. ~旦 91 し h Co (acac)jの A`、シセ、プ和砂 1 ：：
紅み1}テフシ a ;J o 紗 ll奇妻化 lとク1 すみ湧"//)
臼t 41 尻した、緒果、反囮属噴直4t囀 I_• 戟
クいて知 h る知見t,I昂い） f多及告する．4)
工壁 (f) Co (ac叩 C).z n (()(acac)Jへの転化． ィヒ 50
呪o 汀會滋｀しrr- 6°Co(ac a.c)えの o. 0/S M 11‘心＇ 率
滋ラ夜に 1 ゼチルアゼトン， M， (acac)スわるい［す へ
Ni (acaC)2•2 HJ.O fJ 2｀の系1JP物を加えノを冠 邑
3 在 1づ-rルi｀プ嗚圏氣中fガ、ラズ危届｀,~ #入し
砂 SO/ ioOC I こ 4昇？在のら，；和紐出ラ玄 1)
l~ よってケ誰し 60Co(acac)3 の収奔（知直）
t放肘iiむ晨 9 たは吸収ズ＾゜クトル帝IふJ
？て来｀めた。 (z) 旺加 L た Co(acac)3 "';i`‘ン
炉；和和ヤi‘tf) I} テフシ 3 フ芽化．虹叩炉
RSR #-/（秘叩Itまj t S X J0 11n/cm冨） i`ド．ラ
4 アイス；＂i‘げ向畔した Ca(acac)3 をヘヽ＇

シt‘ン 3 tl1M, (acac)2 E 令ん心ゼ｀ン 1：斉複牙
し，多訊キ 1 右はアルブ｀ン芳·困氣中i‘ガ、ラス斎
恥印 L 50℃ K 係？在のろ藷-1和綽i玄 1) { 

ク誰して 60Co'} オンク 3 ー／ t衣＇のた。
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—正館，恐加 、｀
f l.5Xl62M アゼテル7ゼrプ ｝アルコシ塀麒

濱度： 50゜ C)

とみfd/)\、たけし•/-:しやすガ．tど lづしえいこ
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移昂幻 c‘ 考桑 (I) A（五‘7 斎痰中 1-t.ガける

Co(aca叫 0 &(acae)3 ヘti) 9訛．図1 I< J、す 6を。

Jぅ K, [. n 紅 11 象虹 h｀ょt｀藷紅疇疇 1} 

K よ 7 t藩 L 叶、＂ t知ん。それむ‘l1，茫IJり デ
匂fJ〈ても ‘°Co(acae)2 n 紡 60必が‘゜Co(acac)J :50 

l1 和とすみがJ附(:aca.c)z やアセチルアゼト‘/ f ョ
裕1J/J 1 ると§恥葬t1/3 とん·t'too¾,追（力ん。
Co (acac),z, J..リも々走“}Ii (a. cac).z·茄0 ｣ f存1JIl し : 
1.令影堵,;;Jい。 アルた4恨l 乳中国，アゼチ も
ルアゼトン E 系加して夕O゜してご屁時間ゎ、いても 3 7 

t<Co(acae)3 A 尤欣‘11みと叩れ材い。 Z r/)反 ゜ i柔附 1；の4 9手向（日） 8 

f.,. 0 し（み lくクい1. l1, fJ叫繹遣翫 Iむ恥｀ /11 2. 煎射Lた Co(aca叫（畔）の O.2M A‘フ
わるが｀， Co(ac.a. c}3 dl 切成｀pi‘岬（acac)ぇのようfJ ゼ滋紅わ砂ん 60Co /jテプラ 37n 細紐
卓fヽアセチ lレアセトナト釦オ疇1JP 召足進？ →壬釦紐
“z.ど z ， 多系（蔽素）が府在しりt/1と Co ほcac)3 9-3XIO-3M 均(acac),l. }虹（航表）中
l1 1 ，たく琵｀しfJいとt lす 0月クか 1`‘ わみ。 ＿0- 釦和10
位）迎 91 l, h Co(acac)3 の八｀ァゼ、フf各液中 11-ゎ‘ f 3XIO-3MM3(acac)z }アルゴ 7`れ鴫

lfみI,0Co 和趾化芳ネ更n 酸化 1灯厖． 図 2,-:. I4, (50Oc) 

仰 L [1. Co(acac)3 の入‘クわ徐知中 1`‘n ll テ 7 ク 3 ブ経 9チ考化 I1111 るを員心級表ど
祐条t/)矮加刺,f)受/J昂を示す． ‘°Co Ifテンラ 3 プ (‘°Co(acac)3 の放月1化名的収奔）は A｀プ
む｛t；和醗牧のiゑ須t(/)紐盛畦向 z z 屯/"..哨’加しp/ateaU I1 泣ず、（が｀， II テフラ 3 ンが曽1JP
釘 lレ：i、プ偽囲気オJ II t窄負（殴嗅）中の方 9ぐ星影馨fわる。5) 3 h，ア lにi‘7 中i｀屯含気中
臼tvl~ (acac)2 の系加 I4,) テッシ 3 7 噌加を 1足進する。 墾 91 した Co(acac)3 のI\‘｀ンゼ
濯~'4' 1-:. 府在するピ恥り§t1立｝禾足の反課訊矛復［60Co (II)(aca. c)3_n ］（かI)+ ャ [‘°Co(1II)ャ
(acac)紐げ（炉1ノ 2,3) が acac―と＂向絃い M1 (acac)2 カ‘らのか叫心 l：むて
‘°Co(acac)3 を庄松すみ品、§和玲9釦｀ l1，そ水ぞ‘Jt. [6ーCo (HJ (aca.c)z] や［6°Co(11[} (acac)1.]十を
箪すみ Z どが矛ぇられみ0 .t祝（1) の紺わ‘示すよう l.-.:, Co(acac)3 が｀ Co(acaC)えから
繕‘すみの“"の府石千[-:. p艮 5 れみのt'9 アルゴ、ン中 l--:. ガけみ ‘oco I) テフション曲経 Iづ，
叩（孤）紐恥うみ重/)'ら [‘()Co (JI[) (acacし］＋ £給由 1 る ‘°&(acac)3 の 4 放｀を示し／各月
寸 x アルゴ、フ守の ‘OCo リテンシ a ン曲鐸の差 n、 60Co(II) 反紐化矛i重力‘ら〔‘°Co('JI)(aca. c)』
• [6° Co (II) (acacJ3]―皇ら、0co(a.cacJ3 を経て戸欣‘するその lーが目差 1 る。 z 叩り、衣呑
恥ヽ;^‘心‘フ藷魚中の 6()Co 繹紐すみ重I)、り（ピも So% lづ 60Co(II.)ヽ麻犯 z 尼ゎ厄。
文魃 1) T. Tominaga., -r Sakai, K. Fujiwara., Bull. Chem. Soc. J apan,~, 3036 (/970. 

z) T Tominaga, Y. Nishi, Rad,'ochem. Radioana/. Lett.,呈 l5l (/97l) ;1.1J 28f(1972). 

3) T Tominaga, Y. Nishi, Bull. Chem. Soc. Japan, 蛭， 3213 (/972). 

4-) T. Tominaga, Y. Nishi, E.tvto-cohashi, Radio由em. Rad ioana I. Lett., 1..ｧ, 15 (1q74-)_ 
5) 迎射し1t Co(a.cacJ3 n 固栢fの秘アニー／jング、 11 紺素にJ, 1 ;FrPM ぅれる (Nath ら）．
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4014 硝駿臼：：：：： -I し） K魂啜が岳今＊’往領寂‘、生じ｀ク花該翁の北燥＇形態，

空豆虹廿 而什舷、隠魚噸ゃ今豹信嗣 0森譴谷丈

緑言）昨年碩1論／紅、ぅ繋魂ウラン紅麟ウラニー 1し粁疇l俎命夜乙して陳各l伝翌、q、T し「：：：
吟に全点｀可る該有松庄叩和うち T€の化詞泡 lシフ＼）て船告した。そ囀界から不亥令裂て'
麟戸｀可う投バ鑓叩いt翠形態をとっていみ紅直知紅が、そ磯の連
心瞭によ＇）記万羹遷いい(1) |ぁk奪恕翡丘疇疇疇による紅て｀•お）、
該鐸て釘紅双‘可釘叫—叩T..e｀に輝悠をとることが浄l 眼したのでそいを奇＆告可
る。なお‘.屹(f)椋吋魏·1€稟効界によか揺t.(J) GA直が＇菜めら麟。

輝）灼咳麟1麟反l) 'l'...(すびん汀同様てあるが．試刹如麟：丘喫麟力豆戸噂o%)
/]lぅ農夜が笈たた。令放付秋籾1 1' 51,-を 1回収して菜めた。

彗）詞炉尋課砂燻鐸袈て釘釦麟蒻向 Im 馴‘かり応蒻穂をとる 2 と
邪繹lざか日が’｀ ④包蒋T.e.,ヽャになうのか、⑨i珈綿約界等の薇如2 Jるのがを匠馴てヽ＇ざな
＼＼。へかを叩らかにすうため～酸化・還元を賠、租可うのにー応食知思わかい遵(1111~)
紅e竺 Tそ6t m引年を訊灯l2加えて懸豹しfこ令．i果表 1l：：：示すまうに花‘汀： l) も Kザの形

6+ _ 4+ 
Table. 1. Independent Yields of Te,;gs in Therma1-

Neutron Induced Fission of =-"--'U. 
131m 131g 132 133m 133g 134 

Te Te Te Te Te Te 
6+ 

Te-ｷ o.o2 0;12 o.39 o.22 o.73 o.42 
4+ 

Teｷｷ o.25 o.37 o.66 1.78 1.38 6.66 

態豆1 くとるこ汀浮I った。こ小緑兼と将滋 0 稔累又から．該分裂匁衣＇初i]が｀照恥「中 l::. i魏f
線効瑕 l::::. よが薇化を冷ヴて＼’る：：：とが確認さかに。前爺U岐喩て・吋艇、ヤgA恥 T：：'/J) l1-訊℃
鐸咬茫のAc認態を℃う:::::.Z: I：：：なった叫忽ゎい。i如館効果にJる選和註嗅1.··1
令ことが別 l：：絹如此。

四和泣叩這謹I2 ょ I)諏礼麟鐸l：：手匂して紅瓜戸ラジがし浮 l二：勧
船片吋籾l•中 l1局在して高藁虔滋収豆ラジカ屁があリ、そか戸うちの酸化l如浣し）
も0\（例えlず OH ラジかし）によって丘内飼媒片が稔‘十に醸化さ Aるのであらう P 前斎
による鉛遠，霞ほ炉叩放師繹紐 lっt澤Iし．使窟 l2、よる磁~｛逗虔叩麟裂穀及び滅醸
｛濯濃知叫列砂心にパ＼二から雌笈（遺虔を求めらゎめに卜しーサー入りい靖
事秤K蒋索に加えて知淡をく 1)返レで。

こ o 宅和＾ーがな\)(]I遅パe；；鰭ヵ＼＾而）エチしい蒋癌以惰（（囁岡 I謡誌紅釦、レ
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て丘円戸：：：℃が重1-:! かて＼＼る。二の村着がどんな斜禍で起：：：：る力‘\1紅取あ位が＇｀
鴫頂叩紅J \I t鱈1起二らか l::::. ℃がらぁ這違疇疇てあクニとがわか＇夕）し
た（表 2) が．校侑媒で釘紅衣‘されt丘（イが1いず・ 1}q Tり lなし1 t·人も．．腐沿せ豹逗）り又さ

小ゎ（森3) 。

Table.2. Distribution of Te-carrier at EOB. 

Run 7 

0. (M) 6.33x10-6(M) 5. 93x10-8(M) 7. 83x10-6(M) 
o. -76. 33x10-6 7. 42X10-7 1. 16x10-6 
3. 91x10-7 6. 33x10-6 1. 81x10-7 1.o9X10-7 
3. o8X10-7 6. 33x10-6 1. 22x10-7 5.45x10-6 
1.77x10-86.33x10-6 1. 13x10-8 1.19x10-7 
8. 33x10-8 6. 33x10-6 8.42x10-8 6.56x10-7 
2.Soxlo-o 6.33xlo-v 7.15xlo ~ 5.2lxlo 

1
2
3
4
5
6
7
 

(B)+(C) 

位
13.3(%) 
19.5 
2o.l 
lo.5 
2o.6 
11. 7 
9.4 

134 
Table.3. Distribution of --ｷTe at EOB. 

134 134 6+ 134 4+ (B)+ (C) 
Run (A)Produced Te (B) Te (C) Te 

liq liq (A) 
-15 -16 -15 

3 4.76x10-15 (M) 7.27x10-16(M) 4. 41x10-15 (M) 108. (%) 
4 3.7lxlo ::-:: 7.62xlo ::-; 2.93xlo ::-:: 99.4 

-15 -16 -15 
5 2.12xlo ::-:: 1. 59xlo ::-::: 1. 98xlo ::-; lol. 

-15 -17 -16 
6 1. olxlo ::--; 9. o7xlo ::-;_ 8. 6oxlo ::-; 94. 4 

-16 -17 -16 
7 3.g.lxlo -- 2.67xlo -ｷ 2.54xlo -- 93.3 

暉的詣し違いな T：：ゎぬ不鴻冨避石囚Jいが表 2 改叡課か‘譴
伽放身1錦によが卿tの 9値が、｝綿臀（to8 R/ h) を｛支て．

（い l 土 l`43))(lo-2 (T€/IOOav) 

ばめら紅。彰噂遣ll OH ラジカい鑓が杓 2て‘'恥：：：乙を知小ばかな） I] I 

切億である岱：：：：：如匹応い絲化が 1 蝕江のラジカ lし如讀とす謬戻·だからて
あらう。

二のよ 3 に恐 2 がら求め「通紅彗が叫辺‘吃膨課（表3) に利用して核鐸這蒋
紐｀可紅直嬌叫以ぷ記冗麟：：：這魂認さん＼f：：：。Q瓶潔ャ1. T. >tして (M)r)
麟疇l21i]]パ：：り：：：：℃が忍豆訊‘‘)こ叫果訳応t和省しない。二れ
丑賃紅リ讀汀うため1 ：：し1 ． KI 着笞の夜鴻屹照、く'1lj I弘＇蒋があるが．唆着が視濯紅
哨咀1 3 こ汀汀：リ莉店、1て祇勺、

象吟文献
l) 放加渇討喬譴練浮糾集（ I 9'13) 
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4 0 I 5 ＂広によろ肴楳冷屈緋体のホットァいムに彦（叩報）ア也ナルア
包I-ン錯係遺平1、生手懸射 Iくよる康打釦燻り変化

鉱丈繹
0天野良平• P反上正信

CoI CY なt'‘のアセチ）レア包トン鍍｛和固柑禾、ソトア1-パ噂の窃虎 1-;J:、多数桑屁痘ざれて

いるが、初龍払這知公叶l 用し-z_ II るため、癖降む反元ば、感，オ炉＂ぎな 1＼りも印爪る
。冷＾ため、孜々 1頁望昂箪今麟、にJ: I) 、£謬釘千った。特 1辺浣l 1 這る、臼鱈
(Co(1I.), Co(lll), M爪{I[)，応（副，fe(lll), G（皿））の錯｛和、昇算由か疇目 L f千がら、怠
叩幻應、射による知具む硬百した。
＜皮験虚泉＞
(I)、＆（rr)｛ん叫2 ぷ‘よが 0(lJI.）（巫）3 :錯炉合知、従来行われているオ広（戸｝枷．，

2, 10 (I4 叫，.[, I れ (11げ））によ＇）今氏し、鉗滋の輝製 I? 真屯昇徘元 (180°し， 10切o ―Jf□ Iv2ん）

惰，た。秤製した¢直）（AC^c)2 't'.- Co {W..) (a.c,:,.c）ぅ左檄応約 1：：：媛合し、口繹併そ｀＇昇棄t行う
と、 Co('J[)(＾位）2 ヒ (o (lll.)位年｝3 が昇庫 I：：よ＇）分離7" きる::.. 1しがわガ‘った。（@1岱慇）

が：：：｀｛臼｀｀れ翡鱈料 Co(1!l)(IJ.C^C)心珈c)2 180 ゜C Mn(II) Mn(W) 点佑 Ji) 1 
が／90瓜j屯．i 11 々 I< l<U R, p̂-2 t‘窪渭l胆軒「し｀そ sublImatIOn Co（皿fe(D[も。伯）
の一舒 1::;1 J、カパ‘｀れ別々の徊渇草啄：：：：入れ、そ

れtま L め 1司一条｛和‘祠埓,-:、直空昇餓(I箪 2~r)

を行った。オれぞれ細ぃ昇菓薯の放和能い紅（Tl)
む麟ずる。移襄す図2A 紅が" B のようになた。
A 、 Co (l!I.)(().Cac)” 場合：放射能屈砂‘らわが3

ように、伽胚 (/)Co （皿）（acac)” が死羞して、ヽろ炉ぷon

ょ l) も，｛疇側 lく，伍叫r 廿ee の 60Co (J)fr砥｀on
があるシ L がが‘7 た。この如幼＇り I？ん（ll.)｛必蛾

d)ラ氾謳I,i星と 1手 1う同じ位惑であった。なおボ叶残透
"かめられぬぶ｀放射代 1 '1- ~<;・／。 I紅fチ幻 z, Co(皿）
(M{J.t)} t l てdJ I) テンシっン僅 11 ，約3I～砂／。がある。

B 、 Co(J[){＾年）2 い場合：放的］い燐賢,1:. p叫＜
Co('J[){am)2 のf…七'o r,'L I司じ｀しこうにある。リアンg
シ 3 ン（i l1 、 13 とんt," /00 ヅ。て‘、ある。 g 
紅のことよ＇）、稔叩戸照卯 1：：：よ＇），（o（孔）（0(A(）：ヽ

介~ IJ‘吃0 (Ji.)（四 C ） 2 か｀、生成するが＇， Co(互）砂）乙グ‘シ g 
:::-. 

l1‘°Co （直）（叫l)3 ＼す歩戒しfチ 1 ヽし‘‘うかげ因l'.'...く

咲鱈 Iこいて迎 v条ある知見をf昇た。 ミ・
Co （圃）（如）クにつヽ9 て 1なドライ1｛ス 1今疱紅心琥を行 で
ったが同様1..、あった。

(~)、 Fe （皿）（g.ca.ch :舘係の合筐1 ｀従釆《貧わがもう和仄に工＇）今餃し、負望界箪稚製な

5
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（（和ヽ、町炉輝街と 1 3 。黎平荘吝舷射，今緯麟 lず(f) Ll諷 Iこし□孔f＜゜ Fe(恥cac)~
11 18()ーC,2Av1 ~IO伍げて｀＼ ／否とんt‘疇し r1 いがう，その放射罷分布よ！），リテンシ砂値を
求めると、 2、 b °/。ぃ低 1ヽ値t子、レた。

(3) 、 CY(lll)(A位）3 ：錯知釘叫鵡（Tmov1 年・, r., /](> (/り）によ＇）麟‘し、棄吃昂
箪精製，参ぎ和庄 1年、疇、翅）足(1 Co i'.同様に、印fく。庫）年c)3 む、 I fto°C,2化＾／0-J
加、t` Iすとんし｀葱今付和し行 II から、放印騎和応島リテンシぅン｛直t菜めるし、/'f、¢ •I，しfゎfく。

Fe （菰）｛AC^c)J, Cy庫）（応c)3 に（プ、残坦ぷ｀ー1--以外に巧fそ／ r(Cy，，落緯 l f：：：御亙碍ぅれ
fチウ‘，，たク

(4)、 MM (1[)(んん）z 否ぷが‘'叫｛JfL屁叫3 :命販のドータイ噂菱とつき、のよう 1-::::. して積
製戸と兄も 1てキ姓 3町1を行っ冗
庄）｛＾Cん）1..の昇韮秤製：争荻叩和 □輝（加， 2加、＾1/)―'砂）行うと、国 1 に示す
“t：：研四I~心の M^(JI9)四）泣‘幻だ着した。ず、一卜守 I ：： （で茶邑の殊種が．かfチ！）存在し
た。ー食昂虹認し，疇糾t、プら,-::: ~昂草するし，＂物i1l 11 斥、ク浮り d9令危ぶが｀
ー r,~ -~る。ンの哀応、品（j[）(A(Al) 乙 1 か／Jo°ら～／炉なyyて、翌碍（～ 20'/。) 132:）；た．
凡(ID.)位m)3 11) "杵製：祠；．の黒色t!J M立）（巫） 3 た昇華我緊す各し、篤色（I皇 11Tl M心）
心以外に、りむ昂尊物（（習 1 M11 w) 10~20% 、嶺色の知{iI/.）｛巫）3 の昇釦物（恥心）
／～2% が国 1 l：：示すよう存口：：：ク虎着した。ざらに腐け勺：：里色の M這）｛A匹） 3 の昂算物と
印昂菓すると、同じように残｀；査 (20~4010 ゎ緩色1/)昇草物 (1~2 %)ノ白色 a 昇韮物 (/0~20 佐）
黒色＾昂庫物（如～ク0•/o) となフた．こみように庫(iJl)(am)3'さ稔、反和，葱碍虚：：：
しやすヽ＼二しがわク＇った、

fiお、匂色の印崩物蝉和冨 1 ¢‘が‘って、ヽf1'l o 

甕臼項旦且璽麻見四笈り国別： Coの塙が同様巧条件て｀＼廂、打筑佳を行
う。釘＇見た昂釦戸ヽートバ北態 Iな、上豆の試粁印象雑製遺合k. I諷仁、、あ，た。
l'1這）｛如C)3 1：：：っヽ l て（な、 4 っの＃賢 1勺 \I て、麻孜射化を行い、比放豹能屯歪めた。々
疇泉、 Ml)! (IL}(l}. C t\.l)2.の黄色繹P分が＇他の初今 4 行吾今口如釦｀あるンとがわゥ＇? -r::::0 

ンの＞とがら、慧咋叫鯰「 1こぷ')、 M直｝｛巫）3 ヵ＼ 5 切ね（J[)（砂）土ヵ＼｀｀＃定衣移研這）
四J:z.に比しよリ多くちぺす 3 ：：ししが、わり‘？た。加（JI)（正）乙這い、す I I ば、心位）｛巴cac)2.
"抑分とね：ートにしが、みとめられながった。
少吐：＂純果屯含とめ｝と、 Mm／二つ 19げ蒻
料製心べ、｀ケ陪疇雇知紅閏題があ以＇
次＾ぷうにfチる。

（イ）直｛恥拉がlレア社ン錯依Ii，リテンシ9 ン（餃｀
他直tとる。 Cc t '·,1 繹麗打をバ（＠ァ
呼 lレア立1-ン鈷｛和·印f改めて｀｀行、，ゥヽ心）がへ3.
(E)、印面布店 IV/7叫ーン錯係は、希ヽ、 1)テン沿ン

低負示し、Jli.(ijの'f12..f Iレア匂じ屁i、否t、祐(;.f
紗疇埓 \1 、つく 5 斥 1 。

Metal I Cr I Mn 

Valence I Il im I D i m 
Preparation! X l 01 Qi 0 

' 
Sublimation! X i OI o+o 
n-irradiation I : nl n! 
sublimation 

sublimate 
residue 

賢
T
I
I

匝］ 3
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4016 昇箪滋 1-: よろ有祇鑓緒係のポヽ／ドアト吋虚（訂報） DP 噸紅
（各移命ェ稔元象）の怨叩琵賠、射 l) 子ンシづン（直の史化ょ

釦足た・疼

乏舒衷乎叶尻広術沢峨l" • Of紅疇
邸辞紅碍胡オ 1-::--, 、，てポットアいム化和涙虹行うため lて化）学移の介食翻操作を行う喝

合、函洛ぷく用ヽヽられてぎた落銀落条f沙鎚条のがわ＇） ／'('昇甑lヽ笙化合物な l羽いて頂望尋
毅疇幻適用ずると、つぎ｀＾ような点，べ`'疇知‘•ある。
ぬ耀梗作和疇係夜愛知記ゃ糎似元累Ni dJ交f危反衣‘ガゞぁ‘シる可能ぽが瘍衣紅‘

“介難屯仔ぅ瘍合に比較して少い。
団、我を知匂ヽぷ、、（し合物であれば‘ヽ冴庫 17'0稔のざヽヽアニー＇）ンゲ IZ I1 笛をせ加 1iなら
和，、も＾の、斜今印がれげ<、-和釦気知‘‘の』し1学的今脅紅屯避 IT 3 ニレ氏‘｀ぎう。
もちろん、得うれた(|千ンンづン催（脹射化合線のあが校修が悶輝疇する、粁翁的や）
麟祝射幻＇割合、知がtd)塙今：：：：：’””ぺ 1 1-- 1レtf'1に゜- 1放印りもて療）足）や黎摘係炭（
パ究査渇拿物の幻巧瑾切江，析い氾堂暑，1再放印化が郊）免） f丘 1五、、--z'~農知
中 □‘Jび昂蒻今謎比‘り知噴パ応（局抑的 r臼ものも、以め）による今降やアニーリン 1`’和
巧印貧紅Vを含たと 11 ヽヽ乙｀え臼心，tこ妥尤しつつ｀放射熊痢定条件 Iこも斧食し、ヒ
祀心所t笙が屯 1-f和日ァロムの株卸 Iこfn して今知見をぅ愛める：：しがて‘｀ぎ 3 L 汚える．

：こて｀. 1'j当絲牝堅パ足釆のこのような研托をつづ崎の 3 つの為令,~祭泉イ{f：：：応策を報告
”•印1：化合物 Iか 1 ，，..,j'\. t-知魏紅象9 此JくロイJバタン(PPM)僻絡t“内）、子

疇燐知 6賛疇炉直疇鱈B 2) に飩告レた幻知り、和豆鱚 11. -~//R, 

伶2 を 1吼，＇、gり作炉昂尊今紐 11-、 I70 9[) も，～ ／グ妬y[ 2紅が行＇‘,昇原物遺疸
が荻豹り直）足1, ク幻如L;)臼印， 1げンシっン億評仮切ざヽヽ 11 袋’斤を狙I乱一条伴 I巧主
危1.. 1.. r子った。
U1 ̀  2移わ土趨！紅復麟釦‘‘のみ祖皇＇）千ンシつン（匠の専根鋒俊の場合い氏敦：
I : l 11, 、 L ¥ : 2, d\痢釦"2作伶 1頷賃C7鱈矯応‘0DPM錯係t丘‘ーし．栢黎し，

項わ以砂苓｛和喩囃 L fい評今兌＇ヤ径這転し、リテンシっン値t戒め、章壮翁釦瑞
な＇り［絞した，牙＾杉兄It和恥子ーすジとく、各伊ぁ液稚d) I) チンシタン（直 11 阜舷儲係
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虚し和終的に変化するン L 丘升 L めた・すfiわちイプン平径d} I)、ざヽヽ伐免種.,-;i:．よ＇）屈注

釦丈ぎヽヽ名這元羨ぃ復令修係d)偽~,,子ンシっン値が.t..')、他虹の場合イプン手径り
ぎ\\和穆
が）ァンシ3 ン（低(1 、下が‘る。ンのシl..,--i.反誂忍子が且紐召、 いわ 11‘• ずゞ＇I ~ Iヽ'‘ーン,c:お‘Iする屁移

麟釦｀＇、イオン印恥丈＼］、 1：：1i--戸れる DP 門錯体訊紅知n"、 1：：愈じて／柔筏た愈元
ぃ合め 7、競争的'""、を獲知盃 h'、応‘ンちf乙めじ灸え 3 =--幻1J\'1.’'をな
(2.). /r,咋恥，唸んのリテンシっン釦璽彦箋について： 10'; 

前国も袈倍したように、巨玖稼雅が9 テンシっン低が愛 I佑
l：ツ TT 、ヽし二とを菟釦時間をか豆顧しイ：：：：。ざ51<'rz^`E“ し

”低ハ厖稟 I:: ---,、ヽて茂紺．た。 10,9 :――------ーー，

疇 l-::. 系すように、（h岬訊 ゜●▲釦 La Pr Eu Gd Yb,~1 !Pr Eu Gdi 

に昇騎離（●）、(Q土ヒいが）テンシ,ン • .. • v• P i.. • :107 

値珈Il足（日），ざら 1 ：：との界釦疇〗 辛固 (8 5) I : 
矮．パ鰭叩全 (cz. E いのに°ークが朗＞ （16) 回 翠 l 
怠：：：f1 ってが戸恥 1/ テンシ3 ン~ 50 

紅I定（回）¢這印式料負n] ,)固 10だL ¥ Eu-154,6yt 

才ゎ和置翡（忽）し、 Ir年

が1 子ンン3ン｛直唄I足固）て＇お知
冷t/)杉果を、鱈謬す。（〉の 。図② :------...; 2 

数低 1-;J:滋綿｛を応｀｀ある． 1 51!rradIOIIO凡゜~lOｷo 5 10 15 days 

：れうについて，1 、印屁象綬化祁炉＾祖ゎr 今”→心咳支(『 1砂、 P.,.,EC 2叫 l二i 3 放

輝如果弁し＾に直尉た秀桑む寺す 3.
(3) 、 Yh 錯｛紐、約かさヽヽ這麟物果の項慇：
紅の）輝（細戒の Yb這射戸し、＇叫/b (T½·I，加）
"噴（取叫、2o/), I叩（応叫）の放和•生 1叫釦印

碩のようfァ X・スペ 7 トルが、むt/)相対値貧乎係1す了：：

”召＇‘ォる。ゆ（小f心，），t,和幻痰釦俊（叶疇辺0

／瓜差冴専分紐豹戸行っ碍に(¢{JB) 不口翡
戎咀(RES)1 絆釦年{RtF.) につ II てのざースペ外lコ
刈1-,：：よ＇］、危同他組 I 7 ン乃ン｛直の相夕1的比 10

我汀恥、（低‘伺む約切‘ヽ心瑾庄広避 l'f釘と
が1- ス /\0/1 卜 lレ 1シち'l f ; C゜／ ？化＾ t頃む行う）醤

、ず‘`,II- 1 }--ム如象的f1laィ豆｛砕泉が＇あるかし‘‘う
かtmずした。巧の杉足立兌 l旦に示す1Jゞ，
”惰八叩 I：：つ I1 て 1"1、か了 9 が 1 ：：：： ／げyb吋
がリテンション催が｛忍↑”; }'...91 ぅ峡味ぁ幻＇（9 175 

的じれる。 面

ロ

B— 77 °/。
Eu-152m(oiEC 23 °/。

9 3hr 

m-

Eu-152 12.?,, 
匡l 囮匿l

図①．
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4 Q I 7 固体のリンオか）酪の市、ソトアトム化蝉

げ穴•理） 0 福田隆之 中村照正 穴施舟

［緒言］
リンオキ ‘I 甜塩lて＇フいてのホットアトム化学 Iパ認＜の報皆 0ゞあるり＼、）リンオキ‘J酸の

＂は報告が｀少な ll 。 これらの畝い塩の反毀屯欲物の分布の違いを研究する：：しば，そ

の反穴腐楕辺芳えるうえて＇経味(J)あるヽ`どて心り令゜ l} シ T キソ邸塩心原チ炉内{浪かャ柱
うも照射 l f: tぎ庄吹する各種反踏リン万キ ‘I 酸の分加を調ヘコると。3P-0i po2-0たpoj(j)
樟邊を持っ銹状 '1‘/fキソ諮ホC し）マーが‘大ぎq魯）合でせ秋｀ （て＇＇る： t /)＼m /J＼令。 鈎K、

リ‘]パ‘)戟ねリマー0)印成悔樟として説k縮令反崩疇えられるが｀，今団こ0)陪k、t蛉
鱈が最も危•)やすし＼と考えられ令オ 1レ 1～し）ン唸（出 P虹）綽晶につ c I て史験セ行 1し「二。

ぽ戦］
出 PO虚晶の合穴 ll 8 15,% H3 P04-v/ Jl喝濃皐： Jって行 1J• Ll1) 1 燻疇沫・此を成 l ミ

J ？てi司定しr~。 中牲う照紅填‘科緒晶を存、 T、原手炉（圧気輸送篭）で｀，ドヲイアイス
滋恒下で 6 Jか問熟中性子と照身寸し R 。 ！か析は、‘0 照印柄tキャリアー汽凍（p) ~ 
芦）や一序J } -0-} Jや -o-や，や一0-f J Na'11,t-Z Pn. 0 記（'rt "'4-ｷ 5'))這硝し）歿
イオン決牧 7 ロマトゲう 7 -1ーによって各反牒注 A‘牛刻石分離 L に。 ：：：0\'rき樹廂は 8 i o

R迅 A C':r 1-X~, IOD~200 71'l.€Sk I C. I ― SoT兄て｀）カヲムは必 l.5仇 X70 ⑳ (//も
0) ~困し 1%, 。ま疇量1 と（て IJ No.c.l (ED TA) 直 LI J年団疇恥itoル
を行窃，r~。 洛阻液の各 7 ヲ 7 ション［ミつ＼ l てほ放射能遡I/定と比色法により各碑鱈‘
加同定セ｝輝疇定み行 7J`)に。＇

［結果℃芳旅］
各紅紅鱈疇石を次I\"ーこ‘•(f)忍、へ示す。

連紺直昭k塙合幻贔：万｀いて l'J: I 刀J L I- IJン戟 h` r なそのア lし力')合属虚印n 出P04
(H ＝ア Iし刃リ金属イオン／正 0 ~3) にあ― \I て分う叩 P-0疇令0)舷（'°-rt,)遺
仰t x t噸成物也l7Jリン 1 原戸当り(/)p-o- p麟荻(::= R) 遣囀加する。 疇
旦物沖 0鎖叫Jンオキ ‘I 藪紅I 了ー（繕鑓ぅ}メ.r)疇痴においてもれ叫直の燒加と
とも/: -t~リマー0) \訊恥増加し，穴ぎ 7J• R 値を示すずう(: 7iるが｀）最天のれの埴を持 9
才，し I- リン較（出 PO りで IJ'予偲に反して：：れらの沢りマーの吃荻肴＾、低下して｀｀る。
これ It反翁鎖恥｝ンオキ‘傭知、・リマーの甘入微楕が通炉熟敢水針砂と l1 襄筍屑因這
い‘｀ ＼＼みこし包了、して、、ゐ。

條？てニll)特徴的訂灰氏微植汀輝の F め 1-=- Mう呵出 P04-唖の一連叩し合物（万蒻個
り疇リンオキ、！鱈）マーil)彗和相逢1着目して校詞t試｀虹。 反跳原 3 1 こず
る紅）マーの庄隠印 l て（さ知：： t疇えられる。 31 p藷、 3 が‘周即積奴展手いの

1帥噸食にJって運動工え Iしや｀ーを If Jて、，＜迎経 I ミあ｀いて終晶の仮し収が‘生ずゎ。 ：：の
緒珈叶L<{(升賃 lな）ゴ釦腎稟あ rシリり鴎氾、1 から0) :r.ネ IL ギ｀ー仏逢砂：年吠？、、
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町ざく， lF が｀フて hl マーの麟噸易 l こ 7J-?)(訊終iて少＼る・ 庄 I：：エネ /l や｀ー修ふ差一
の炒恥‘色·\9 条に b` \I て l1 ねリマー0)生成 11抑桁I ざ小紅あうう。 日虹 0生、冬謡 I てわ｀

ヽI ¥ l賃 I心qリン廉0-0J@ l) ［口＼呪面件を楕荻する負匁身愈手1Jミ軍（クし l ざら 1c" 外側｛遠希
属1 オン噸虚 l て， l る。 疇囁 3 バ鐸恥厄直咲すよ麟, Fp o r..（知 0~~)
＂パ'(_ ?て、、るであらう(J I う，惰吊扱0)入ぎ＼、金尻イオンにわ｀ ll て反跳 l/ 2.,.オキ ‘I 鴬忙
＼）で一疇成がび、そくパる項特 1 ハる。 もう一つの応）マー吐応微積'c l 1. ｣!, 

顧l7)麻手いの街象に↓ーってぅ献速，ざ>]'\.f::. J2 p反孜賑、子が｀絡品を棧欲するパ釦 P04- L心オ
社叩 1闘覆1手戸を［ゴ釈 I) マーが‘庄成する“嘗入微積＂が知られる。 この町積 1::..
ゎ‘\I て □ Iし h リ念屈イオシIJJ柑遠 lす仮製｝ンオキ‘／萬祁 l／マ噂オ欲にあ音し）影第を与
え 7iし＼であうう。

疇i)ンオキ ‘l 蛾点□'-0)分加を叶i'c.,テトうおげ'I\゜汀りン応麟恥金
ィ 1 ン0J 1輝｛：：：tって舟＼ ＜浚化し楕骨知）大き＼ 1 K, Rb, Cs, にあ‘いて大和旦疇
豆 l て＼＼る。 こ,t\. l庄比較的大ぎく似lli'l f::誌g研）叱て｀［輩ね）マーが‘歩欽 l 1.いるこヒ
鯰している。 ：：戊 l汲 l c トリリ‘ー醜の庄成斉 IJァ lしカリ全底の種親に窟H紅く［1 I合｀
20 バ囁OJ値を祖、す b 比H PO4 (H = Na ）に），屯 P04- (H ::. k) にお l＼ても l詞｀同じ‘｛直
を『＼す。2） ：：り知，卜 I} l) 虞の麟l・') \;て襄入楳磯が｀大きな役割繹 l ているこ
tを示しtいると思われる。 このぶうに今回の一連のす lし卜りこ酋食お 5 ひ＂そのア Iしカリ

金屁溢の知験、稔棄から）反認 l｝こオキゾ聡代 1| マーの住欲礫蒋lミあ｀＼＼之愈届｛．オ~p次ぎ
町誼＼を呉＼ているヒ邑、巾れる。

比 PO4 L叶七 Po4 N1tH2PO,. KHJ>OA. Rb出PO^ ら比po4
IP 0 、 I 0 、 9 9 、 7 ？、タ 7̀ 6 4、 O

和 3人／ 5、 3 7 、 9 が｀゜ 岱6 / 7、 4

3p 『、 9 ゜｀夕 4 、8 I 、 3 I、? /,lf 

腎p紅p`,p-0JP, 3̀ 7 0、 7 ふ？ 0、1/... o、仏 0、 5

>p-o!p I O 、 9 6 、ク 『、 6 //、 3 4、? I I 、 O

5P-0-5p & «、 7 a{ 、 7 2 iJ、 4 /3 、グ I ?｢  / 3 ̀  3 

ヤー~p -4p 0$̀  o 、 6 ふ2 ·ヘ . 

5 P3 I~ 、# 仏ふ＃ 込？、 4 a クタ a 3、タ a p、 6

5r4- a、8 /&、タ か 7 a a# 2 3、“ I ?、 7

咋ら 0 、 6 3 、 I /、 O 7、 I 『，；； #、 6

5 pe ク、6 0 、グ 0 、ダ I 、“ I 、f I 、ク

5"pZ.7 0 、 I 0、仏 か 7 (),父 〇、 6 °え
P玩． o、/ 0、タ 0、 I a、/ /)、“ グ、え

女献 l) {(Inor9血Ic Syn1keses)) VoI 、 1 p.l Ol 

2) 丁｀ Naka爪ぃya 吠晶．）J. In.ori. N叫． Che飢．）訟訊 1 (lq70) 

ふ< r;‘ 、 F b‘ ゆぎ Tふがむら、て｝すさ 布奇（す L -し｛f‘b
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4 QI 8 り 0 ム酸カリウムき合む固体、千均一混心糸のホットアト A北弊

（東教大）知田長生 ゜中島茂

／目的 '} n A酸痴と他 9 物痰 □私晶糸/'{幻紅、ァトアトム必容の祈虹気鯰
冗はいむて1/\ゐ灼認吻糸 lてお、町戌ほどん切麒されてぃgV\。 ィ、‘T‘紋々叫グ
0 ム戴カリウ心羨麟護訪くど艮い礼る屑紋カリウ這詞K配＜ど息ゎれみ囁
也アン七二が遠 L て乎問的なもクどして塩化カリウムをぞれ汀 l口泥かし沖桂想射
K よって生吠蒻鵡嗜のリテン‘ショ池恥‘た。 これうク混輝和庚累還寧
配訊アシ毛:::-ゥ逮Iぐつ vヽて幻蒐元機構繹成するr，め／載虞熱および玲朽ニ
ーリング等り籍泉繕検討した。

2方法と維泉 粒度 200~250 例esh の K2Cr0以 KN03 り瀦晶むみ1/\うな混合此で機械
的 l←樗昆かし， LR．用のフ°レ又で力UJ£ (50Kg/cが） L て1\°レットど作り、玲クー叩恥照
叩閲どした。詞酎疇蜘i T R IGAー且型炉0f温）l j r<9J原研般翻「のJ RR-2 
（トフイアイん麒）吠送衝輝追即，照射袋 Ij K うイアイ入和砧 L，舒躙
応糊イオン交換昧 lくより分離 L, 51じ(W）のリテンツョンと求めた。同様な突験訊⑳
-KCi, K2Cr04 -N出は混令 l讚 l て行なった。 緒果と見 Iて示す。 KN03 か拉
KC£ ど現合した湯合乱臭験禄差範国内でリテシション d 一定値と示したが‘J NH叫混絲
心iヽし＼てば明らか K麟滋泉が‘b らわれ叫C£ I/J七ル幻増炉とども IZ リテンション
は，直羨約 9：斑少しtこ なわJR R-2照射l＜おいて相対的 1てリテンションが釦I の Iiド
うイアイ又裁度感射妹めど、思われゐ。 以上の特東かうアン仁ゥ遠立かりど
這吃r が琵九さ札繍枷りかった。 このような劾果 1よぅ昆晶 I、一古、いて 1訊すで｀ K 見」）た‘‘
さ汎てレl履‘I)' 混討縣/,ぉ、しl ては初めて 1.、あみ。
沢ミでミりアン七ニウ A知透元作用がど｀のよ辺麟I, よゐものかど渦べ｀ゐたd)/¥, 

叫般 rJ効果わけ島か‘わかっていゐ (N叫S041、→ 7 いて，粒度り違レ＼ l< よゐ劾泉討jひ‘`
が綬心みアニ—Jンク｀‘り効果lくついで繭'\‘‘rこ。
粒lてつ vヽ戸嘉果と因 2 代示す。 粒度がある一定偏より小さくなみ以急氣還元
”が嘲吋碍珈這＇つ艮。 ：碍 li，粒度恥l:'\Ii幻詞墾量に対する麦疇於
大きくはり，オ且互作用がタタくなみためと思われみ，
っ訳，中性ぅ照射前後雌内アニーリング 1くついて誰lべた， K2Cr04― (NH叫SO湿合

物の中性手照射前の I/0°C で 2 時間If)含乳アニーリン']‘り搾果 ,4熊アニーリングさ L qヵヽ
ったも1/)ど同じ＇）テンション値さ示し，墨祠作目の増冽ljけられなかった． j R 中性
耀射俊の等碕慇了ニーリング吋告果繹 3 l：：：：示す。 混が物糸で 1J．初期）テンショ
ンか‘イ釦＼尺｀りで｀アニー＇）ング‘ヽの状態J,牝 K2cr0以同社度であみ皐か‘‘わかみ。 つjり
袖＜よりアン七二う叫塩濃疇駅‘t曾す事1cl"ば V) 。

I) Radlochimica. Ada 2.::..こ 93(/963)

い 1ナだなか‘｀おヽ・なh‘ じまし 1T‘ る
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最俊1＜ば［アニーリング‘1くよゐアンもニウム塩濃元作用の変化耳恥 K 。 300~ 

350 -mesh の K2Cr04 ど (NHルS04 If)混合物試料を原妍東海研の 60C。 n緑 (3心／0呟／hr)
K よ汀 2.6 峙間（原手滸、執射中の＂線相当曼）堅湿で｀照射L J約一詞蘭俊IC TR I qｭ
A-rr型炉で中性手照射 L に。 冷の後叫紐ぱ前ど同様であゐ。 綿泉Ijが線アニー
リングを行な., f濯料のリテンション値は 37%, L線アニーリング也しないで直特中性
攣射したものは48席であ，た。 この特泉IJ．中性手照射前のが線アニーリング｀ Iヽ\}.,
でアン毛ニウい認嘉元作用が増炉する阜ど示してりる。 冷こで中性子照射後0試料
1, ついて＂線ァニーリングを行なっておたが‘，還元作用の増戒 li見られなかった。 こ
い噂泉ば、中性子照射和国‘‘アン七;::...ウ遠囀鱈翫影臀し，しかも湛
リテンションとなった 51Cr t還元 L ない事と示してV\る。 なお，アンモニウ叫馳劾
凩が成1て劇樹灸のもので｀ない皐之誰lべるため IC 凶Cr04-かよぴ (NH4-Jz S04 色各々伊 1 々 I, 中性
手照射し，冷れうといっしょ lこ皐かし叱r のリテンション値を肴恥てサた。 特果 IJ ,r
アン毛ニウ遠濃輝所 lわけられす，アン毛ニウム峨lの作肘 li．中性子照射中のもの
である靡か‘わかった。 bは嗜果とも~ I\ して，アン仁ゥ遠這、 蒻也身寮す
る。

}KNO}匹
K2Cr~ 

ン
40 

% 

20 

0 5D /00 
N出Cl モJし％

図 1 ．混合物糸のリテンツョン

リ
I! テ 60 rｷ ン

る
ン 40

% 

20 

6
0
4
0
2
0
 

リ
テ
ン
ツ
ョ
ン
り
”

o o.o5 0.1 0.1!5 0.20 

粒度 [mm </JJ 

図 2 ．粒度効泉
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囲 3 ．哨吋熱アニーリング‘
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4 Q I 9 トリスー／， 90-7ェナントロリンルテ＝ウム（江）弱塩

紅譴のホットアトム化差ーとくに詞知っwヽて

（名大理） 0佐々木研一 古） 1| 路明山寺秀雄

目飴 ）しテ＝ウムの勺）が反応のホットアトム効果にお‘1する初難過社と＜ i：：桔合tJ]
助と初＃恥再締合の過程．を調べ｀るために／これまて・・トリスー I, 10-7ェナントロリンルテニ
厄(JI)過t為紅饂t1) A 畏l碍這麟低で原料虐船し／旬炭した放射l'生 1レテニ加ぷ
"出紐び△巽m和して見し）出される碕半を半めてきた 1：今回 1ま固祖にお lT る 1雌の
過程を調べ｀るために，同じ、 A 累性体を巨湘 I芍t'分散させることによって／錯保l司たの相豆
＇（頂をなくし／又 l改反跳に関与りる儲4本の環伐を変;l., I それら碍渭と検討した。
便験 ／．試料麟：ルテニウム錯漆1ま従屎の方ぅ去て‘合成し，光券分制した。照身吋
る麟旺 lむ分桂ずると力の 4桂になる。 『んP J) ：荒釦 r;J:.,ぶ｀と＂け釦03 に対し
巧のルテ:::.ウム錯甲過塩表面磁溢を混合し／焦猜叩騎lit.さらに／～ ＃心の水を加た，
謬虚紐螂這I、ヒさせた。 ゲ如 2) : 1t、゜＇）ビニルアルコールヌ I吋•リアクリ 1レ
7 ミ戸｀の約 ,oかl喬ぅ穀 50cc に対し／00mftJ)釦釦麟素酸温を加え，、加熱ぅ落解し1 60ー｢ 

樟滋した。なお』戸呼＇）， 2) の試料につしl て／.l/00 1苓の魏敏錢下て'l瑾知紺耗品の
屁 Iぶみとめられなかった。 斤↑ 3): SP-I ヌ 1 紅 CM- セファデ｀｀’／ 7 ス (NH涅） I． 7fj
疇し／00mjの錯体を咽羞さ亡 60゜四｀｀乾燥した。 伊炉クし）．• I-1)スー／， /0ーフr.ナント 0
リ泰（1I）t品;z_ r吠トリスー／I {0-7ェナント □）ンニッ 9)し(II) 域（以上紫法によリ合成）と
ルテニウム錯砕也啜今した埓液に過塩桑蔽を加えて枡出させたうだ殿を／うか戊取羞斐蔽ゾ
エーテ lレて洗条， I国競した。 こ＿恩違i:_ ~ゃJ) J.2)は京大廂げ!(KUR) の媛斜熊
船し（か IO':(O93冠•五2•sec―: 7l温叩0°C) 露濯皐射した。戸'fJ 32, -Lf)は kUR
辻送管NO.3 (¢-//1＝兄，3 X IO(3れ・ om2·Sec―')て｀ドライア 4 スと央 l:::. 午分間照射した。
3 ．化咲分鎚と放射唸定：g彗吋＾み試料がらの 1しテニウム舘4本分離lむい操作によフた。
~I), 2c)這厨 Iレテ::::.ウムの△釦狂キャ＇｝ヤーヒ L 7...合と水溶淡Iこ落餅し／唸
しか‘う）しテニうム錯4本とニト 0 べ｀ン区｀ン這出し令雄した。ymャ））の試半斗 I氏△＇銀狂
キャリヤーヒ L て合む希猛巌で力うム管心午l.し込，吼．命虚．醸で錯)1:-~鵡佳した。ヂ在1" 4-) 

遣叫）レテニうムの△錯外をキャ＇）ヤーと l て含む＝卜 0 べ｀ンゼンに：宕解し／分酋年生
成籾除去のたぁ彗I'佳アルミナの力うムを連した。函彗か遣印を水に抽出し (TO月・
叫紅）／紺麟疇巌鯰f71<.1 1k.配tトリり這礎を加え／ニッ戸釦和輝、
水和トリウいジ7 ロヘキ 1 ジ／（ 2- ジ｀オンジ｀穴キシムを加んて｛れ竹＇れ合術し除去し
在 o この水考たから Iしテニウム径砕とニト D べ＇ンゼンに抽出した。紅柑約これ以肛精
鬼員鐸l, IJび祖暉霞．などは／考夜糸 lこっ＼ I て秘吾した加紅同様（ある。

9＇粍果 狂輝の試料につし 1 て得ら幻遺知—舒とまとめると表のようになる。ま
ォ仔クI) ~3) I二ついて哨らかなとと（氏釣外への／03邸硫疇丸I\.仇に対吋 3 厄＇圧
倒的に大き＼｝しとと／それらか希釈脊1の挽粒ゃ／ ·緒外濃度孔渭をあ国）闘恙 l遣疫 I} な

ささきげんいち ふるかわ叶ちあき やまてらひであ‘

148 



カ‘1 戸とである。ジれらの会は，し）が東屯切 1サ要なるが．／ルテニウム錦体をほぼ｀t~ -I::: 

虹祇励砕 1：：介散・希紋したものずある。錯1本凍厖七も％よ 1)似 l から，舒仕間の初豆
作吊はほとんどなヽ 1 と秀んられる。従って，ラベ‘Iしされた釦本の立外酋t置1丸困固にある

錯恥如紐鬱渇渭這ウたので｀はなく，放船ヽじが起きた舘4あ知む沿‘はじめの加本
酋t置を殊栓したに他ならなり。なみ＇／落稲ととtなうfJヒ径令析の邊社での再移令反応•1よこ
m渇合燕棟できると怠われる。捏由 1.i'再梯合反応をわざわざ‘1足追するように／，／0-7ェナ
ント〇｀）ンを1)0えたニトロベ‘`／也｀ンに稀晶0\態、加丙＇叶言材料乏湛錨した渇合， A曲と△升がり
恥｀ I以1釦和増加量ぶ I:I 1=-迩 b‘ ったこと，及び lし子ニウム傍仔の帝夜系の照如··, J, /0-

立t~トロリンと共屁させたときもうべ｀ lし付きの A と△錯保ぶ I: I”佑 hD と示 L たこと
-/)‘ら， A 形と△仇の比が一方的に /uh に1局って＼ l る上の粒晃 I：：閑 L Z,a，港倫 l：：とtなう
紐合亙たの寄手は非粋 l二 (lヽさいだ｀ぅうと苺んられたからであ 3 。応Z, I ~ 1れらのよう
這定胞邸砕 l：：：）し予ニウム倍砕訟板させた系で｀IO盆（m ， I)'゜訟碩応を起こした楊合
証化した1しテニうムの的/, 9~2.7%ガ‘・／、一旦 Iょ分湛叩謹終合諄衿的 lこ切幽、すること
はあってt,最経的に 1謹餌I吐とにtど九知大計／分が立体取匿までも保存したと僻
紋される。ぅ言液斧て｀得象だ和果(/L~: /, /~I、 6災△脱： o.os~o.l%）と比較 3 ると／ この確年
は困らかに無楚仇固体中で｀の方が高し）。従って海ぅ夜柑と固芥a 2·‘ は，錯l,tと l司国とり旦f乍
恥差が屈在し，困柱の方が放狛心：：あず＇がった錯体を年定に保っのに有利 I::: i乍 I利して l / 

3 というしとが℃｀きる。
匠q.）は 1し〒二ら遣',if''5?.,中 IC・全恥］器なる佳知麟疇和/'.'.!.分青tしたものむ
豆紅約）粉林X棟麟I，oターンは粍晶l笙があ 3 ことを示していた；戻峨辞泉 Iいもい—i
なもののサ表にしたが‘I すべ‘ての粍果をよとめると， A而 l2 打 1 3’0.3似の今争卑‘9ま 3 況前
復△肪に対 L て 1 ct O, /~0,7 ％であった。△勅へのか和年 I J:., -:zトリッ？スからセミ 1卒襄負
知科かしめ 3 割合が高＜なるにつれてかi直となった。しかし ,1まヒんどうセミ 11 籍
似が痘追の中7.,'''.f / /OJ肱どうべ｀ 1レされた錯外はよくん形の立 1本釈置を保届した。とれ la /L

：、ク： ；べの］］］：、五ばのヂ叩 wediwm (sol,d) 箪?iど言:IA]ourmぷst女芦°m叫”" t‘の P易釦ょ l) Sucrose. ぇ 2.5 0,06 

うに，はじぁ羞賛I I Po炉伍yL a.lcohol(n=soo) I :'l I /. 8 I o,o 7 
ふ知tのを麟した 2) I p吟虹nyl a[cohoL(n ＝細） 兄 2. / I 0 、 IO I 

ことと訊可 3 瓜 L Laml,Je o.3 23 0. I f 

朽 4) の試料で 1ょ栴 3) SP-sephadex(NH呵pe) 6(7彦，8y esｷ? I 2. ~ I a.os 
忠順l /.f中℃｀の北合 CM-se hadex (NH午 e 6(3災， e .) 2.3 0.06 

ちが‘って飯麟た疇 4) A-[Ni(fhen)且（（邸）2 I ~to I 3 ,If I 0.10 
鱈恥寄戸涌左す rae-[N｢(hen) ]山0心 ~ 10 3 、 2 0,6/ 

る， ”one. (pure 'R u⑬mp/e)(/oo| み r I(),I# 

I) 山寺，古 "I ，佐々木．7f I傾］放射也洋討綸会，千葉 (9970) 
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4020 応と kp蒐麦比のマト）、パクス効果

*ｷ.... --~"""...,.It 
（宮教火、東北入理） 0天本升ー、大森極、虚収鼠

絲言 蛍光入線分打）寸が‘て高ク絣能系呑晶翰光翌厄用ヅさ仄徳分析の糸謀）てよれば、対象
原砂鯰疇）てよって滋にかレヤーのシフt.成戻比這対的な変化、非囀表棉心
現riど、ィ欲少ではあるが特性入磁灌々の影堺が現れることが知られか‘る． 滋丘し痕
変、内枠転淡｝Jといの該嗅変）てイ手ぃ放出される X磁ぐついても同じようなしhemi必 5h,ift
が予測されるが．ミ叫条な CheJ7li cat此i↑tの様点、から戌変後の X線匂糾定した例 11 訳
扱告されていな‘‘。そこ乞否叙告切コ該桂として夕／心と）刊‘‘、 Sし(l.,i)検武器）へよフてi刺
定を行＾・｛碕応逹、ヽ l ：：：よる ko<と Kp 9知い麦化につ心基疑郎：胆印和rて。

史験測定試評丘ある夕／Cr椋椒化合物と I て、 c.,..-金属、＆戊ぇ． Cr山、 ol.ら、灼 Cy,0.7
怜 C心、 Cり3 0 ク痘湧i g拳広：：：よリ合成し、精製 l 「て。このうら Crd2'1Cyぷ 03 ~不
托物が混入していみため.x絲測史後Cr:a 03 り版分）てつし、て補正いかた。各々ゥ化斜勿
1ま 6火れのマイラク研Jレム）＜／まさん z:護）l定試料とした。泥J定 l ま 1 叫りべ.リ')ウム患とも
つがmが戸心）検出奏と叩．心9¢ 炉ンネ｝レ涙高分的条）てよフて X紘スペク｝）レ
繹めた．壊変後磯性．X線t•あるべfジンからの入蒻紅わVギー 1ま恥，＝4」国 K汀
琴：：：よ位7 keVz”あ小狭心の履廉ヵ‘ら.:;;..つのヒ°-J)ま鯰戸分緑せず． Kc,I、
が“t教値げ~)：：J:る Iん•4 kev r線スヘウト）以篠導とし z st,...し•PF i nj IT1. et如o d..)て
i 7 て成めた。 Si (Li)放出器り詐孜効季心又IAm 、タク＆猿半甜凜と用、、て成めた。

科采 5 i (Li)狭紅器）ごよる刹．定）：おい-Z. 1'1. Kix/l<r, ~億が変化すか豹召として l1 L 1:: 

あ 1f疇鯰お疇鐸応達しヽ砥麟菊J忍試料違さ）てよる自己吸収、化・合物墳ぶ
しかる元象逗ヽ‘)てよる K丸 Kp -X線遠対的な吸疇応這vヽ．召うーフ1ルム、空
訊、ベリ乃嘉 l：：よる虹JJ・どがある． ：：：の9沿鯰疇這vヽによる心／K紅釦
変化と求めみため）こ／よミれらと補正す這寧がある。捕正の訂慕が正し‘‘争と検証するた
め、空氣層峰さ、試料碍さ、比放射含む這vヽによみ KO(/k戸遺の変化窪悛 l た。
噂として）図 1 ）：クりム金属に関する自己吸収 l くよる怜／1＜戸 o1直ゥ変化g、す。ミ碑
から 8月ら力‘なように、オ訂正後~ Ko(/1<3 g｛直 I む拭判の忍さ）：：•佐関知）：：一定•どぶ）、計箪 I冽）fl
V‘I：：吸収1繹数Y叶1) /J漣当て、あリ亙の知／k，3o値差表めるミとか＂どさる：：：とを示しーと、、か
J r：：密然辰の屡さの違ク、ヽ 1：：よる変化も訂靡f直と良く一致 l 、比放舒I令e の違いによる怜／に3
遣の変化ばみら・加＇かった． ミのミとがら化扇的遵ゞ）こ該応／k0 のf凸変ィヒと知
刈応さる。袖む知 ko(/k13 o i直は文献佐よ') 1少・し IJヽさい他と｛が「く。
図る）：：級化数道］いい屈／k3 の関録とふす。突、約釦差差 Iょ士乙え以下ヽり）、破化
数のよみ遵し‘I ょ加息． o 差がある c 冗 lJ EC 壊受瓜 I09／こがあ')‘ミ 0) らケ 0 名 11 万
ク及必状態ヽ、 1 メ l1 3/7.8 keV導仕ヽヽそれtーれ虔変すみ。 3バ．と／叫「＇9．ffとがらつ助起

/:: 3 さよういら•おおもリたがし・しおがわたがのふ；‘
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崩消）：よる気／r は/J. 00／丘
あ'). K 殻の空孔生成は全て
EC痰愛,:よるものと力えて

よい。他か篠化教）こ＄フて
似／k，3 バ直ヵ＼゜湧 IJ―みとヽヽ刃戻
険斜采 lJ痕変後のqヤはその
蘇（以犬徳が・ペ絲放出の役隊 -C

8.0 

0 実験値
X 白乙吸収袖函灸

• X—x 
芝7.o

, 

~·、
と 6.0|\。\。___-0

>^ 

X 

ぱてトリックスずあろク 1'2ム

嘱化疇 I湛ふされ這と 0 900 200 2 
咽／cm

ホ l て、五っ 4,) E C 項変 図 1 自乙吸収 lてよる悩／k? の応変化
によゐ町ァ道ィヒ状籐 11 ク l?
ムが暖化伏従から犬さく変化していは、、ともえられる．

廷クヽっム金属を除さ破化数．の増加と史）て～／k，3 の種が減少する傾向がみられる．ミつ
現象I;J:定）知均に 1げ紅敬の増加 I：：よるクグムイオシの収綿が外殻のを手ほど入さく影響と
幻、し殻から叩塾衿よリ門絞からの逸杉の方1Jl4吠的l噂虚疇ためであると餅応＂
さるが．さら）＜詳しり鉗利ヵり淳l.“ある、Jヽ2 ム金属）くつヽ、口麻紛庖召辺慮ずれば説、
叫謬ると息われる．

虹恥→たよう）て．ふ研究叫比軟的簡単/,j.戌広ご心／k3 バ直と成めクミとによ').そ
の化釦虚以りjがわ‘')が得られる事が明らかにされたが、さら）：クくの化荏殺）：っ"‘
て｝）紋さ検討ず L"める•

゜

RefereYI ce 
1)庫各カ口業竺立， ¢3 (Iり4)'
汲1,,'c(,坐叫り（1771-). 

8,5 

8.0 ヽ
ヽ

o CrC(2 
o c... c{3 

ヽ
ヽ

ヽ

` 5  i‘、
ヽ

\ 

立
7.0| -• ----

6.5口三; +4 +6 

酸化殺

図 2 応／I<’ぃ薙わ破化数依存性
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4021 瘍謬．身寸した恥 Sb, 翫Te の 11, S'l1.: fスパウアー梵光・・』収
ズI\. 7 卜 Iレ

（こ里 府） 0宅部Y敬・宅舒諄子

てれ手で＂われわれ ll 11 'l Sb あろ 1 91古＂qりTc で樗廠 l でアンチモン・"i'/L.-/1..-化含和 l：っ

I I て＂苓＾の／スパウアー梵光ス !'{7 卜 IL 手削定 l, 11"lsb"'EC 環笈cr,而吉果®乍マトリ
", 7 ス中 1 ：：：五 T る 44 q S＾の醗心遠ャ唸子中の位置口諒べて耳た． 1) 今回 1工直菩楊
子．＂T した s,,,,_ 函まに心• Sぷ「e 苫諜萌として 1 ズ I ヽ••ウアーわ男の邁lj定文行\ I'F易チ反応•ヤ

EC 環安の蔀畏生紋丁る＂q芦原子の l項．で蔀べ"I:.. 手下含わ七て．＇．＂r試料．の唆収い°

7 卜 1して咽II 官 l 鳩m."丘枚打油液れ果玄棚ぺた．

照射r試料· S^SbI SmTe.の含成 l ：：：＼ま， メズハ｀・ウアー効果の項II 窄：ので 11 の共：吐．覧的 B 己吠収
1 "20 

さ ,I I "tくすろため濃瀦161位作 品(^'2.0S＾サ． 3 可°/4, 44 q芯 o. 3 '9%)さf¥\ I I だ．

0 ~N L. l: 1) 覇入し花 120迄〇ュなl<CN で直そして全雇スズと L I ア IL.ゴ｀と冥表下て’'甘

宜-t-のアとチモと下t;_,t〒/L.- /L と溶恥して位0芯＄bI A'2.0SmTe 'c: L 忙．ミわこ＾哀科1 "J:"

デ｀ Iヽ．．イ・,._ X =;ー・ハ°? -‘/1 ／ズパウアー°及収ズペ 7 卜 Iし古． F 心.,{le:'.,労つり如：：： tリチ'I:.,..

ク L 花． ：：：れ 5 乞病‘末と l I I.PCR A6 0 一↑サイクロトロンて加涅 L T:: ~6MeV ,g,みて＂

.~JI:打 l ~.唱ヨ登楽 1本的に戸 I •,"丁a可 I"):" 約 6 h. I l 下が'.,て莉宜腎斎口約 400 メ C

てなる．病料を支丹すつア /L ミ布 l°tウラ復Il ガヽ： 4バ＂直念しでが，．mt守＾百科へ温度 1涅

然‘宮湿よ I) オヽ咋リ古才ヽヘ下毛のと指定でれる． l か L 武料の外咽 I "f-" I ヽ．．イ，＞ ＝うー・ II.

ターンホ・tぷ "">1-: .ln!_べる卜う l ：：：メスパウアー吸収スペクト IL.の．gg肘,::: tる笈化、 I tさ忽ふこ

れでオヽった．月"T l 下百叫11 宅逗 l：：十暇R寺 m 放翌 l でのt 1 ：存店窄言ぅ畠庁マ＇・ 1 ス 1,·・ウア
~ 1'l. 

ー梵光スペクト /L さ戎ば l た． o刀収 4本と＼て 1T BaSm 0 3 <.o.q •? S^  /-2)  (n'8k) 

て用 I/ だ．マーがt’"軒しで食料芍迫＝吸収侶ic. L て区＂巧む03 芍．埠釦窟E 円 I I m/J. l又
ス/\• ? t-IL の嗅I1宅を行｀在． 丸 5 れ花ズ". 7 卜 Iしガヽこ口しと｀八企似＾景、 1・ニ粟ミ乞,-: tリ冬

啜収紘＾メスバウアー I ヽ• ⇒ I ークさ決定しだ．

大 5 れ下ズヘ° 7 卜/L...O')代末竹lぽ：函｛ I~ :f'．す．了t ：ゎヽのスペ 7 卜 IL.. t?>各紐の贋知互

7 卜さ表工 I~ ;i°，す．環珊同位体 1"2.oS,立使用 L て I I るのて＂／え 5 わセ癸光スヘ゜ウト ILIま

表 I

SrnSb 

S-,,,Te 

楊子照射しi: S'l'¥ Sb, sぶTe の

癸光・唆UX ス八゜クト 1しの票性倅

",.7 卜（燻考＇、 B＾邸0 3 ('18 K), 

単位： m巫／s ←c:.)

榮光 2 ，牛0 :c o.os-

°ふ収 2.'8 1 土 o,os

梵光 ( 2. 2.ーI -x. Cl.OS 

3'.,.ワ土 0,0S

ロ及 収 3. sz. ｱ. o.os 

あんべふ汁~L· あんべ l ず＇：：
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ROS,,... <p/ 2れ）“qsb 早＂ふ＊て．．這

すぅ 44"sぶ宵ーわ四嘩な）さ子，して II る．

一方 I 0及収スヘ・クト I(...I J:放反応·ヒ IT悪蝕

1-;: 深料中 1 ：：わずか 1::.'言下れる 44 "I Sヘォ；褪ナ

,: tる枚紅紐効要を受プた和畏~r. L て 11

ろミl::: I':: f;る．

回 1 ＾た上 1：：，〒丁tう I ミf易み 9、"TS燐

の茫光ズI\゜ 7 卜/L... 11 一本緯?f I r.乃リ／その

畏1知本とフト Z.4~,....,._ んがか丸表1[ 1 ：：

戸＾、＾＾屡llsーアト0) ~ズ〒マ和 7
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Relative Velocity vs BaSn03 at 78K 
-4 O +4 +8 mm/ sec 

Relative Velocity vs 8aSn03 at 78K 

国 陽子痙．射し'I: s,.,,, Sb, S-n Te の咲光，汲収ズヘ°クト 1レ

ズ（吹収店Z ヘ・クト 11...下．ょぷ“'Isb- / 44 'I `Tc 芍．蓉婢，

源の梵光スヘ· ？卜 IL..よ I) 導::!l L た毛＾2.))にもとす＂

き＄辱 b の＄ b すイトに万る “9s,: さ表わすも＾と
同定でれろ．同祝 l ：：忘7-e.,,, 廃忙スヘ゜ウト ll ば1 4 

右J:) I：：貝：七つ奥1生佳こフト2.. 2.可／ 3 ，令'l ~~ 
/sec "'：：：っ＾ ℃•.,.. 7 1'1 ~々＄ぶTe の Te 寸イト／

s“ サイト I：：双る“唸m水さ 7，す毛へと宍丸 5 れる．

",sb 三；→ ＂ ,S心水＾愚礼：：イ半う反欧心;Jr-. IL.，，"ー I J:'面

店中てッ、有子ー蒋勤 1：：必要万て芥 /LT“ ―,t: I) I 太 5 か

＇：：， 9, で 1 1 ^ て＂1 44"sぃキの国4本中て'.の仕置 11 "'t＾頓＾ AAqsb ^ でいて面 l" と穴大：ャ才ヽ 3 / 

旦i'..の 44:キ一令布 I下C.や/ 2M) 友応て＇宅成する 44qS卜っ位翌でマ＾下手束わ l で 11 うと

寿えて):: 1 /'マクロ I':. Sb L 喩t sぃSb Iて古 II て,i:全てっ“qsb が'SI>サ'(~ I ご刃る "'I ：：：

対 l て／ Sb さで下存， ,s,.,.,,"'1 ：：古． I Il  l す""ISb が忠、/'"T-:: -,商廿イト I：：令布 l た：：と 1 t

寧咲茅つ窟果と云欠ょ?,ーがいX スヘ゜？卜 ILl ：：古 II て I "J;:'S心 S 見 sぷTe 11 ず＇わ..,分含

毛図 4 の下大下 1:: 見こわ 3 よう 1 ＝非．！n射百科との差r 認め：れ寸＂／ ＝の＇下．平＾咤介下て＂

1叫子怪射シヘ欧射吋：効果,;i:夜迅 r已界以下と酒搾；でわる．

'f, A-1,..,. 4-t, : c~. I"勺• L-’I 仕 I S.... コ （へ）； 胚守•一ヰ＊・四 I °3吠（＇m 王） ；丁．

乙h..-. p臼・年 1 3'l'l 3 ('呼）＇，知ぶ，，，み． A ふ．,.:....や~ ~ B v,..Q..P, c."'4-... >'•<,九↑一ッ
ム怜. 2.) Bl-= 穿 30 功X' 逹写全守り II 杓｀わ令(''1 3); 官 4 '1回布訂ィぐま村誼；念．
（＇り 3); t。い←今必吐ュ"4_.

奈 s,.,-sb-Te 苓 I ミ苓 IT ろ

＂忘への奥性侭こアトの

とス〒マ〒ィクス
2) 

希1li:.特庶子 屏I’田店シフトa

2.2-2 ．千

コ：

S""-

Sb 2.6 - 2,で

3,CJ - 3,s 

a
 

Te 

心…／52< VS’ E....下いの'.l (I""::.) 

4) 
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4Q22 瑶1t叙(11[)・瑶化アルミ：：：ウム・グ｀ラ 1 ア 1 卜屠由化令初のメス
J\‘ウアーケ光ぅ広によみ枡尻

（皮ズ理） 0 名，K i足・う釦＃拓彦・木村友彦

出滋(J1I）・グ｀ラ 1 f 4 卜層印凶枷i/)綽釦 If巧［1 ついて 11、電知的1l,1走がらグ｀ラ 1 ァ
イト1[痣ふ n 湛化鉄＾の移動による CがびFecわ 3FeCl3 ひみ 4とず往tf)栢社が 1践団
t Mぽi)ぃみV\みfJf羞蹄臼切れていみが 3 た｀危親がなか 7 た。 凍角け 1965 年 I~ l の
胤娃4 解8月 1-:. r1 しいがメス／i｀ウアーケ光戎£広用し，層向化合初中 A 瑶化鉄tf)屡性低クプ
トが託釦虹釦鉄('J1I)よ 1/ も和丈 3 い l どt見似した。2) z の経昂 lづグラ 7 ァ 4 ト
d) 1[雀｝ IJり知ぼ葦叩あどいう升ぇガt " L fJい。 tれをみしり h りテ易和 3
ら lっ瑶 4k 録（正）．t嘉4ヒアル三:;;.ウム・乃 1.,, イト層向It幻加メス／i‘ウアーズI\゜クトル
心Jたt }む刃iが｀、いわぽ星ヽ吸ほ＃紐i‘lす z の比合物 0 締布Iぽ l< 1 いて十釦濯振を
19 みl.'lが`1.‘` ? fJ /J‘，た。 瑶化欽・グJ 1 ア 4 卜屠叩釘加メズ／らクアーズI\゜クト／lJ
lくク VI t 11 k R>'{ク釦ヽ鰈グループo tJ‘らも同1““が殺手 1 れているが，3) 1.板化鉗燐
厄 lレラ：：：ウム・グラブ？イ1-層加令初 l：クいて 1す 1 ¢這〇妾が｀うい。依近，高雌の
叩考翌が 1紅叫t t fJ，れハふ向 ¢‘z の桑'f_'t. 1/ 'i)げ秤クtfJ FeCi1/ Af Cみ比のり｀ラ
”イト層rlil化な物 n メス／i｀ウアースバクトルt叫し、綬t/手ゎ虐和褐 1-t.,4) 
索貌 瑶 4ヒ叙・ら 1パト 4t”(/)合成‘lす，叙瑾疇（直）ピグ｀q 1-r A 卜が店
”言石‘• 2夕o- Jso·c に加秘し，未反f.,.のf釦直 11 羨庄ぃ 1M Hば遣 1 て？紅すみ。
鐸 l1 の隊して釦釦して定｛、し， 1“1バ叩4と併祈t•免量‘した。 q身夕れた 4tク溜の
叩1 "けん9-‘°X i. c”FetfJの炉？沼 1~ ;ff}差 1 み。 瑶 4と伐釦アルこ戎
ム・グラ 1.,, イト化釘'1!)I)ぎi:f. t l紅‘印石虹かけ勿どグ｀t 1 1'イトハラ昴ケ物を 1/0-300゜
l-t切聾する c Fe山／A｛Cむ比 0.3~ んの 4t炉靭 (Feば3 含骨i. 7~ A バ）が‘り身みれ h。
日立 AA-ム0 翌幻し、｀島淳ME G- -IA 型メス／iりアーズヘ°クトロメーターを用いて 2がK
印ゎ‘` go ゜k i‘スペ 1,...,レ£須，）走した。
経昂ぶょ 0｀矛桑 （1) 嘔 4と叙(JJI).グラブアイト層即心甥のス A゚ クトル． 図 1 a ［＜示、
れう｛っ cIO FeC13 t1)叩゜k 1~ が1 みズ A゜ 7,... 9レ l1 梢ーヒ°- 7 （ふ 0. 舛ヵ況／立c) i‘．純世
1K 知叙(]1[）（和 0.. ク2m加知） Jリ令昴幻わ 1 卜はギ＞ス 3 『o • l ポ I4 1仕ま稼冷びt
碍果:z, 3) ど一絃し 1 ガリ、、上 9tの武‘i) i`i該したよう I<- 屠卯mlJJりかヒ叙幻tf)肱
りi‘fJ（，堪化俊含釦 4飢直に 711 1'イト Pl 1l:電}/)<. "fjしていん z とを示す？〇ど
芳ぇ 5 れる (Free力訊 l: Jれ厄｀戌直叙(JJI)・チッ化ホゥ多層町．K 合飢‘、 1孔グラ 1 ア
ィトt I直 I＜亀炉約和チッ化ホゥ素＾屯ik叙pヽ5 電}p臼"IJ 1 るt芳ぇ；れみが‘，墨,t笙
低シプI- 3 純忍1杓釦ヒ叙ょリ、j, 1 〈fd み）．．go゜k i`OC,。 FeCもの男移係；ク 7 J-l1 終鯰
虹釦（血）どー＃訂る。 釦滋（狐）・グ｀11パトル『籾I)ス＾°グ1-ル l1, Fec釘令ぃ
序釦わ）加琵温度が｀墨 1 1 屯度化しfJいし，息呑ギ 3 [T1)゜c iヽみ蒋柑頂加秘 L 1 も I J以と
瑚 5 fJら しがし，夏呑ずみ(J1JOC, i‘ム哨悼l 由1JII 裂！ iみピ Fe (JI)のスペグトル 9；·ゎ；われる。
(Z) f嘉化欽(]l[）・培化アル三ニウム・グ｀ 1 7 アイト層由化合:J勿(/)ズ A゚ グトル． 樟 4t叙

とみりが｀たけし・ 3 がいたくか Z • 1 ありピもウこ
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瑶化fル：：：：：以・j‘1 1 ァ 4 卜化合

釦パ 7 トル 11 Fe山／““3 比I)

痰ケピども 1＜芍化しI Fe(l1IM[l3 ^ 
み（図 lb) {11 ~釦頃・グ｀11がト
1とな枷ピ l3 t A i｀考 5 fJいが‘, l の
比がf IこfJみt （囮 lc), feCi.3 ;Jヒ゜

-71)1包に多『し V1 doublet（炉/.0 9_,
函＝ o. 6/ mm／s.g.c) が‘がみれれる。
F( /““3 = (J. f（団 Id) -t 1-1, 

FeC13 1 1-（る 1 人と勺滋しp<J4[jの
doublet (S=J.JO, Jff1 =0. t 9)~ 他
l-:. fH91II 才 Z ti) doublet(&=/, IQ., 

.tiEa = 1,67) がわりわれみ．虹‘o.3

lこfヽみビ（団 Ie)J (3 と A ふ用し•投
肖 A 2§且 n doublets (~=f ,/0, Af1t. 

::0, 70; 炉 l ， 90, AEQ =l· ヽ3) がみピ

がれみ. J'k 80ーk II);t..1\0 クトル

-{ 11, FeCl3 1:::0-1 ~移訂 l れり

doubt e t s に比べ 1 噌 9り 1 み傾釘ぶ
み和れる。

叶1 らの舒しくわ 5 われ石 2維の

double t s ［す 11管の高ズt゜ン Fe(1I)o
舷懇 1-:: 和広し）付fll I) double tのハ゜
ラメーターば叙K袖 4t欽(J[）に立い。

症，1., FeC13/AiCも比がo.3~O.S"
の 1品 4ヒ鉗（11I）, t釦とアルこニウム・グ｀

ラ 1 パI- 4 し合物が出t録11 I紅
んむ、あスヒ゜ン Fe(ll} <"l朕槌［くあるビ
秀ぇられる． 叫1 みの経昂が~, l の
4k 存初バ，各合Itifバ Iく ✓-? いて 1釘1 t
拭h た。

軍1) M. L. Dzur-us✓ G-. R. Hennig, J. Amer. O,em. Soc ．ノ空，／ OSI (/957). 

1)N.saIto, T.Tomina,a, M ．ヤakeda, Y. Ohe, F. Ambe, H. Sano, Proc. 7七h Japan Conf. Radioｭ

isotopes, 231 (J 967);輝・＄，K 紅•佐野ノオ？卵如咋磯釘責漬専旨算p./28 (1965). 

3) 8. v. Lieng me、 et al., Phys. Lett., A..竺， l27(99b7), Carbon、五ノ 681 (f968) ; A. G-. FreemnJ 

Chem. Comm，，巫包 193; k.Ohashi, I. Tsujika.wa, J. Phys. Soc. Japan, 廷， 422 (!974). など｀．
4) T. Tominaga, T. sakai, T. Kimurみ Chem. Lett，旦互L 8!J3. 
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図 1. (3.}塩化欽（III）・グ‘ラブアイト 4と合物，ガげ (b)~(e)
湛4と叙(11l）・和I::アIレ三吋辺ム・グ｀ヲ 1が日と合初のメス II``
”ーズバクトル (z9 g゜I<).

(b} FeC｣/A1C13 = 4-

CdJ FeCJ3/AUP1= 0.5 

-, 

<cJ FeCi3/AlCl.1 = I 

(eJ FeCみ／AI.Cl3 =0.3 
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4 Q 2 3 翠繹和酎遠渤西ぶ ·7出0 ぷI i'(k、り）蒻□叩 X ス 1r

ゥ？ー紅3い、心い" NH Rl：ょ 3 研免

（東た逍） 0 涌井臨倉喩永健

逹合原和訊合物と,a.,)6j一の庶手‘｀屈直 n 異は 3 状態でヶ刈中に存在す 3 疇而の
ととであJ。煮考らは， 次祢ょ 'l 逗合屈｝ i函 4い合~ ~ L 7 切う爪て u ~ 7•パU図 厄的・
7Hi.O Iこついて、 人ス,,ウ了ー今丸去t用いて研究i迫めてこた．今国， この民2在•‘池0
と即靭〇化令勒｀と l て知 5 八て＼＼J, 日z.... l[而・て出o, 他夏Kl[而• 7H4), Al夏み租•7H,,o

t紐 l' 心 l`• ウ了ーか史広及u·I NH 来又べ？トロメトりーにより痢走t if乃，た鈷
要， い程度りり、打青迂に 1月す 3 知見爪＂喝ぅれたたa), ことに稜告·iすJ.
〔棠験］

1),Z) 

Rぷ・叫o (K.ii茫E• 71-1ュ0) ll, 8"11J｀らの方玄王弥芸にして~Lた． F←みFr叫0,
3) 

AP... z.,.恥 •7出0 について，J., 可必よ伍よう/I) "tn..屯命忍,;: L て）＼下のように合放｀した。
厄夏み斥•7叫 I巧いて 1ふ、 之i春：：和釈して氾秘したっ、'Iiり水素歌に 1 民 (OH-)江輝 L, ~ 

＂失と当骨の Z....co3 tpn戸輝L, 木恣上で加墾濃編t l 1:.：：：俎一歴夜杖冷し祈出し
““吐口凪紅い暉 l た。 Atエさ氏・ 7H,1)について丸 AU （出）3 を用 U て＇代の 4U渇
し同謀にして今~L た． Al夏厄l[屈•7H心について({., ~下〇ように l マふ奴ヽを（T 応た．
“合（こ希釈した 7`./ 代f(_,idh 駆に戟裔t.,n.之マ水苓J:. 7" IJO熱 l 落i中 4 也＇年に最元ぶ辺秀囲
気にあいて，匝，叶の7，.I4L水悟函姦戎を洞裂.T~ 。 内澄EO遥す 3 がにこ 5 に合粉いD.之

澤凌中に存在す 3 3 僅切緑tでべ‘て投元 L, 0 退後、 0 凌に手早く斜こと当量の俎（叫）3

心心ふ落庭を水恣上で'30 今1匂程加熱 l た役，落疫t枚冷す 3 と／壕甜色の品品9噴
出 {3。これt p過 l て）l逗 l暉L た．が d＼たこれ 9 49 遠料 I二つ＼9 て，燻紛末

心ーン;愁|走した．に応柘•7H心 ,Al瓦面 7似 /UAぅ西み而、 7出0 P)苅秤 1こ
っ l\て， メス lヽ＂ウ？ー今皮茨により、 を這 ド了イ了 A X—-I 夕｝ー Iv湿度，液年を辰温
ふ捌芝疋｛和わた。 伎用 L た苺詈 lJ、島孝の HEG- Z翌及飢日立の AA-40 型メ又

,,う T -スペぅトロ'/... -ターであJ. J.た、 Aにぷ• 7H心を 90 之たこれら 4 つの甘料 1 ：：：
つ ll マ， 粉末固外 1ぅ ，＂子と 1 fi{l\ ti/M R.ス＼．，卜 lしを， を溢 I“. -lbo ゜しにt‘\9 て測主疋

厄った。 任用 l た笹墜 IJ/ ,,'I t 1/ Pl V"fi -t紅じ這 NH K ス＼゜？卜 U 丈ーターて＇｀ぷJ.

［岳昂ヒ序寮］

直紛充 Iぐ 9 -y n 邸知‘~.,, 4 7 11\叶料 la (1 し人ど町今QI I勺ーンを示すこI::. ~伍 3‘
1) 

湛． .!. ~ I:::I B-a.心バの邸晃ヒ氏藉 l て正方晶根~ l て袷1 生漱互祈暮した翁果/ 4 つ
の試科の迂 9ヽ ＇iとんし“B如心らの恥布 •7H辺の栢｝走教の位に一吠いこしパれ 4‘っ
た。 3 いにJ 'I, 4 っ碍料 ,1, li\一の正ナ品恭ヒ届す 3 命品で｀あ 3 こし心瑾火［た．
図 I：：：／ 凡和.. 7出01 A訂じ斥 •7H』 4U‘,R、る柘 •7H辺りt夢て＂のメ入 I\'. ウ r -ス＼゜

？卜にを示す。 Al'J[戸打rr• 7H 辺の、哀•:n:(1)to -'凡 Fe2杓 •7H 辺の民JLに相当す 3 t゜ー
？に， 非病になく一痰す 3 こしpやh n‘7 た。 3 互 ドう 1 ア 4 ス温度， 凌（年咆吊塁度にあヽ
lt3 M民布•7H....O o,'f.-ス lぐウ了ー／ぐヲ X ダーポ／ 各之/1)温度で｀り 匝ぷ• 7H(0) KJr. 

さがいた＜ひこ・とみn /Jゞた 1↑し
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の X ス／くウマー l\Oう X ターに， 包く一紋す

3 こと 9ゞわ P‘ った。一方／ 氏頁さ杓•7f-1.,_,〇

のを渥 1こ和 It J "/..ス／くら了ース＼°ぅ卜''-- (J / 

図 P' ら見られ 3 よう I::.I 甜偏ll)応\ I 非叶

祁o 'c°―？を示しくい 3 。 こiJ)スヘ゜？卜 1--

（ 3, 瓦2-Fr7H辺l7)スペクト 1~Q) I Fe 1l. I::: 
相当す 3 e-？王栓 L 弓 l し1 た残｀ 11 ") / fi(_亙

（こ祖当す 3 スペ）トロ：： 9‘ なり屯＜一致す

3 こし 9\` ゎゥ‘ったつこれらのメス（やケマー

スヘ° 7 卜，…心果 I J, 3 程"“泣紅 l輝傘
であるこしヒ矛盾 L r.i lA。~ T::::., "f.ぷ和•
叫0 のスベ？卜 lし 1も e-1 直橘心
\JIわ I) に 1け釦すはあよ＇］か＼‘って 19 バ＼）
~'e./ また之....,/I)に° -7 (/)I訊の極llヽ n 都か
咽\J\こと／ さら 1：：非葎 n e -'7 191 ある
こいとし＂がら I R の 3 価 l：：相当す 3 C-1 
（｛／之罹模虹パ這のスペ？卜 Iし 9\‘ をは
? (VI る可途代9ヽ、庁えうれふ

一方／ 吋 ',H O NH Q 0 咋/J / 表に示すようであJ.爵臨牲化的い NHRいじ今
喘紘性屈＋が藪ナのスt゜ン甜和い立 1 ポ l釘穎 1:: 「』 39\-1 一穀国 1こ ll, 匝の 3 1面 11, 又ヒ°ン
fll緩和雌·I紅爪＇遅 lI ために， FJI iこ叙位 L て 19 3'叩 1l, "fi",z!夏"> I乍 3 屈所絃．嗅n を lいため
心心て Ll, て知＼゜？ I-，叫応:.t._れにくいこし 9ヽ界之 S れ 3. —九 FaOI 之fあ IJ,

スぜ｀／の魏和曲I苅＂｀逹 II ため［こ／ 氏工 1：：而直 L て 11 J 11 f IJ I Fe..j[ II) ff J平均の局前欺噂
這l`31：：め， 直{I) 4立醤よりもシフトした位置 l：：免の 77’' がぷ枝池t_ti¥ J IJ (｀であ 3.

江， A0 ュJ[ li瓦即町＇ぁ 3 ためI • ~ 表 '.,F lH の NHR ス＜クト Iし
紅紅tてい＆咋 I~ 裕と-:t..れ 31Jすで、 1 の邸果
ふ 3 。 乞がら [3, Feる応•7H,.,() で l9F Cl) 

汀’'ナ，べ息らい凡たこと»\ 5 、.z,._1t 壱溢
印3 依位 l 7 いTj \I~ と 1ゞわかり1 \'‘ "F IH 

も／これらの凡合沈（i可べ｀て同町＇あるこ 茫氾Fr•7比01 X I 0 

しがら， 厄ぶ •7H辺 I J. / I'F'e:11 z.11:厄 •7H.,_Q I x I 0 

[Fe][(O缶）、其 Femrs(OH』] 0)ようり禍 Al皿瓦I和 •?H z.-0 I O I 0 

立E l て＼ヽ 3 こし Dヽ瑕走よれ 3 。 AP2、1t和・ 1 1-1i.-0 I o I 0 

遠 1) Q.← - M. Eick\\“'z．コ舟凶一塁 l3 J （イ玲）
之）酒井•宮永，矛 17国枚和遠渭諭這・曾」集 Pl31 、 (1り'1 3)
3) 1(.町←にー。． K~rr~, 乙．(>M4y(i.山豆．茎，嗚，（1g竹）

. ., 
y w• f.`·.:•·~ 、プ：••山夕•V.. 、心況心.....,....

‘‘‘`·· • .....:• 

` 
, 

: .. 
c
 

-...... _ . 
... .,,.ヽ ・・... “ 

-2 。 2
 

4 
凧 /~ec

I団 メスバウ了ース1\°う卜,.__.,

a 叫浪勺7Hよ）

: 認：悶辺心 \ 

某鉄苓率

（室温）

口
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4024 トリスジピりジl滋直濯体碍怒消該）砂
メス）豆｀ウ？一分応去によ荘腔

ぽ火理） 0位廉春雄 富永儘

固体化合物の熱介解過怪1本 TGA, DTA, VV, IR 店'l‘‘物理化 I房的測定しゞ＇）推定
でき 3 。特 1ミ俵促合物において固体内 le お 1うる化栄要化が侠原弓咽、子価や構造の疫紅
件う摯合にしl, 1 7-..バウ了ースペ 7 トルには君 l ぃ変化が生ずる。従来 C,.o, Ni tJ i‘‘の
トリスジ‘ビ）ジル錯体俎焦分解反応叫観 11知られているが‘1）， トリスジ｀ビリジ‘l準(]I)
如頃可衿解過叡恥 Iな行なわれていない。われゎれはこの1い合物の熱分解過稚吠a
見た得るため TGrA, IR., i-ス）豆ヴアー令先法を用いて訊令した。
（輝）トリスシ‘｀ピ＇）ジ‘l準且）塩化物 [F心p山］虞6 H2。<i)製法は磁醜第一裸℃ジ‘
ピ＇）ジル(t 1レ比で/ : 3) を水海液中で混合し，喝化ナトリウ L濃）豆海液を加える。麟‘
した鵡紅エ勺）ールおよび‘水t淫湛品 l' I''l的デシケーター中＼こ條在した。‘、(l)試料
(!)窄素気浪中にお 1する熱令解過程を熟天祥て、｀測定し，各段陪·の生臥｀物を鳥津MEG- 2.湮
メス Iヽ‘＇'7 y -スヘ° 7 トロメー 9- を用 I) て宦温， I 的゜1< Jり？゜K のスペ'71-- Jしを測定した。
まt-:..lR <l)測定には 8 立 EPI-L型回祈格子型音、外令た光襄言tを用いた。

（結果X考寮）トリスジじリジル鉄 (I) t篤化物〇窓素気シた中で'5'J TGrA 曲線を図 l l ：：示す。
1)各段溶 I,I ，皿， Wl tf)生戌 1勿

I, Il, fil l：：：お＼7 る滅量，元素分析tf)結果を表 1 に示す。 I は［F心ir 山）CR.2. • !; H1.0, 

1I.は Fe （い）2.凶，皿\;}'. Fe はip叫2'( 一致する。次 1::. I )  1I.，皿叫瑾物のメス）＼‘ウ
マースペ ’7 トル (@2) 這温襄における累1住炉 7 卜）叩極手令裂噸（表 2) を示す。
I はテ、シケーター中で‘炉遠tして届社 l1~ スピ /00 

眉炉‘｀ある o :rr. Il 品スピン釦本でありパラメー浅
勺ーしな F父はipy)叫2の文献値 2) tよく一致する。里
皿は Fe (J;py)叩直使され高スピン全げ体て｀｀，〈里 50
叫鼻造は 1田面体王）マー構造か）ヽ面体芯）マー鳩 z

造と考えられる。一鉛 1：：：四面体全昔体の異i生体シ 7 ツ

トは， 同一試位手から臥‘る Iヽ面体合も体よ＇） 0. 2 
…り／…程襄小さし）叉言われているが、 3), Ill.の異

性体:.. 7 1--I! JI I ：：：比べ‘てそれ l承ぜヽトさくなり。

また記 31ミ示すように日 表 1 熟分解にぷる生汰‘物

(Jipy)心戸 Fe (d ipy)伐 2
の邊却トスベ 7 トルの変化
は，熟介陥可知 Fe lp'J)護2
心体疋J 1..-)→ F父 lpy)2.屯
(/ヽ面体后） 1-）疇音、ダI-ス
ペ 7 卜 1し度化 1：：勘以 l て L)

"

i

 

ー

。 。
/00 '2.00 300 

而

“°° too ｷc 
図 1 T &A,-!:B線

（界湿速霞 2°cム'~)

唯定される生氏物 色 滋曾o.)
元案令析値（％）
c H N 

I [F出ipy)』困訊碍芯． 時点 S2 、 5 タ、i5 /2 、タ
5 2 、 6 ぷ oo 92 、 3

11 Fe はipy)'.J.(9 2 {じ霜． 暗繁 3 57 54.7 3 ̀  b ? /2, 7 
3 々 9 t'f..7 3. 67 / 2 、?

皿 Fe.しc1.ipy)は2 ｛に言 袴 5 3 ̀, 匁 2 5̀ 2 、お 9 、〗 3

5 3 、り タ 2 、 5 2 、 35 Iー.ーlo 

さ℃うはるお・℃みながた l"j\..
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る。これらのミ℃ b‘ 

ら Fe （正）ふ叫轟

追 Iな喚患て｀‘架檎 l t~ 
9ヽ面体、ボ＇）マー椙造
である可肯と性が考え

られる。 W のメス I ゞ

＼うアースペ 7 卜 l し ll

Fe は2..'l'I出 0 (/¥'¥ ::C 2. / 

4-)'(_一致した。

2)反応各段粍の中問過程 Iこお 1うる生版物

上：（Fe\ol ipy )3叫•5加）叶叫；PY\(い鱈過牲て 11- T 

G-A Iミお I) て国l準に相当するもの l1得られず熟令解 l'J,
1 4- 0OC.付臼です b やかに進行す 3 ものと思われ訊回午a)。

麟 F瓜ol i PY)也 2 → Feld ipy）山 l::. お I) て＼応訊..t.
昇 Iミ 1和）伶汲 I~ 度‘他 l 1.,TI.'l皿が具合物のみが‘功しめ

ぅ凡 その他の化合物疇在しなりミげ‘メスパウ？ー

7、へ゜クト lレよ‘)哨らが le なっ在はり生し）。

旦:f=e lol ipy)山2.→ F叫2. ~-zお Il t li l 切4--C.)<I)よう

なスペ 7 卜 1レが‘観測された。 このスペ 1 卜 lし 1ミ l"J. llLおよ

”の水和物 (F上伐2 升出 o) 以外 1：：新し、）凸bldlx)

が万℃められ， X のバラ-I- -9 -11 宦釦‘‘8 ::. |.D 午， AE& noo boo toヽ '-1-o o ,oo よ乎

::: I 、 o9 ; \~ ~゜ I, て｀‘~ = I 、 O '7 1 △ E Q,：：：し、 4斗； q 8 ゜ k て｀ 5 = 
1 、 20 ，△恥＝ l 、'l茅(,....～／心し）て、ある。 XIm 皿， N, あ‘

ょザ‘wml守物℃ lJ.要なるこ思われるが］稟空中て‘'圃→
戸熟分解た行なっても，皿や W （およがオく如物）を全
く含迂ぬ飩秤な状態で℃＇）出すこ℃ ＼〗困難である。（ナi |••ふ............\.:..:\;••::._.,..... ·心．，＼，；だ•?••,...

ぶ、［し。 lol ipy )31 伐1• 比0 の真を中心町‘'t3 叫： P‘)) 。、t相
a.2) C。 (d i P‘)) D 、5 生な℃｀の生政‘が報告されて 1 1 3 1)) 村|•,•,.......,•、, .:···'．．．．．．．．ヽ．．．．．．．．．，••. ::.......... 

以上のこ℃からl.FJI..如py)3] 心 sH心の袂分解 l°Jこ匁it b が：．
叩よう区進む℃唯茫される。 臣

(Fe ¥cl; pヽ｝） 3] は、2. 汎0 • Fe (A i py )2 戌 2 争
→ Fe しd ipヽ／）工→ X • Fe(,Q_2.. 

（文献］ I) R 、I-I .lee, E.G.riswolJ1 o."d J .k\e inber~, 

lno v-3 ・ふe.,,. 立， llq 8 (1 り b l¼) 1) E. ko吋，｝叫n~I", E. 

st~ic~ e.le, o..叫 k. Mc..olejo.., Z. N o.l«r f or叫．，旦g, l5'I-3 

um) ; i以認， 632 U"lb~) 3) C.、 D. ¥31,trb v-i o\~€., D 、 M.L.

如。 A りぃ ne, J, Chem. 3 。c... (A) もq斗 \ l cl 6'l) 

衷 2 各温代のパラメー勺一 100,...... 、•ヽ．．．．．．．．．．．．． .................... •.•·····--

化合物 邁哀 8 • EQ. 

[hld ip‘})』出 R 、T. 0 、 33 0 、 23 
¥9 ~•k 0 、 36 0 、 31

も比o lI) 13ーK 0 、 39 D̀ 34 

F叫ipy)凸
R.T 、 l 、 D/ 1 、98 
19 5 ゜K I,0 (( 3 、 29

し1[) q 3 ー¥<. I 、 I I 3, 4-0 

Fel劇 r y)均 R.T. 0 、 93 3 、 6 'J
l9~0k l, 00 3.6!; 

頃） 'l3ー¥<. I 、 03 3 、 7/

o/sl-l 
相i ]s゚ol· •;···· •.•.\f'··.... ••••••• •. 

痒 '001•············.

松」皿

·.度．：．•

:.=ｷｷｷｷｷｷｷｷ. 
... 

:··················:•‘・・'···... .-ｷｷｷｷｷｷｷｷｷ 

-2 0 1 m沿タ
®2 メス 1<‘ ら了ー 7、ペケト 1 し

Cき溢，送哀 I~ 純敏崖導）

A
5
 

IIJ3 IR 7'.ペ？トル

Q,F上（灼）遺2 b, F..11.. lPY)遺ュ
c., F...11..lel;ry)lul. A, Fe 叫';J)屯

.. 

.“‘ 
IlL 

——, 

I F..Q1 4出°,
....,•鳴．．ヽ・ヽ ．ふ •-'··. ...-ｷｷｷｷｷｷｷｷｷ •.. ••........、......• ....,.: ｷ....,.... 
C ... ; •• べ‘ ・・ベ ・：．

I I し：

x
 -1 0 1."，，心. 4-

回4- メ入ハ‘`1サマースペ 7 卜 1 レ

（宦湛，速ね Id 純舘墓幸）

さ℃うはるお・こみなが札 1うし
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4025 硝駿齢及中におI応す）レトニウムの酸図態疏布

（麟） 0臼輯困 栴沢弘一 夏即朕

I ｀緒言
微量プルトニウ A か足癌状態足韻べるこヒは、これ区確実に分離皮’量する E II)に 1必卓•(`’
あリ、よたア）レトニウムの溶漁化l号の面て・肛巽味赤い。本邦て囚瓶射 uo遼料8 溶陪Lに
硝酸溶液中におけるプ）しトニウ A (J)酸化i灼店の有布と、臣イオン交椋クロマトゲラフィ 1こ
よリ Pu(l[), (W) 、(W) 区それゼれ分離し（調べ｀に。さらに、種々の濃）度の硝駿溶敬にお I}
る微量和⑰）洲時棚旦も可噂叫燻心｀のよ）に変化す-j 1J‘さ迫跡 L E 。
江、実験方法
険イオン交硬クロマト 7`'うフィは次のようにあ‘こ年た。 DOW丘X 1-X'8, -4D0111esh. 

とがthl\｢ X 2.00 l"1.叩d'> I ぐイレックスがうスカうムに充填し、姦留K I::: ▽ M硝酸て荒い逍I足
すべ‘尋研溶液＆千ャージしに。溶離浪は 7M硝屑知とし禾逸 Id よ＇よ々 1 ...,t./ttv C｀あっ応
恥I!I.)叩うム 1.:::ll践口碍｀＇釈落出する。恥可）はその後もヵうム容量で溶臨3 れる。
一方和(fV")衿配暉が非栄に大きいので和頃）と帝匪LE役 2噂駿溶液で速階 L に。
麹され疇鄭鴎r/)フう 7~ョン這船疇して阻殿溶海とし、慮験エ惹離液としに
唸イオン友喫I¥') "1' Iしトニウ 4 と楕製し口：：：れと自金夜あるいはステンしス斜料皿上
にマウントし、q放身墳左PR がス立↓9E が" 7 l.J—亜旺l 計牧管て＇＇浪’I足しに。ま豆
要印覗退麺南誌国）コン脚湿 I二よ＇J吠読スベクト lレこm)定レ核捲＆確認しE 。
燃即瞬浮閉はJPDR-11吏用瑚煎邦 ~ooo古OOOMWD/TI ~2y冷却）から採取しに
汰片（～冠）酎鄭澱200戌F警レ、これと約 1 ..If-）帽対§しE溶教であが主駅X籾射
性校種ヒしてはユ39,239，如puのほかユ千1加， ~2,2召CM, :2.呼．2芍．芯U等左含む。ミ違

敬〇｀ I rJ＆マイクロで心卜でじ）、上詑の方伝で洛縣汁じ杖芯への分ゎ豆恥 Iミ。
迂つ秤江疇tドロ〒ヨアミンヒ杷隅硝酸で験糾置元哀くりかえし臼後、雹眠系1
オ咬梗1：：：よ）祁 L に。さら(.::.ニ鯰硝酸釈限イオン交併ケ漬鯰ぶこらい Pu(W) 郎グ
をとっ E..:::" →王（汀）(! 1 1 、 4 、 7, 14 M 硝酸溶液(2XIO-7M 和／J..)ヒして保存し、
1 8 / 1 連町 I 1, 3ー, 5"1f月の向かくて" 0、 1 叫す＇フサンプリングして同じ＇オほて洛通委
化状態への分布区詞べ＇に。
皿結畏および考案
閤斗麟a胡牝しに場合の0(放射能にふる陰イオソ交派クロマトグうム区図•1 I：：示ず。

和（皿）フラクションの0(放芽憤11::IJア'I') ~ウムヒキュリウム（：：よるものであリ、フ0)レト
ニウムはほりんビ含Jれにかっ応これに対レ Pu⑪T) フラクミョンのq放射育もには、ウ
ランヒナ）レトニウ 4 炉汚干訳められに。和(_TV) フうクションには佗の技種によるq祠↑
能はほ江匹＜、ここに全プ）レトニウA の平1% 以..tが得られE 。まE Pu(Ill.)は 0101
％以下，和（Vf) 1J E か E'b‘l °んでかに。す5わち喜硝酸で溶肛這如②記謬
中の 7°)レトニウム ld、ほとんビ4f伽の形で欧定に存丘レている。

うす巨｀し 1す‘かず・うわざ‘奴ひろかず・ 5つかよるお
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衡］：1:／口::7:M口：］：：口：：：
•Jー：I I ｀蛉 , ―了険噂EPハy'f)祖如

IO 浩溢液塁JI.) 4-0 .~o はぼ：：叶諒i果l：：：：一町
訳匹和（皿）か••細

齢．各種褒喪嘆麟惑：：あ‘l謬疇）嗅成 さねる力‘フに轄I昇綿で＇
% きほい。まに Pぃ濃恥芦 10-tr
10゜ ／゜ 町 M屯＜仰I ごとから、こ妙ー）

L_ i MHNOぅ 賢内化麺疇行中しく遅レ）
/ と思われる。

10"( ／。 ご゜3 足ご‘孟雷ねば芸
尋久ーミ：HNoラ : ；謬言ぷユニ9麿

/ _. ．ー 臼叩｀．喫澳1立れ EP詞）の
10窟•／ 叉14M li NOぅ 也）合環州できる。レかしふ瑕

誌凡直）か..Pu(VT) と同頭圧

叩る lJ粒麟。こハ虹紅‘ば
柘直）かか饂弔時噸租しに呟）、

胡 麟11 う A 中で P砧皿）嘆ャが1ミ
Pu（村）に向，哺もられてしjう

げ
縦
姦
栢

応oi

ID゜ 1 『•

IM硝酸溶務中にお膠各
膨凶薇(/)ァ lレトニゥ 4 の
白）合a際［還元唖位i‘り詞
直可紅と、松直）IPu(_TV),
ね（買）はそれゼれヲ、1,

t a.I週 1ヶ月 ヲ'rR

釘ではいかヒも男えられる d
I) No.tc; u l'Yle,H. 成必． 1 J. N1J.d. Sc..i. Tedinr:J:.'/.1.万う7 (_¥Cl72) 
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4Q26 中止
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4027 

〈絡言〉

極釦釦に応り尉輝釦虚疇詞翫研兒
V且か‘ラス か：リエケレ Ulばも厄銀C'J吸渭ll：万）て
（原研） 。｛鴎忠 印 lll 雷匂久

毎水中の銀の氾恥詞靡．鋲4 オむの殺函佳．飲料水グ遥名．人工降函等填連して
＂の散重の銀の分析が行なわれて、‘る．和低笈度の銀の分析の妓も大さな1叩撥 1以臆
器．分杵葛見表面に対すり知吸着によら損失でh ら．、‘の 1笥題惰咲のため Iミカくの研
虹的われていい力ゞ．そ叩訊の方向 9J PJ羞，，，少な vヽ材貨逗択．針音ィし利のi史用如｀•9 こ
句すられ吸角退構Iてつ V' て＂知見ヽ“符られくいない．汲羞のf閥淳l女．粒心る逍如．
材吼による皮叱 I こ 7 ヽヽて&.,~矛盾し「滋系が恢告マれて、ヽゐ。又 銀の番店吠態lこつ、，て
もラジオコロイドり B丘ヒその成困尺肉して研如＼‘行なわれて、 1 ク於復、コロイドの在氏を
級伶するものと・鍍灯屁物粒ふ F.. 対すみ吸為の綽果．偽コロイドが生成すること針炭し｀
rミレオ：ートがあ?;.牧｀ ~I認照担炉 A, I::. l JO刃iをトレすーヒして羽 vヽ．，t、ーケィ酸か｀ラスヒ
応l エケレ匹吋す砂艮の吸者と沿達達炉天lミよ知叫砕を訊べ·傲量、の媛の番な状態と吸
羞叶特臭注を月らヵ＼にすること糾恥 It.
（史験方斌）

トレーす：照担体＂1があらjJ‘じめ銀t除去した金属ペラジウム I} もJ KR ーカで一ゥ
イ 7 lレ叩紐照射した・王水 9て帝緋lJ1oｷN H c /洛知して／砂71l. I ダイヤイオツぶ A -
/tJO カラムを地地心IONI/CI堺知銀を喀組した．pry (.t.P 後IJ•INIIMO濱和し Z
パイレ、ジクス7J‘‘ラス製のt.＼／に係呑レ T：：：・ 190 71tA1 一屠研R. I 駁澁部よ）取得したものを．
治NIIが03 ．す x ／0-6MA1 紐lこ統釈レてパイレックスが玖製コ lレベJに入這所
K保在した．
高速煤： I知われl 工ケレ凶追滋 Iミトレーサー秀成履OH 峯茨水を加んて 5ml
として紐{)oor力7ll （最大 6砕）で 1 輝虹｀令紐レた悛．J::.疫／祉を取yゼ成切能
と履IV四レージョ V 刀リターで規定、レ追丸前の放慌と比敦した．
吸着史験：／ね叫のポリエケレ叫製這叱僭あが‘1.1 $叫のホウグィ酸がう入屎粋tツ

Iミトレーサー条茨厄oH各茨水を抑えてカクハ vする，一定時間孜星.t.f養夜／筑と
取心レ吸急加放吋貧已比較し応残‘リの成1こっ Vl てが濯這i史した，颯沿に対すわ
兄の効果を訊＼ぃるため 1翡哺虎内でホーケ 4 サジがラ人製杯t:.`J Iミト V ーり洛疲 NむO什
舜灸水を仰い廷ルにレ．一方J.t暗望内に置む他ガ請翌む）取江汲、四パ麺堪
心．ー良峙印認後］誠を取り広レそバ放吋能這疲のPH を栽定レた。
脱羞史隙：吸着史孜l凋用いたポリエ今レン近攻喩．木ウケイ酸か｀ラス枡ビ汲和··"

vヮさ使．成羞して、，夕放射能を現躾彗た．脱着液を肴 rこして一定睛間放置した。水．てすf
釘応て vヽ碩放射配を現掟しび見着前の放射能：との比を求めた．

々とうたた"v.") ちかわふじめ
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〔結果〕
.5' ><10-'(M の銀戎謙の逢心分離を l 時1甜なった枯果と逹賛蘊を行な叩いで同一時
疇町「こもt/)の結果を附磯紋として団ー l Iこ元、す·恥‘輝雌を行）たものとfj□
vヽい碍l 這夜から隙久之iば潔i＜星がなく，又熙江紅A?I、つりても同恥·がた。
叩遣lミわりて述嬌薙噸紅町建Jはこれ埓燐知 lミ在在しなヽ‘゜｀、のミと
1J: Po10'bfl ix.の紅して、ヽゐ水硝戒中tf)銀終の状態1Y]かり予柊l~ 14l 9 J:うに A}0廿の大さな
疇知応麟疇襄がらいけ分名当であ 1 鋏嗅侭晨戻lてか l ても Ai「又は A;o―
4 オッヒして在在するウのと忍われる。

砂灯酸ガラ刈展枠ビジ、亨 5,X 10可心鯰夜がら吸屠すわか影の割合IJ;ぇ時厠伎訓‘ラ
ツキ lJ犬乏ヽ‘iJ\"数十 '/9 に追すク。 ZNHCI 11躙の成羞俊も吸消した量の数t :1，は残，て
ぃク、Z,W HN的発足硝酸り日ム酸滉液，てよ釦多履 I→、よ＇）てもか、ウケ 4 蔽約Jヽ Iミ吸雇
し尺銀ばナ分隙去出来な vヽ，：のことから恙いがラ入上に癌羞した鎮塩ヽ＼、｛嘉桔合＼
、あ砂 1鵡｝｝毀囀心リが玖表面 1通］羞される炉のと紅り・ポ江幻凍画
に対して銀I計加増加と芙／：：D及羞字が｀哨加すか吸息 r＜銀,;tえN HCにガラスの易合ふ
項く脱之如場酸痰度を.t.ザクと更i：良く脱着かれか）迅ーもにホりゲイ痰ガラスに吸
羞する銀0 PH L/- 1~わ Iプ玖知郊果e示す． PHl3 で）式む這果ば談められなjJ\? r-...っ P廿 4Iミ
如＼て知よって銀濃知噂加すゐこと/J'ふtc⑪Plcr の 0、tPP~ の銀の原げ吸麟杓て
ょ浅翫一致すゐ加＇．兆を当てなiア成 1よ｀ l(J日↓火.t..11lこって吸着が‘0 であ叫虔璃知‘
らはずれか、、の、、とば叙＜力＼＇汲村卸泣元素を用いているためもの放射線の影紺か＇浅わ
れて＼ I 如のかどクか校討雌り碍足であク。
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4Q28 抽釦去による爪゜ロニウムが合呑状危．の森内

（静囮た•理） が9iエー I\ B.~ O桝謀天伊藤ー明加嶽E屁I

滋言） こ水まで 1こシ" f y｀｀ン一叩塩化炭森；、席液と用＂てpH錢珠‘て｀のポロニウム0)柚出 I.! っ、》
て柑告 L た。州 2 以上で 1よ忌現性が悪く，こ水 lまホ°口＝ウムの加水今解によるイオン栓<1)

唆化，ラジオコロイトヽ• I:;忌油れ 3 ものの形成‘，また唇昼への崚羞等によ 5 も11)と捨定した
。こ水 51こついて；にの、点 1.:: フいて検討した。 I) p H~ 請整したポ°ロニウム湾戚と静置し，；喜
在す 3 ポ°ロニウ A 愛ぶよび｀抽出 3 れ 5 ,t、°ロニウム壱の暗闊度‘it.と言目へ｀｀に。 2）一定疇腿
しぅ溶液内の諸反応が極めt遅くな.,た時点で．，滓存しがっ抽公ごれる鉗係の，ポ°ロニウム

Iこ玄寸す 3 ジ｀テ 1‘｀シ残｀甚の俗l 合 5 検討した。
（方法） 2lo p。|J RCC俵のもt1/とイ更用した。 す<\"ての試薬な；が 1こ蒸. <,.,G水中 1.:. 存在する極蔽
量のパ飩物 I：：対しt Ii徊 ll:! d)：主も．る私った。ポ•口＝ウム溶液の訓髪 1よ請入した1t.°ロニウム

涼滅i 200 pl 今取しが901ll£ の水t`·命枚しド後，店i酸とアン已ニアでも.,1.p出誰l整ぃ行
なった。それうの溜戒 1J;ガ‘？色 C｀・ン中 1:. 酔んに• シ‘‘子 ‘l‘‘ ンー 1117 津化戻素、：窟澤 lよ岬登後かっ
色のヒいン 1こ叡，亜硫m•スで飽和した水湾液3入んて商{C. 5 p方＼ヽだ。使用 1;:. 先立ってよく

水光し、癖当如度危 1.. 命釈した。 キ也血され E ホ°口＝ウム鉗年のポ•ロニウムとジ‘t `J‘‘ン残‘
基との科合の忠1 合 li，ポ°ロニウムり試料溶夜；調整伶 2 'r月 L、J...l:.(；如衰内の反『口が｀如這
くなったと思わ九う、）経遥 l てか｝次甜 1こよ 3 C山rve 研勺法を用いて求‘めた．

E-1= A t B (HRJ—'11 A, B ：定数 E :キ由出争 HR: ジテy‘‘ン
'Tl :・ポ°pニウlo\ I 原み 1こ支す芍 3 齢ジ‘テ‘J‘‘ンダ矢‘甚数

叫） l1）ホ°口＝ウム溶存屋の弔向没fc.
各p H に顧歴したホ•口＝ウム凍液を静置し，一定時向与 1こ涼油の上§，から静が 1こ 10

p1 今取レ，その放射能をの南｛巳と恥•た。 fの紀若長，ャ H o.z /Vぇくらいiで 1ょ睛向 Iミ
ょぅ咽fC.はほとんどながフたか‘, pH 3 •*.t. 1 ミ 0 3 と時由ととも 1こ遠‘fc.が‘みられ，特 Iー

pH 6 L•人上て｀＇ 1す令り I Dう心．＜ら、、まで 1よ急 IOO ---、 A,.: }溶存争
如激‘、少し Y 水以後 1Jりぅぐ） t放射能量 ‘一ー、＾、、 0: 抽畔
が舜‘少し召1) ~水うの旅如枇層の為‘、yの原 80 

因として芭吃への喉羞とうジオコロイト＂ ( へゅ―·ー・—·-o·ー・ー・ミ、令•--
頑）の生欣‘1こよ 3 と包われう。 洛 40 、~°、

t2),t•ロニウム袖出争の時瞑`)C. •. 
t1) Ill 虔験と同様にして，峙叩骨んて 20 ・遍、、心·、•o、

p H 樟l壁した涼海とジ‘テ')‘‘ン→直吐糸 。 ―一ー、.;•a
消滅て｀釉幻 3 。 10 分fい袖畔 IよpH 101 10え 103.. 10" 1or 

4 以下て‘` Ii柚土斗が‘9D % l9A.t t‘•あるが， 時内（加．）
しかし子が A` .r:.d) pH では西の堪加とと 国 1. I' H6.6紅゜C＝炉着碍口紐和時蜆に

li rこん l9 7,i 5 うう すか‘｀ぬiひであ‘ し）てうかす｀｀あ 3 かと）ま 3 の＇）
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もに袖血手が下か‘’J rH 6.6, p H 虹で 1よ令夕 65 メ r•• あった。—船 1こ時的辞遥ことも 1こ柏

峠 Iょ洒‘少するが， そのう欣‘少串浪 1よp H d)イも‘‘}窟海 TIよヽり、なt I 。 しかし祉，， l* エ（こな H: 栽｀

少‘の市‘l 合は大 2 < 6 3 。特 1：：州絨，pH 7-、5 て｀｀ 1 .tる辺 2 午f-1令這すると柚出斗＇ 1i的 lo y。< ; 
（劉）

‘‘i t滋｀｀少しt::.へ。抽畔t1)衣｀少‘o 森因とレ（郊 L てヽヽぅ（高夜中 l~ あ 3) イオン柑が柏
出されド＜いイ T ン柑へと｀沿ic. L E ことが封んられ 3 。

(3) ホ・ロ＝ウムr/) ;直

紗 IO' 'lllMt.静＄レた届p H ,ryホ°ロ;:,.ウム涼液とその渚涙 8 加＜揉 l) ぅ且む｀た後の杓知能，
復＆ EC.鞍 L tみた。店pH の溶液 Iこち‘l1 ；その比幸 lよ回2 のようドな.,た. pH I~2 の
鉗成で lむ辺（うジオコロイトい）の生欣‘は 6 

なかったと思わ水る。 rH 3~4 "Iあたリ

で 1j;"支 L 日放射臼→ ＜，ぅ椴しく根）
虹｀E f食t‘叩噸のをと同じ‘＜ら、、(:なフ
t:. (器度へのp~着 Id ．少ない）。糾 6~1、5
遺戌で IJ:比卑 lJた 2 、、か，杓胆叶！と
mm ｝と少｀しこし 1 。このあた｀）で lょ器庖へ
直羞と戒殿の生六‘がい 7`泊れもがなリみる
心われ~ Q 

り出 I 丸和錯い租‘
杓 10b 叫．静S レた1t、0 口-:,. 17 ム涼池

とジ｀ T'1`‘:;., ；＂と汎‘んて袖出斗＇の食iC.と
詞へ‘て新釘‘ゥ‘うヤロ＝ウムとジ‘
テ ‘l‘‘ ン残甚との糸も合 n 會'I Ir, ~来｀
め G.. pH o、2r u 激h の低ヽI

ジ‘f ‘l‘｀ンか‘‘ホ°lコニりい丙i的硝

腐Iこよっと今解3 水 I l iうの 又 4000 200 10 

立しい直か｀未‘められなかっ 区
た。p H Iふ～うて‘｀ばす、dIコニウぃ 己

I 斤` }lこiす L てジ｀予｀｝‘‘｀ノ 2 （酋 3),
pH 4 くらい 1こな~'t I ~ I rt, 。←
劇な 1こなる。Jら 1こp H 6 く (HR)-3 (H炉叫 1 2 3 

;、` l::. 6 ；と、ボ°ロニウい屈ふ紺'f . . _. . , E ー 1
1 こ打i tてジ‘了｀J‘‘ン刃‘差叶訊彰 国3 西 3.l て‘．のポ°口＝ O ムとジ｀チ‘J‘ンの茶者合土
か｀‘かな｀）恐｀少してく 3 。 この和昂は以、前 1こ寺9 号し E.::. t t -否夕する。

5

4
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パネル討論会 「加速器による放射線化学・放射化学」
I ¥0 Iしス放射線介倫

（理紅） 贄サ重巌ヽ

I C, 60 年代‘社直 I濯暉された 11• Iしス放射線令紺 1ま、短 I)歴史 1こもかうわらず
放輝疇の分野 1こ｀紗＜渭疇0知識、ももたらした。そのイ｀｀ rJ)は、水和甕
砂関するみ丙咆がある‘。今日かよ，放紺線疇 l裏らず，物理f直心疇罷と筒いい有
力は庚欧方法とし7_ I Ji;，）範囲謹l 月され(_ \)る。限うれた麟叫その令般的な現状を
緑A} すること）な困難t‘あ＇），こヽ ,._n Iなその原理計麟/::..説哨 l 、つ 1} む最か技術的な追
舟't \'f_のもたうした成｀集をf砂した W 。同時）-- J\O IL ス放射線令解浅2 分1 月 1 た研咆 l遺
する御梃判、ならが｀ I::. 今俊取り組もべ‘さ向題を御指摘\)たゞ｀ければ幸 I J尤＇ある。

（原， 理〕 l ＼゜ lし入放射線分解沢げ、理 lぶ加速器をが1 月 L 1.、大線量の放射線を短時
印内 1塁拗賃 lこ照射 L 、その綿果比較的甚濃度 1~ 生炭する中向休屯、道t7}は方ぅ肉 a噴拌域測
すること℃｀｀ある。tヽ｀｀ L 中疇の観測双 Ii、巾向体の速し）皮ィcを正確l勺い！炉、平があり 1
一般 I::. そり炎粒的唆仮這l足い場合が19 \)。

（技術的な進舟） 技術的加進赤 1な、中鱈サ鱈国遠R と、 II° ルスの涛間巾の姐縮
り二皮ド集約される。
(I) 上述りように中間体の絨測 lな、その光恥浅奴這1史する場合が＇像6紅‘あリ，涸'1

足の窓鬼ta波長領域‘lな =<.So~ /000 ")1.1'!. c."ある。しかし況源の輝度t強め 3 ことや、
蓮い幻辺返を使うこと ,;1 I 近紫外俎培‘ゃ茄、外燥域‘ド拡張これてし）る。炎蒻
吸収）、J....タり練測沃としては、約光 電専疫td- t," 111)順紅I fflパ?. l) る。まt:::.最迎
虹ぅ口り，，う）を用 Il たt /J) t報崖とれてし）る。

（え） /\゜＇しスの峙間巾の短縮 lな、よ＇）速 l) 現象の観測を可熊 Iこする。最近尤‘は 10`9秒程度
ti) I ＼゜ lレス 1戸直‘')一知）こ目"らい\\ 0 が‘、こ這知炉紐n及似の測如江
従棗の lo―‘炉＼lo ルス放紺線分解沿t屑 1) られて＼ぽ技術の延長tぶり。現な使
かいヽ） 3 最も姪＼l /1ー Iし又 lょ， ID`11 分}てn ある松、こCJ)場合の庚瞼装置，よ雅特乙｀、ある。

(3 ) と＼ lこ技術町遺序 l::. 添げ＇る程 ~'I□ ll が｀，加圧反応容慕の使用や，大緑董吋支射
線JI° ル入を発生する加速盟，フェ l\‘ 卜 0~ の廂発な沙も、、気オ且の問廃t進めらい
いる。ま戸□湿 1達笥料を得、っ装麗いいすること乙｀｀，ft灌則知）研究ぃ進めらい
l＼る。

（がい譴） 今8.まさ‘~ /\01しス放町線分恥げ、水知咆｝ある II は蒲喋和魔十なt"
の役ィオ汀穫叫苅廃 Iこ分1 用さい場合於力かった。~ I}¥_ Iなミれ 5 復イオ直がU設的 0及奴
I汀ぶ汀禎釦遺易かあるミl'...に層、困 L c:.. I) ~。無誼、放射線今餌む＇は、正イオ叶栓、淋起
介サ釦立‘も董厚吋玲1 さ屎 L (. h'') I 豆 h ら”"口積柚的に進わられねば‘い林 11 。

あら＼） しげよ l
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加 l兎殆 9 二集約 l印

車危大る チそ狂
＼つ輝条砥

疇記．工業判叩 7" ラスケッ 7 <7)改嘆から他の分野iこも広がリつつある。次03.€、
サらその重要1知認識‘ざれつつあみ。

(I) 奴射線によみ特長

(2) 環境秀繁向憩（直捧向枠）
(3) エキ 1レギし一の有効矩Ji利

.0.lG1 I笥稗，こつい Z I ょ｀放身r t泉の工業利用の最も，曾幸辱、である:::.と 1ま人 l く指捕l されて
味 r二し＝ろ Z‘｀あリ、現炸ども知 Tiぃ。クタくのエ葉 1~ ざれ Z II 砕緯賃70 ロセス（哀殆ど｀
旦？てよ I ヽ介呈 放射，も停イ乍 l利の特表が‘生かざれ Z いる。

些 I叩誤につ,, LI否 ＝事年来、関，じ疇手＇）つつあみ e f彗：のイ巳浮工柴ヂi7セスで I 'J
＂の触媒麟疇糾麟，訊‘姜虹｀｀ e I利、＇、わず‘かの最終製品，こ対して｀大董 a秦
棄物店釘t t来后＝の倍，に届目 L 乙 1有虹削不要の放射線 I二手リ、かるへ‘く少邊戸l'J.
”禄等で反応を起ざせるなどし乙似床る百戸馴い謬可違棄物を＇グ riくす 3 おう
筋力が掃われていろ。放射虚/::.,Fって， 二れら 01 ，屯か｀‘火ぎく玖培かに 3 :;:...とが認恥れる
おう 1::. r,ふって朱た。あい圧幻復哀第釦払彬怠→ぷり拒名化が珍る。
旦につ｀｀て（ま｀加速器tリの電子ヤ泉 Iも峙国 K .t易所し；輯 O‘.、自由にコシトロー I咄凍3' T=
ぁ、そ0\工;{- Iレギ＇ーに有効に使う::- ~ b｀由来ふ

.t如観，与、 1二恥 z 7J逗記ェ紫糾（利につ，，乙cJ, I旬諷，せゃ暴立1吏われているカ17涅春q呉
向II、血ヽ・将来使用ざれもて•あろう加ほ感の将1'生など｀についてぽ＾｀‘る。
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理碕サイクロトロンによる荷吃舷手放射化食材

和導体ケイ素中の CI N) 0 の存在長／状鞄図ノ物性へ喝響ノ拳動
（理研） 野吋正
（小松む） 達第是行

〔分祈対象”“）分析の目的］ 高知も皮物旅中り定麦堂泰菜表の定生ぶ笞彩拉
打ぽ化疇げつり紐認藷愚屠断 L た。マトリックスど L て半導体／ケイオを
どりあげ戻翌由 Iも (l) 味用的重浮岨物叉学ヤ工業（こぢける急表が大てのも (2) 牙札
物直澤へり影塚が顕著 1,• あるノ (3) よくコントロルセれた条件下で＇定常的に生底之爪 1
いる社々り拭料が入チ 7‘｀芝り （午）希琶舷手照射I：：：遁した吻応‘、あるノ等 1'、ある。碕究且
的 1屯 l1 じわ IJ.I (I) I 0 炉社）史 1 1‘｀の感戻を有する分析手法り硬立どノ (2) 命紅十
りこT/1.!f 3 元素の濃度い知る二どであフ厄ガ＄ 次笏 Iら (3) C; 0 のポ外咬伎定登か肛
曲線の信頼度の向屯 佐·)これ等 3 元索り極低渡皮牧咸 1：：おける板態囚の作成ノ {S) 蒻I生
ヘ，，影禦り旅企 (6) 半導／応ケイ素グ痰造過羞：：ぢける店動の追丸竿へど発展して以．
〔方法J試斜 1屯枝々 9 市販呂乏集めた他 1ニノふ松を手壺属 Iこお\)てノ 物珪定炭測定ャ

紐釦茶危り追求を且的ど L て仕々涅定した条イ牛下で作製した。放射ィ巳反応とし(/も
C l::.rJ.. 12c (3い）℃ N に(i l今N(pノ久）覧。に I1 160(3HeJp)/gF を用 Iも生成板

種を化学分撃俊麟したやボクト線咬牧 I円甜々条件や菜墨を検討 l 在の 5.I市販巌屋 1こよ
り土どして常釦｀＇測定した。
（結果］ (1) C と O li救ffり NI1 /ffi 1 1'之丑□E 1 チ法が差立てどした。 位） N 

は常に｀豆以下 L か存在せず＇ノ C と 0 9存庄登·立決定するヱ浮困 1人ナイ素を半ぷ琵'g
ィ巳するピをり条件で、ある乙どぺ示された。 (3) 求め/z. 3 元素の涙應必幻在 C のがのと
下に元、す。（午）い叫文定量 1い褻正曲紋心ばど信頼度と向上させノ繹ィ虚析以外
咬牧と併用するこどによりノ C1 0 の存在杖｀館 I：：：戻l する知見が各予られん。 （下図ガヽ 3 わふ

るよう 12) ,5,•中の Cl丸芦llbs砕tionalり珈so/)/ed I煎far/tJど芦iC Preoj/ta,te 

として共存する瘍合があるが＇ノ未外改牧（よ前者にだけ感ずる．） (5) 2牡：の異？たイ昇令
難涙を畔射し／しクイ索ヤり//(,に適用すill. I旦 §‘/•C Prec伊i位te,り恐号収態に/~する知危
＂専ジれる乙ど窒 I /IC トレーナー突硬によって知った。 (6) s•C frecifは必e 六生戒

才るにつ孔半導体ケイ素？ Bre必dow几
Vo!ta;e-ぶ低下しノ )7-I 特性ぶ炭化するこ
とを差見 L た． （ク） uow-Z- fiss i on と用 1 J

る特殊トレーサー技術 I二より I l3eノ乙 N1 万
”aノ P の肱必クイ素かうり痒径等り拳1(/ I.:. 

つ lJて知 I) 得た。(g)以上~ゥ病是半屯体ケ

ィ索の工業的製造過俣 l：：おける乙 M1 0 d)挙
-jp I二屁する知峨と 11 王 11 戎‘しく B彬笙化するこ

とぷで＇を／こ。
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囀幻麟燻畷り環骨今呵

（京大原泣） 多町仁辟
履粒刃磁び線測走，2 ぶる徽暑が打 1ず、荷億滋}- ?内穀蜜離珂面積紅大そ、、ことヒ，
戸 Iレやーか紋叡、今財砂蒸グ迩？羞 L ぃ進： によ？て胆ァ光を）浴ぷで、，？。 1. t,.、抒,~
竜行電粒3- IC f疇嚢 X、影紅救前が，席狂酌［過パ柏肛軒し，、問題を投五戸
ぉJ，重 A ォ屋知よる涼釘塚げり一つ，い発虔にりり可応／生を 1りい‘',、る。本人
、ぇ素い『？可段t \て＼す、現象的 I公直11まな邊稽豆砂ヽ、反、条げ疇ク望いり
たの、知、汀り輯詞2 用ヽ‘｝れで、、るり 1が卑シ fロトゾ、ア 1レフJ'粒｝和耗
イオンて｀、あび、曾ィすバ励起する鳩合、9 x、i知婆生奴和鵞甕的に喀大、す? 9 --;:＇、少
筏、パ遣邊尻厄親羨 9 ｀ ｝呟重専視ぅれるこt応ヤ葱？八る。｝た、充イオ／嗜虔
--'r.紐万、いり？ X癖認麟虞知む猜主素窃砕騨 1rあるりて｀’.庸‘虚今秤へ 9
疇河町い芳えり爪る，
っ兄‘'E, 7゜？クチ1J Iレri翫遭て、荷電粒｝ X 線厚二；疇競屁［＇方ヽ、て、と'’?
t)祝嗅があるがを芳いtみうと、次 9 ぶ）ヶ絡問経ぷあか
1, 荷危粒｝遺択： 荷租□ '?づ、電みを用ヽヽる X 屈かが見x，啜てイ 7 0-アナ
？イザー等直可うれてお）、電子釦収束、アネ Iレャ‘—望z,j苓に高度っ戎患く用、、シ
れ、紐や摩してぃ碕恥患叶摩違砂碍 L て、，かしかし、こク
が紅む、｛いか告'|勧双州が六き、，、ーとがり3/Mttぶ邑＜、走もい杭，= Iず冬勺該ぷ
ある。 これ）：吋 I てイオゾす用ヽヽる嚇令 1.t、猫}g泉月伽，｝紅ぅれ~i,1知規碍吹
も x炉奴広 1 るの 1く灰わ啄紅炉＇クり判勁杖身[Iこくクベてグケ、，って゜、走骨か呵
1:,1 逍してがリ、 4 オ虞ゑぅ北軟1)す、滸 "'X 翡諄'r'')観ふ、ク If竜ィオ‘／牙ど仮
紅ぁ、、ヵ立竜ィオン,, tiぅ叩 Iぐ，？ ｝蜆象，： tるターケ’、クト囀遺紅惰棧ゑと存乞

え、粒耳炉エネ，レ牙ーり｀星択‘ 将電粒｝煤りエネルぎ‘—疇＜そ直 X 線吠釦島
＜方る 9立核厄疇叫＜ケ 3 と技及）よ試物 ~'7 り瓢該戸 ~4 17- )X 釦望
和 l てく？り 1‘ 嗣心填＜ぢ？てくる。 し 6‘l 、これで） 1 ＜遠ぅ＇＼す,j\ Iず楕綬量»ゞ嗜
すりイ、叙竜今井1［ヽ\ ~ \4 更：訊切，z ぢるがも知水ぢヽヽぶ， ｀ーか，2 っいて lい史用す環
瑾合、りが1 ヒ0/ f麟疇炉ある，了た｀杵知柱ク宦礼 11 'I-ネ，しや一ヒヒも，長＜、
tiみ））‘べ これについて＼すダーゲ•'7 卜奇、とり閃仔、 C` 9 9 琶扱りX卑 I二年るっ

3 、オ合幻魯念心只紅， X疇紅ょク‘以む＜も騎叩恥、国町斐象で利用する
tの力‘^9 b‘ ？たか→，迄予 5咋＇）松謬ぺあ疇伍栓疇」、発邑 l 't炉，エネ Iしや
」滋、fj)叫受急、ぷ4史わ八る｝）にち）て 1 たヵ，~、それず爪喜甦があJ．腐尻目的'")こ

［口翫羞念ぅg択 P‘^I芥浮t'ある，
りクーゲヽ7 卜系のぎ択‘ 荷愈記認X 募ケ，ゥ喉大 9 笑支，t塁うりダーゲ、7 t乎マ｀
濃礼 D- 、 l 、i‘｀ ＞ヽマしあ，，，。 しかし，癸｛こする 祓t") I吸佼tがな')大?ぃりで‘j--_j_'
メ『利峰砂将直l て、ヽ~ ;きこ乞 L メし賃りl- l 口炉ヶターグ 7 卜給吃
り‘序t 1rしるこヒ 11 も1［しく、ダーゲ｀ ｀7 卜幻量D‘ シり Xt)発生も忽虔すり嗜炉あ7'.

‘‘わたしち?.
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